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Abstract
  In recent years, executive compensation has become an important theme of corporate governance in the EU and the 

United States. Shareholders have increasingly pouring severe eyes to the compensation system and compensation 

committee of the company to check whether they are appropriate and functioning well. On the other hand, executive 

compensation did not draw special attention in Japan simply because of low compensation compared to Western 

countries. This paper empirically examines whether Japan's compensation committee has played an efficient role in the 

determination of executive compensation. The results of the study indicate that compensation committee was found 

to play an efficient role. In this respect, it is recommended to oblige the company with company auditors to establish 

compensation committee even as a voluntary basis, which accounts for more than 80% of the listed company. 

水　野　　　満
MIZUNO Mitsuru

要　　旨
　近年，欧米諸国では役員報酬がコーポレート・ガバナンスの重要なテーマとなってきている。企業の役員報酬制度や報

酬委員会が機能しているかなどについて株主から厳しい目が注がれている。一方，わが国では役員報酬が欧米諸国に比べ

高額でないとの理由で，これまで注目を集めることはなかった。本稿では，わが国の報酬委員会が効率的な役割を果たし

ているかどうか実証的に考察するものである。研究の結果，報酬委員会が効率的な役割を果たしていることが明らかになっ

た。任意の報酬委員会でもいいので，上場会社の8割以上を占める監査役設置会社に報酬委員会を義務付ける必要があろ

う。

キーワード：コーポレート・ガバナンス，役員報酬，報酬委員会

Keywords: corporate governance, executive compensation, compensation committee

Ⅰ．はじめに
　欧米各国では，今世紀に入ってからガバナンスの一環として役員報酬に対する株主からの監視の目が厳しくなってき
ており，近年の‘Say on Pay’にみられるように株主が高額役員報酬の歯止めの役割を果たすようになりつつある。欧米
諸国に比べ高額役員報酬が少ない我が国では，これまで役員報酬額自体が問題とされることはなく，その代りに報酬額
の決定方法に対する透明性のなさと報酬構成に目が向けられている。役員報酬とコーポレート・ガバナンスの理論的背
景としては，経営者は株主から経営を委託された代理人であるが，株主の利益に適う行動を選択するとは限らないエー
ジェンシー問題があり，このエージェンシー問題を解決する手段が，役員報酬である。役員報酬は，株主の利害と一致
させるとともに経営者のインセンティブを高める目的で設計する必要があるが，透明性がなくインセンティブを高め
ることにならない役員報酬は，株主からの不満も多く企業業績の向上にも貢献しないと考えられる。2002年度から会
社組織として委員会設置会社が認められたが，東証一部上場会社でこの形態を採用している企業は平成26年6月末現在
2.5％と極めて少ない。委員会設置会社では社外取締役が過半数を占める報酬委員会の設置が義務付けられている。委
員会設置会社における取締役等の報酬等の決定は，報酬委員会がその方針を定め（会社法409条1項），その方針に従っ
て個人別の報酬等を決定している（同条2項，404条3項）。監査役設置会社では，報酬委員会が義務付けられていない
が任意で報酬委員会を設置している企業もみられる一方，報酬に関する方針を明示していない企業もある。役員報酬に
関しては，監査役設置会社では株主総会において役員報酬総額を決定し，役員別の支払額は取締役会で代表取締役に一
任するケースが多い。任意の報酬委員会のある会社では，委員の過半数が社外取締役で構成されており，その役割は総
じてアドバイザリー的なものが中心であるが，業績連動報酬の基本指標を明示している会社もある。本研究の目的は，
報酬委員会が役員報酬決定に効率的な役割を果たしているかどうかについて実証的に考察するものである。

役員報酬と報酬委員会のガバナンス
Executive Compensation and Governance of Compensation Committee

*大和大学政治経済学部

pp.3～10
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Ⅱ．役員報酬と開示規制
1．役員報酬1億円以上の開示企業数と人数の推移
　東京商工リサーチ（2014）によれば，役員報酬1億円以上の開示が義務化された2010年3月期の289人，166社から
2013年3月期まで徐々に人数と社数が増加してきたが2014年3月期には増加人数・社数ともに大幅に増加した。2014
年3月期決算で役員報酬1億円以上を開示した上場企業は191社，人数は361人に及んでいる。業績改善を反映し，前年
同期より社数で16社（前年同期175社），開示人数は60人（同301人）増加した（図1）。役員報酬の最高額は，キョウ
デンの橋本浩最高顧問が12億9,200万円（前年同期：開示なし）で，2010年3月期決算から開始された個別開示制度で
歴代2番目の報酬額となったが，報酬額のうち12億6,800万円が役員退職慰労金である。法人別で個別開示人数が最も
多かったのは三菱電機の18人で，前年同期（同1人）より大幅に増加した。また，2014年3月期決算まで，5年連続で
個別開示を行った企業は104社，開示人数は120人であった。361人の役員報酬総額は664億8,400万円（前年同期301人，
508億3,000万円）で，前年同期より156億5,400万円増加した。役員報酬の主な内訳は，基本報酬が369億7,300万円（構
成比55.6％），賞与が118億5,100万円（同17.8％），退職慰労金（引当金繰入額含む）が91億1,800万円（同13.7％）， 
ストック・オプションが50億4,700万円（同7.5％）で，基本報酬の構成比率が高く，インセンティブ報酬の割合が低い。

（出所）東京商工リサーチ（2014）
　　　　　　　　　　図1　役員報酬以上の開示企業数と人数の推移

2．各国のCEO報酬比較
　図2に示されている15か国のCEO報酬比較（売上高等10億ドル以上）を中央値でみると，日本のCEOの報酬金額は欧
米各国のみならず，ブラジル，シンガポール，メキシコ，韓国よりも低い。しかし，報酬構成を比較すると日本の場合
は固定報酬の割合が他の国と比べ圧倒的に高く，インセンティブ報酬である業績連動報酬と長期インセンティブ報酬の
割合が少ないことがわかる。以前から指摘されているように，日本では欧米のような高額報酬に問題があるのではな
く，報酬決定プロセスが不透明であるのみならず，報酬構成において固定報酬の割合が高く業績連動報酬と長期インセ
ンティブ報酬の割合が少ないことに問題があり，その結果報酬自体が業績を向上させるインセンティブとして働いてい
ないといえる。したがって，報酬設計を変えて業績や長期インセンティブ等の変動報酬の割合を増加させて経営者にイ
ンセンティブを与えることが求められる。

（出所）タワーズワトソン（2011）
　　　　　　　　　　　　　　図2　各国のCEO報酬比較（売上高等10億ドル以上）
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3．開示規制
　わが国の報酬開示規制は，欧米諸国に比べて遅れ，2010年に有価証券報告書における役員報酬の個別開示（但し，
報酬額が1億円以上の者に限られる）が義務付けられた。ただし，報酬の開示は1億円超の役員の個別開示は始まった
が，報酬方針や種類別の開示は投資家にとって必ずしも有用なレベルではなく，欧米に比較して質的に劣っている。
EU諸国では経営者の個別報酬開示が求められており，米国では上位5名の個別報酬開示が求められている。経済産業省

（2013）の「持続的な企業価値創造のためのＩＲ/コミュニケーション戦略実態調査」によれば，経営者報酬の決定プ
ロセスの透明化を実施している企業と実施していない企業は相半ばしており，未だに経営者報酬の決定プロセスが不明
である企業が多い。英国と米国では，我が国と比較して報酬開示は詳細を極めており，①報酬構成とその報酬構成が選
択された理由と各構成要素の支給水準がどのように決定されたか，また該当する場合の算式，②ストック・オプション
等の長期インセンティブに適用される業績条件の概要，③業績条件を評価する手法とその理由，④報酬コンサルタント
に関する開示として，コンサルタントに依頼している作業内容，利害関係や報酬委員会に関与するコンサルタントにつ
いては，コンサルタントに支払った費用総額，⑤直近5年間のTSR（株主総利回り）を示した業績グラフ等が義務付け
られている。一方，フランスでは，ユーロネクストに上場している企業が遵守しているAFEP-MEDEFコードの報酬原則
で以下の6つの報酬原則を定めている。①包括性（固定＆変動部分），②バランス（正当性と会社の利益との適合性），
③ベンチマーク（業界とヨーロッパ＆世界基準での比較），④整合性（幹部社員と一般社員との整合性），⑤基準の明確
性（企業目的に適合した簡素で，安定的，かつ透明性が必要），⑥合理性（報酬決定方法は企業利益，市場慣行，なら
びに貢献度を考慮する）。欧米諸国が，経営者報酬開示規制を行っているのは，株主は取締役に会社経営を委任しており，
委任に関する費用を知るということは株主の権利として当然であり，株主が取締役の指名・解任を行うということから
も，委任内容と報酬が見合っているか役員別に判断するため，個別報酬額が明示される必要性があるとの考え方が背景
となっている。

4．Say on Pay 
　欧米諸国，特に英国と米国では経営者報酬が企業業績と無関係に高騰し，投資家のみならず世間一般からも批判の声
が上がっていた。機関投資家も，取締役報酬の適正化を求め報酬決定プロセスへの参加を求める機運が盛り上がった。
Say on Payをもっとも早く実施したのは，英国であったが，その後，欧州各国でも導入が進んだ。EUでは，取締役報
酬に関する方針やその変更を株主総会の議案とすべきこと，取締役報酬の報告書に関して総会で承認を得ること（決
議は拘束的決議でも非拘束的決議でも可），などが推奨された。さらに，2009年には，特に機関投資家に対して，報酬
議案に対する議決権行使を推奨した。一方，米国では，2010年７月に可決成立した米国金融改革法（Dodd-Frank Wall 
Street Reform and Consumer Protection Act）によって，Say on Payが法定された。Say on Payに関しては非拘束的決
議の国のほうが多いが，拘束的決議としている国としては，ノルウェイ，スウェーデン，スイスの3か国があげられる。
また，イタリアは銀行，デンマークは変動報酬に限定してSay on Payを拘束的決議として決定している。

Ⅲ．先行研究
　役員報酬はコーポレート・ガバナンスの重要な要素であるため，これまで欧米諸国を中心として研究の対象とされて
きた。Conyon（2006）は，1993年から2003年までの米国企業1,000社以上のCEOの役員報酬額の推移と構成につい
て調査し，10年間で報酬額が約2倍となり高額報酬が進んだことと報酬構成では，ストック・オプションと長期インセ
ンティブ報酬の割合が増加したことを明らかにした。高額報酬自体は非効率的な報酬契約のためではなく，有能な経営
者をリクルートする経営者市場の相場や他社に引き抜かれないような報酬体系を反映している可能性があるとも述べて
いる。アメリカの調査会社Obermatt(2013)は，2008－2010年のS&P100を対象としたCEOの報酬と企業業績に関する
分析で両者に相関性が認められなかったと報告した。その後，2010年にDodd-Frank法の成立とともにSay on Payが導
入され，2012年にWall Street Journalが有力企業300社を対象とした調査では，CEOの報酬と企業業績に概ね関係性が
あることを明らかにしている。Renneboog and Zhao (2011)は，1996年から2007年の期間にわたり，英国に上場する
全企業を対象として，CEOの報酬と執行取締役ならびに非執行取締役のネットワークの関係を分析し，ネットワークが
情報収集の理由のためでなく，CEOの経営影響力の強化のために構築されている場合には，CEOの報酬が非効率的に決
定されることを明らかにした。また，CEOが報酬委員会のメンバーであるとCEOの報酬が高くなることが観察されると
報告した。
　日本企業を対象とした役員報酬の関する分析は1990年代に入ってから行われてきた。Kato and Rockel(1992)，
Kaplan(1994)，Xu(1997)，Murase(1997)等の研究では，日本企業の経営者の金銭的報酬は企業の会計上の利益あるい
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は株価と正の相関をしており，株主の利益は経営者のインセンティブに織り込まれていることを明らかにしている。蟻
川・黒木（2003）は，1991年から2000年までの10年間，金融を除く東証一部上場の全企業を対象として，役員報酬
が企業業績に対して連動性を持っているかどうかを研究し，パフォーマンスの変化に対して，役員の報酬が正の相関を
持つことを確認した。報酬によるインセンティブ供与と他のガバナンス手段の関係については，機関投資家の株式保有
比率が高いほど，自社のパフォーマンスに対する報酬の連動性が高い一方，そうした外部からの企業統治圧力が弱い
企業の場合は，自社のパフォーマンスと経営者の報酬の連動性は低いことが明らかとなったと報告している。Sakawa 
and Watanabe（2008）は，1992－1995年までの4年間，東証一部上場の製造業を対象として，内部取締役の平均報
酬を用いて業績関連の変数と経営者報酬との間に有意に正の関係を発見している。また，所得税から推定したCEOの個
別報酬を使用した研究でも同様な結果が報告されている（Basu et al. 2007）。さらに三輪(2011）は，2006年の東証１
部上場企業のクロスセクション・データを利用して，日本企業の社外取締役が取締役の報酬額にどのような影響を及ぼ
しているのか実証的な分析を行った。分析の結果，取締役会に占める社外取締役の割合が高くなるほど，取締役の報酬
額が抑制される可能性が高いことを示した。また，社外取締役を重用する委員会設置会社では，他の会社と比べて取締
役の報酬額が抑制されることを明らかにした。

IV．研究方法
　委員会設置会社ならびに任意の報酬委員会のある監査役設置会社と報酬委員会のない会社のデータを収集して，報酬
額と報酬構成（固定報酬，業績連動報酬，ストック・オプション等）を比較調査し，両グループで実証結果に差がある
かどうか確認する。報酬との関係で，売上高，営業利益，当期利益と1株利益の変化率と報酬の変化率の相関関係（マ
トリックス）を作成する。変化率をみるため，2年連続して報酬金額1億円以上を獲得している同一の役員を各社から1
名のデータを使用した。調査対象役員は原則として社長であるが，2年連続して報酬金額1億円以上を獲得している社
長がいないい場合には，会長や顧問を対象とした。調査対象とした連続年度は2012年度と2013年度であるが，この両
年度でデータが取れない場合には2010年度～2012年度の2年度のデータを使用した。役員個人の個別報酬を基に報酬
と売上高，営業利益，当期利益と1株利益の関係を分析した研究は，1億円以上の個別報酬開示が2010年3月期から始まっ
たので，これまで行なうことができなかった。本研究はその意味で，より経営者報酬と企業業績の関係の実態に迫った
実証研究である。
　委員会設置会社で報酬金額1億円以上の会社数は，13社あったが，このうち3社は2年連続して報酬金額1億円以上を
獲得している同一の役員なかったので調査対象の委員会設置会社は10社である。また，監査役設置会社の中で任意の
報酬委員会のある会社で2年連続して報酬金額1億円以上を獲得している同一の役員のいる会社は38社である。したがっ
て，調査対象とした委員会設置会社と任意の報酬委員会のある監査役設置会社の報酬委員会のある会社数は48社であ
る。一方，任意の報酬委員会がなく2年連続して報酬金額1億円以上を獲得している同一の役員のいる監査役設置会社
は85社である。本研究での使用データは，東京商工リサーチ，eolデータならびに各社の有価証券報告書である。

V．研究結果
　報酬委員会のある会社とない会社の報酬構成を比較すると，報酬委員会のある会社はない会社に比べ，固定報酬比率
は低く，その代り業績連動報酬とストック・オプションの比率が高い。このことから，報酬委員会のガバナンスが効い
ていることが推定される（表1，表2）。続いて，報酬委員会のある会社とない会社の固定報酬，業績連動報酬，ストック・
オプション，退職慰労金の平均値に差があるかどうか調べるためにt 検定を行なった。その結果，固定報酬とストック・
オプションで1％水準で，また，業績連動報酬と退職慰労金で10％水準で有意差が認められた（表3～表6）。
　次に，報酬増加率と売上高変化率，営業利益変化率ならびに1株利益変化率の関係を解明するために，退職慰労金を
除外して報酬委員会のある会社とない会社の相関・回帰分析を行った。報酬委員会のある会社とない会社の相関分析は
それぞれ表7と表8に示されている。相関係数をみると報酬委員会のある会社では，報酬変化率と有意な相関を持つの
は売上高変化率（5％水準），営業利益変化率（1％水準），1株利益変化率（1％水準）で，報酬委員会のない会社では
営業利益変化率（1％水準）と1株利益変化率（5％水準）である。回帰分析での従属変数は報酬増加率で，独立変数は
売上高変化率，営業利益変化率，1株利益変化率である。回帰分析の結果，報酬委員会のある会社で報酬変化率と正の
関係を持つのは営業利益変化率と1株利益変化率で双方とも1％水準で有意である（表9）。一方，報酬委員会のない会
社で報酬変化率と有意な関係を持つのは営業利益変化率のみである（表10）。このことから，報酬に影響を与えている
変数は，報酬委員会のある会社では営業利益変化率と1株利益変化率で，報酬委員会のない会社では営業利益変化率で
あることが明らかになった。また，売上高変化率は報酬委員会のある会社とない会社双方の役員報酬に影響を与えてい
ない。
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固定報酬 業績連動報酬
ストック・
オプション

その他 退職金 合計

報酬委員会あり 65.6 21.2 9.4 1.7 2.1 100

報酬委員会なし 74.6 15.9 3.7 0.9 4.9 100

表1　報酬構成の比率（％）

固定報酬 業績連動報酬
ストック・
オプション

うち，株式報酬
型ストック・
オプション

その他 退職金

報酬委員会あり 48
（100）

43
（89.5）

30
（62.5）

4
（8.3）

3
（6.2）

6
（12.5）

報酬委員会なし 85
（100）

59
（69.4）

29
（34.1）

1
（1.1）

1
（1.1）

24
（28.2）

表2　会社数（括弧内は％）

2つの母平均の差の検定

有意確率 (両側) 平均値の差 差の標準誤差
差の95%信頼区間

下限

固定報酬
※等分散が仮定されている .007 －8.9874 3.3051 －15.5256

　等分散が仮定されていない .006 －8.9874 3.2027 －15.3364

表3　独立サンプルの検定（t 検定）

※等分散性のためのLevenの検定を実地したところ，等分散が仮定されていることが判明した。

2つの母平均の差の検定

有意確率 (両側) 平均値の差 差の標準誤差
差の95%信頼区間

下限

業績連動報酬
※等分散が仮定されている .058 5.3243 2.7879 －.1909

　等分散が仮定されていない .047 5.3243 2.6508 .0724

表4　独立サンプルの検定（t 検定）

※等分散性のためのLevenの検定を実地したところ，等分散が仮定されていることが判明した。

2つの母平均の差の検定

有意確率 (両側) 平均値の差 差の標準誤差
差の95%信頼区間

下限

ストック
オプション

　等分散が仮定されている .000 5.6492 1.5345 2.6136

※等分散が仮定されていない .001 5.6492 1.6931 2.2748

表5　独立サンプルの検定（t 検定）

※等分散性のためのLevenの検定を実地したところ，等分散が仮定されていないことが判明した。
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報酬増加率
（％）

売上高
変化率
（％）

営業利益
変化率
（％）

1株利益
変化率

報酬増加率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

1

85

.042

.700
85

.334**
.002
85

.243*
.025
85

売上高変化率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

.042

.700
85

1

85

.598**
.000
85

.234*
.031
85

営業利益変化率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

.334**
.002
85

.598**
.000
85

1

85

.531**
.000
85

1株利益変化率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

.243*
.025
85

.234*
.031
85

.531**
.000
85

1

85

表8　相関分析－報酬委員会のない会社

2つの母平均の差の検定

有意確率（両側） 平均値の差 差の標準誤差
差の95%信頼区間

下限

退職慰労金
　　等分散が仮定されている .096 －2.7795 1.6590 －6.0614

　※等分散が仮定されていない .074 －2.7795 1.5416 －5.8319

表6　独立サンプルの検定（t 検定）

※等分散性のためのLevenの検定を実地したところ，等分散が仮定されていないことが判明した。

報酬変化率
（％）

売上高
変化率
（％）

営業利益
変化率
（％）

1株利益
変化率

報酬変化率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

1

48

.286*
.049
48

.712**
.000
48

.671**
.000
48

売上高変化率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

.286*
.049
48

1

48

.433**
.002
48

.406**
.004
48

営業利益変化率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

.712**
.000
48

.433**
.002
48

1

48

.626**
.000
48

1株利益変化率
（％）

Pearson の相関係数
有意確率（両側）
度数

.671**
.000
48

.406**
.004
48

.626**
.000
48

1

48

表7　相関分析－報酬委員会のある会社

*は5%水準で有意（両側）。
**は1%水準で有意（両側）。
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VI．おわりに
　本稿では，報酬委員会が役員報酬決定に効率的な役割を果たしているかどうかについて考察した。研究の結果，報酬
委員会が役員報酬決定に効率的な役割を果たしていることが明らかになった。報酬委員会のある会社とない会社では，
報酬構成に有意差があることが判明した。報酬委員会のない会社の固定報酬比率は75％弱に及んでおり，経営者にイ
ンセンティブを与えていない。このため，経営者がリスクをとらず保守的な経営につながっており，日本企業の業績競
争力低下をもたらした可能性がある。報酬委員会が役員報酬決定に効率的な役割を果たしていることが明らかになった
ので，監査役設置会社で任意ではあるものの報酬委員会を設置することに意義が認められる。回帰分析で比較すると，
報酬委員会のある会社は営業利益率とEPS (1株あたり利益)を基準として報酬を決定していること，また，報酬委員会
のない会社は，営業利益率を基準として報酬を決定していることが判明した。
　EU主要国では，役員報酬の個別開示がガバナンス・コードで規定されているので，役員報酬が業績との関係で適正
かどうか判断できる。任意の報酬委員会のない監査役設置会社の報酬の算定･決定方法は基準が明確でなく透明性を欠
いている。中期的には，報酬のガバナンスを高めるため，監査役設置会社でも報酬委員会の設置を義務化することを検
討すべきである。報酬委員会を設置することを義務化することが，役員報酬決定の透明性を確保するうえで重要な一歩
となろう。また，株主の関与を定める欧米流のSay on Payを導入することも課題である。特に機関投資家による，投資
先企業の経営者報酬制度に対するモニタリングが，年々強まっていることを考慮すれば，投資家に対する説明責任とし
て報酬開示規制を欧米並みに強化することが肝要である。

モデル
標準化されていない係数 標準化係数

t 有意確率
B 標準誤差 ベータ

1

（定数）
売上高
変化率

（％）

2.948

－.291

2.858

.342 －.092

1.032

－.852

.308

.399

営業利益
変化率

（％）
.236 .059 .507 3.997 .000

1株利益
変化率

.051 .016 .391 3.126 .003

R^2 .597

モデル
標準化されていない係数 標準化係数

t 有意確率
B 標準誤差 ベータ

1

（定数）
売上高
変化率

（％）

2.873

－.329

1.724

.179 －.237

1.666

－1.842

.099

.069

営業利益
変化率

（％）
.144 .048 .442 2.998 .004

1株利益
変化率

.011 .021 .064 .526 .600

R^2 .153

表9　報酬増加率を従属変数とした回帰結果－報酬委員会のある会社

表10　報酬増加率を従属変数とした回帰結果－報酬委員会のない会社
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インターネット時代における家庭用ゲーム機の利用実態に関する研究
－ソニー，任天堂，マイクロソフトの比較分析－

A study on the actual condition of home video game machines in the internet era
－Comparative analysis of the Sony, Nintendo and Microsoft－

石　井　康　夫
ISHII Yasuo

要　　旨
　我が国における近年の家庭用ゲーム機の市場規模は，2007年にピークに到達した後，2008年のリーマンショックと

同時に低下しつつある。世界三大ゲーム機メーカーのソニー，任天堂そしてマイクロソフトは，パソコンやスマート

フォン等の急速な普及により財務上重大な影響を被っている。本論では，近年の急激なモバイルICT（Information and 

Communication Technology）環境の変化を踏まえ，ゲーム機市場の現状と課題を実証的に調査・分析する。すなわち，

まず家庭用ゲーム機の近年の市場規模の推移をマクロ的に分析し，次に大手ゲーム機メーカーの販売台数の推移や，財務

状況等の推移に関して考察を加える。つづいて，生活者を対象として近年の各ゲーム機メーカーのブランド認知状況，利

用状態ならびに今後の製品やサービスに関するニーズ等についてアンケート調査を実施し，今後のゲーム機市場の動向を

把握する。最後に，これらの分析を通して，ゲーム機メーカーが採用すべき経営戦略の方向性に関して結論を述べる。

キーワード：家庭用ゲーム機，モバイル通信端末，経営戦略，ノンパラメトリック検定，テキストマイニング

１．はじめに
　我が国における近年の家庭用ゲーム機（以下「ゲー
ム機」という）の市場規模は，2007年にピークに到
達した後，2008年のリーマンショック（Bankruptcy 
of Lehman Brothers）と同時に低下しつつある。世界
三大ゲーム機メーカーのソニー（SCE: Sony Computer 
Entertainment，2016年4月よりSNEIと合併しSIE：Sony 
Interactive Entertainmentに社名変更），任天堂そしてマ
イクロソフトは，それぞれ深刻な問題に直面している。
リーマンショックによる影響はむろん，さらに重要な課
題は，パソコンにおけるゲーム市場の継続的な拡大と，
2010年以降の携帯電話やスマートフォン（以下「スマホ」
という）等のモバイル通信端末の急速な普及だと考えら
れる。
　本論では，このような，ゲーム機市場の近年の急激な
トレンドの変化を踏まえ，ゲーム機市場の現状と課題を
実証的に調査・分析する。過去におけるこの種の分野の
調査研究は，幾つか行われているが，近年のスマホ等の
普及を踏まえた，最新のハード・ソフトを対象とした実
証的な研究はあまり行われていない。百武[10]は「わが
国のコンシューマーゲーム機のメディア戦略」に関して，
パソコンやスマホ等のオンラインゲームとの競合も含め
て分析しているが，あくまでその切り口が『メディア戦
略』に限定されており，メーカーが採用すべき競争戦略

や成長戦略等を含む『経営戦略』にまで言及されていな
い。
　そこで本論では，まず近年の世界のゲームコンテンツ
市場の現状を分析し，その後わが国の家庭用ゲーム機の
市場規模の推移に関して考察を加える。次に，ゲーム提
供側の主要ゲーム機メーカーの近年のゲーム機販売台
数，財務状況の推移等を考察する。その後，ユーザーと
なる生活者に対してアンケート調査を実施し，各ゲーム
機メーカーのブランド認知，ゲーム機の利用状況や課題，
満足度ならびにゲーム機に対する要望等に関して実証的
に把握する。最後にそれらの結果を踏まえて，今後の市
場動向等を予測し，ゲーム機メーカーが今後採用すべき
経営戦略の方向性に関して考察を加える。

2．ゲーム機業界の現状
2.1　世界のゲームコンテンツ市場規模
　図2.1に地域別のゲームコンテンツ市場の近年の推移
を示す。「ファミ通ゲーム白書2016」によると，図2.1
に示すように2015年の世界ゲームコンテンツ市場は，
2014年の6兆6,385億円から8兆2,667億円と，対前年比
較約25%増と推定されている。この内訳は，「家庭用及
びPC（パーソナルコンピュータ）向けパッケージゲー
ム市場」で1兆3,080億円，「デジタル配信ゲーム市場（モ
バイルゲーム，PC配信ゲーム，家庭用ゲーム配信）」で

pp.11～30

*大和大学政治経済学部経済経営学科
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6兆9,587億円と推定される。大きな増加要因として，
ゲーム内課金や，家庭用・PCゲームのダウンロード購
入に対する需要の増加によるものと考えられている。こ
の結果，デジタル配信ゲーム市場が特にアジア地域（日
本，中国，韓国の合計）を中心に拡大し，約8割（84％）
をこの市場が占める結果となった。地域別の市場規模で

みると，アジアが3兆4,711億円（58%増），米国が2兆
1,982億円（6%増），欧州が1兆8,144億円（6%増）と
推定され，いずれの地域も前年より増加しているが，特
にアジア地域の増加率が突出している。この結果，地
域別の市場シェアでもアジア地域が42%を占めることに
なった。

図 2.1　世界のゲームコンテンツ市場規模の推移
（出所：カドカワ株式会社「ファミ通ゲーム白書 2016」，2016 年 6 月）

図2.2　国内における家庭用ゲーム市場規模の推移
（出所：カドカワ「ファミ通ゲーム白書 2016」 http://info.kadokawadwango.co.jp/news_release/2016/0609/）

2.2　国内家庭用ゲーム機市場規模の推移
　図2.2に，我が国における家庭用ゲーム機に関する
2006年から2015年における市場規模の推移に関して示
す。図2.2から分かるように，ゲーム機のハードに関す
る市場規模は，2007年まで順調に拡大し，3,000億円
を超えたが，2008年のリーマンショック以降徐々に縮
小している。この要因は，世界金融危機による影響だけ
でなく，その後急速に普及が進んだ携帯電話やスマホに
よるものと考えられる。また，ゲームソフトも同様に順

次減少しているが，ハードの減少に比べ緩やかであり，
新たなゲーム機を購入する頻度が減少し，既存のゲーム
機を長く利用しているものと思われる。
　一方，コンピュータやスマホ等を利用するオンライン
ソフトが2010年以降急速に拡大し，ハードのプラット
フォーム市場のモバイル通信端末へのシフトにより，既
存のゲーム機のハード市場が大きく縮小したためである
と考えられる。
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図2.3　ゲーム機販売台数の推移
 （出所：By Brian R. Fitzgerald 2014 年 6 月 16日 

SThttp://jp.wsj.com/articles/SB10001424052702303838604579627484156666904 ）

2.3　近年のゲーム機市場の各社販売台数の推移
　近年の世界のゲーム機市場の販売台数の推移に関し
て，図2.3に示す。ソニー（SCE）は全機種の総計で
2014年に1,870万台のゲーム機を世界で販売し，業界

トップに返り咲いた。一方，他社の販売台数は，任天堂
で1,630万台，マイクロソフトで1,150万台となってい
る。

　しかしながら，図2.3から明らかなように，2011年
度以降SCE，任天堂共にそれぞれ販売台数を大幅に減少
させており，SCEは2,870万台から約65％に，任天堂は
3,620万台から約45%にまで減少している。そしてマイ
クロソフトは携帯ゲーム機を販売していないが，2012
年にやや持ち直したものの，1,330万台から約86％にま
で減少している。このように3社とも近年の販売台数を
大きく低減させている。この原因は，やはりスマホ等を
使ったゲーム利用者の増加にあるものと考えられる。

2.4　ゲーム機メーカーの業績推移
　次に，我が国における代表的なゲーム機メーカーの近
年の財務状況を分析するため，任天堂とSCEとの業績推
移に関して以下で考察する。

（1）任天度の業績推移
　図2.4に，任天堂のリーマンショック前の2007年度か
ら最近の2015年度にかけての業績推移に関して示す。

図2.4　任天堂の業績推移
（出所：任天堂ホームページ等からデータを収集し筆者がグラフ化）
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　図2.4より明らかなように，任天堂は2008年度に売上
高1兆8,386億円，営業利益5,553億円とピークを迎えた
が，その後売上高は急速に低下し，2011年度から2013
年度にかけて3年連続で営業利益も赤字になっている。
この原因は，リーマンショックによる影響だけでなく，
2010年度頃から普及が急拡大したスマホ等との競争が
激化する中で，業績が大きく低迷したためと考えられる。

（2）SCEの近年の業績推移
　2000年以降SCEは，ハード機市場で任天堂やマイク
ロソフトを抑えて競争優位を確立した。しかしながら，
2004年以降任天堂のDSやWiiとの普及競争に苦戦した。

当時PS（Play Station）は，北米市場でマイクロソフト
のXboxに後れを取り，据え置き型の世界累計売上高で
は2013年まで世界で3番手に甘んじることになった。
そしてSCEは，円高やハード機器等の販売不振により，
2009年3月期には，104億円の債務超過に陥った。
　このような状況下で，ソニー本体との連携強化のため，
2010年に組織再編が行われ，Play Station Network（PSN）
などを統括していたネットワーク部門をソニー本体に移
管し，新たに「新SCE」 を新設し，家庭用ゲーム機とソ
フトの開発・製造・販売に特化することとなった。
　図2.5に，再編後の2011年度以降における新SCEの業
績推移を示す。

　図2.5より分かるように新SCEは，2012年度以降僅か
な利益を出し，2013年度以降売上高も伸ばしているが，
依然として利益は極めて小さく，業績は低迷している。
また，2011年度時点における772億円の債務超過を徐々
に減少させてはいるが，2015年3月期においてもなお
577億円の債務超過が続いている。

3.　アンケート調査による分析

　以上のような，近年の厳しい家庭用ゲーム機業界の現
状を踏まえ，近年の生活者のゲーム機の利用実態や課題，
今後の要望事項等を実証的に分析するため，我が国に居
住する若者を中心にアンケート調査を実施した。

3.1　アンケート調査の概要
　アンケート調査の概要は，以下に述べるとおりである。
⑴時　　期：2014年6月～9月
⑵対　　象：日本における高校生以上の年齢層の生活者
⑶調査方法：手渡し，電子メール及び郵送による自記回

答
⑷標 本 数：配布650，回収588，有効507（有効回収

率78%）

3.2　調査結果の概要

　アンケート調査結果の主要な概要に関して，表3.1に
示す。

図2.5　新SCEの近年の業績推移
（出所：官報等の公開資料からデータを収集し筆者がグラフ化）
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アイテム カテゴリー 人数 割合

性別（Q15-1）

男性 226 44.6％

女性 254 50.1％

回答なし 27 5.3％

年代（Q15-2）

10代 119 24.9％

20代 329 68.8％

30代 18 3.8％

40代 6 1.3％

50代 3 0.6％

60代 3 0.6％

居住地（Q15-5）

関東 43 9.4％

関西 293 63.8％

四国 121 26.4％

その他 2 0.4％

ゲーム機利用の有無（Q1）
ゲーム機を持っている 281 55.4％

ゲーム機をもっていない 226 44.6％

表3.1　アンケート結果の概要

図3.1　ゲームをプレイする頻度

3.3　アンケート調査の単純集計分析結果
　アンケート調査から得られた主要な質問項目における

分析結果を，以下に順次述べる。

　図3.1から分かるように，約半数の利用者は月に数回
までのライトユーザーであるが，残りの半数は毎週ゲー
ムを行っており，ほぼ毎日プレイしている人が約2割弱

を占める。

（1）ゲームをプレイする頻度（Q2）
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図3.2　保有するゲーム機メーカー

図3.3　保有するゲーム機の機種

　図3.2から分かるように，現在我が国において，ユー
ザーが保有するメーカーでは任天堂が約半数以上のシェ

アを占め，続いてSCEが約4割以上を占めており，これ
らの2社で98％とほとんどを占めている。

　図3.3から分かるように，現在我が国において，保有
するゲーム機の種類では第1がPS3で約4割弱あり，続い
てWiiが3割強となっており，これらを合わせると約7割

を占めており，その他に含まれるものも含め，PSとWii
の総合計では86％となり，これらの2機種で約9割を占
めている。

（3）保有するゲーム機の機種（Q4）

（2）保有するゲーム機メーカー（Q3）

（4）ゲーム機を購入する際重視する点（Q5）

図3.4　ゲーム機購入時の重視点
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　図3.4に示すように利用者のゲーム機購入時における
重視点では，まず第1に「販売ソフトが多い」が19％と
最も多く，次いで「メーカーへの信頼度」が15％，「機
能が豊富」「自分向きだと思う」が11％，「性能が高い」
が10％，「操作がしやすい」が9％，「メーカーが好き」
が7％，「知り合いが持っているから」が6％，「外見デ
ザインが良いから」が4％と続いている。一方「価格が
安い」は2％と，購入時には「価格」は，ほとんど重視

されていないことが分かる。
　PS3の発売初期において，売上台数の不振の原因と思
われた「価格問題」は，本質的な要因でなく，PS3販売
初期のソフトの不足問題，同時期に任天堂の新製品Wii
に搭載された体感コントローラによるソフトの多様化こ
そが，PS3の初期における売上台数不振の原因だと考え
られる。

　図3.5から分かるように，最もよく利用されているゲー
ム機は，第1に「PS3」で約3割，次いで「3DS」で2割強，

「PSP」で1割強，「DS」で1割，「VITA」「Wii」で約1割
弱となっており，これらの合計で約9割強を占めている。

一方，「スマホ」をゲーム機として最もよく利用するユー
ザーは，現時点では約1％と非常に少数であることが分
かる。

図3.5　最もよく利用するゲーム機

（6）最もよく利用するゲーム機の満足度（Q7）

（5）最もよく利用するゲーム機（Q6）

図3.6　最もよく利用するゲーム機の満足度

　図3.6において，「満足」と「やや満足」を合わせて分
析すると，「画面の綺麗さ」，「ソフトの面白さ」，「市販
ソフトの量」，「機能の豊富さ」，「性能の高さ」等は6割
以上の人が満足しており，「総合評価」では7割以上の

人が満足していることが分かる。一方，「不満」と「や
や不満」が高い項目では，第1に「価格」，第2に「デザ
イン」となっており，前者で約13％，後者で約9％の人
が何らかの「不満感」を持っていることがわかる。 
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（8）今後購入予定のゲーム機の理由（Q9）

（7）今後購入予定のゲーム機（Q8）

図3.8　購入予定のゲーム機の理由

図3.7　購入予定のゲーム機

　今後購入予定のゲーム機では，第1に「PlayStation」
で約4割，第2に「スマホ」での代用で約3割となってお
り，他のメーカーより遥かに上回っている。PlayStation
が注目されるのは，投入されたばかりのPS4が期待され
ているためと考えられる。一方，スマホが注目されるの
は，近年スマホの性能向上と普及拡大によって，エンター
テイメント機能とアプリケーションの多様化が進んだた
めであると考えられる。一般の携帯型ゲーム機と比較す
ると，スマホはゲーム機本体を購入する必要が無く，安

価なアプリをダウンロードするだけでどこでもゲームを
楽しむことができるため，今後あらゆる年齢層の人に愛
用される可能性がある。
　Q6「最もよく利用するゲーム機」の項目で述べたよ
うに，ゲーム機ユーザーが現在最もよく利用しているス
マホでのゲーム利用は，僅か1％のシェアしかないが，
近年のスマホの普及拡大と性能の向上ならびにスマホ用
ゲームソフトの充実等により，今後スマホによるゲーム
利用が急激に拡大していくものと考えられる。

　図3.8に示すように今後購入予定のゲーム機の理由で
は，第1に「面白そうなソフトが出る」で14％，次いで

「販売ソフトが多い」「性能が高い」で13％，「メーカー
への信頼度が高い」で11％，「自分向きだと思う」が
10％，「機能が豊富」で9％，「操作がしやすい」が8％，「ブ
ランドが好き」，「価格が安い」で5％，「デザインが良い」
が4％と続いている。
　これらは，図2.4に示すゲーム機購入時の重視点とほ

ぼ同様の傾向を示しており，やはり「ソフトの豊富さ」
や「性能の高さ」等のコンテンツの内容が重視されてい
ることが分かる。一方「価格が安い」は，5％とほとん
ど重視されていないことが分かる。したがって，ゲーム
機メーカーは，このようなソフトコンテンツの充実に関
して，スマホゲームとの競争優位を確立することが不可
欠な成功要因となる。
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（9）ゲームに対するイメージ（Q10）
　ゲームに対するイメージをグラフ化したものを，図3.9に示す。

図3.9　ゲームに対するイメージ

　図3.9から分かるように，ゲームに対するイメージで
は，「そう思う」と「ややそう思う」を合わせて考察すると，
第1に「暇つぶしのアイテム」，第2に「ストレスの発散」，
第3に「プレイすると元気がでる」となっており，精神

的効用が大きいものと考えられる。このため，ゲーム機
メーカーも，ゲーム機に搭載する機能として，精神的効
用を高めるための多様なコンテンツや効果的な仕組みを
追求していく必要があるものと思われる。

（10）ゲームをする場所（Q11）

　ゲームをする場所に関しては，約2/3が「自宅」となっ
ており，大部分の利用者は「自分の家」でゲームを楽し
んでいることが分かる。二番目に，「知り合いと一緒の
場所で」が14％，三番目が「いろいろなところで」が

11％，四番目が「通学（通勤）中」で7％となっている。
スマホとの競争優位のためにも，今後は自宅以外でも楽
しめる手軽な携帯型ゲーム機の開発と利用者のニーズに
応える搭載ゲームソフトの普及が求められる。 

図3.10　ゲームをする場所
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（12）ゲーム機メーカーに望むこと（Q13）

（11）ゲーム機を持たない理由（Q12）

図3.12　メーカーへの要望

図3.13　消費者購買プロセスの5段階モデル
（参考：コトラー&ケラーのマーケティング・マネジメント（第12版），平成26年4月，P.239）

図3.11　ゲーム機を持たない理由

　図3.11から，ゲーム機を持たない理由で，最も多いも
のは，ゲームに対して「興味がない」であり，「お金が
かかる」と「時間がない」が続いている。このため，殆

どの人が保有しているスマホのようにハード機器を購入
することなく，手軽にいつでもできるゲームは，入門の
際に大きな優位性を有するものと考えられる。

　図3.12から，「そう思う」と「ややそう思う」を合わ
せて考察すると，メーカーへの要望で最も多いのは，製
品の「低価格化」であり，次は「操作のしやすさ」，「ソ
フトを増やす」と続いている。購入時には「価格」を殆
ど重視しないが，購入後の消費者は製品価格にも関心が
強まる。購入時は製品に引かれる衝動購買が多いが，製

品購入後冷静に他メーカーと比較する。その結果，各メー
カーの価格競争が激しい現在，「もっと安くならないか」
という意識を，消費者が持っているものと考えられる。
　ここで，消費者の購買モデルに関して考察を加える。
まず，図3.13においてコトラー＆ケラーの提唱する消
費者の購買プロセスモデルを示す。
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　ここで，Q5「ゲーム機を購入する際重視する点」と
Q13「今後のゲーム機メーカーに望むこと」を比較する
ことにより，消費者のゲーム機を購入する心理プロセス
を分析することができる。すなわち，このプロセスを考
察すると，下記のように考えることが出来る。
　まず，楽しめるゲーム機を購入したいと発意する（問
題認識）。次は，様々なゲーム機に関する情報を収集し，
今後の望む理由や仕様を再認識する（情報探索）。その
後，個別具体的なゲーム機を購入する理由を明らかにし
て，いくつかの代替案を評価する（代替製品の評価）。
その後具体的なゲーム機を決定し，購入する（購買決定）。
最後は，購入したゲーム機の評価を行い，今後のゲーム
機の購入を目指すことになる（購買後の行動）。
　ここで，注目すべきはQ5「ゲーム機を購入する際重
視する点」とQ13「今後のゲーム機メーカーに望むこと」
の評価のレベルが異なっていることである。すなわち，
Q5「ゲーム機を購入する際重視する点」では，「代替品
を選定」した上での評価項目で判断し回答している。一
方，Q13「今後のゲーム機メーカーに望むこと」の項目
では，代替製品の選定概念以前の「情報探索」レベルの
項目で判断しているため，「低価格化，操作性，ソフト

の数」といった基本的要件も含めて評価していることが
分かる。
　アンケート調査においては，このような事例がしばし
ば発生するため，アンケート結果の解釈においては，被
験者が購買プロセスのどのレベルで回答しているのかを
常に認識しておかなければ，正確な解釈が困難となる。

4.　ノンパラメトリック仮説検定
　Q13「ゲームメーカーに望むこと」に関して，それぞ
れの項目毎にQ1「ゲーム機保有の有無」Q2「プレイ頻度」
といった利用の態容，ならびにQ15-1「性別」Q15-2「年
代」といった被験者属性とのクロス集計を行い，それ
ぞれのケースに関して，表4.1のように仮説検定を行い，
有意確率を算定した。
　表4.1において有意水準5％で母集団が同じという帰
無仮説が棄却されたケースを網掛けで示した。なお，

「ゲーム機に望むこと」は順序尺度，「プレイ頻度」は
比例尺度，「年代」は順序尺度であるため，ここでは
Kruskal Wallisによる仮説検定を行った。以下に，個別
のケースごとに考察を加える。

性能向上 低価格化 新製品
発売頻度 新機能追加 操作の容易性 トラブル時の

対応の良さ ソフトの増加 おまけやプレ
ゼントの付与

ゲーム機
保有の有無 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

プレイ頻度 0.000 0.151 0.017 0.014 0.001 0.065 0.006 0.097

性別 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.002 0.000 0.279

年代 0.326 0.308 0.267 0.036 0.661 0.239 0.099 0.019

表4.1　Q13「ゲームメーカーに望むこと」の仮説検定

4.1 ゲーム機保有の有無による評価の違い
　各ケースの図の右側の凡例における数字の意味は次の
とおりである。
　１：そう思わない
　２：あまりそう思わない
　３：どちらでもない
　４：ややそう思う
　５：大変そう思う

（1）ゲーム機保有と性能向上要望

図 4.1　ゲーム機保有と性能向上

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機の性能向上を
強く望む人が多い。
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（2）ゲーム機保有と低価格化要望

図 4.2 ゲーム機保有と低価格化

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機の低価格化を
強く望む人が多い。

（3）ゲーム機保有と新製品発売頻度向上要望

図 4.3 ゲーム機保有と新製品発売頻度

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機の新製品発売
頻度の向上を強く望む人が多い。

（4）ゲーム機保有と新機能追加要望

図 4.4 ゲーム機保有と新機能追加

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機の機能追加を
強く望む人が多い。

（5）ゲーム機保有と操作性向上要望

図 4.5 ゲーム機保有と操作性

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機の操作性向上
を強く望む人が多い。

（6）ゲーム機保有とトラブル時対応サービス向上要望

図 4.6 ゲーム機保有とトラブル時対応

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機のトラブル対
応サービスの向上を強く望む人が多い。
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（7）ゲーム機保有とソフト増要望

図 4.7 ゲーム機保有とソフト増

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機のソフト数の
増加を強く望む人が多い。

（8）ゲーム機保有とおまけやプレゼント等の付加要望

図 4.8 ゲーム機保有とおまけやプレゼント

　ゲーム機を保有している人は，ゲーム機のおまけやプ
レゼント等の付加サービスの向上を強く望む人が多い。
　このように，ゲーム機を保有している人は，今後とも
あらゆる機能や仕様の向上を強く望む人が多いことが分
かる。3.2 の（6）Q7「ゲーム機の満足度」で述べたよ
うに，現状のゲーム機で約 7 割の人が満足しているも
のの，ゲーム機のユーザーは，更なる満足度向上を望ん
でいることが分かる。

4.2　プレイ頻度による評価の違い
（1）プレイ頻度と性能向上要望

図 4.9 プレイ頻度と性能向上

　プレイ頻度の高い人は，ゲーム機の性能向上を強く望
む人が多い。

（2）プレイ頻度と新製品発売頻度向上要望

図 4.10 プレイ頻度と新製品発売頻度

　プレイ頻度の高い人は，新製品の発売頻度向上を強く
望む人が多い。
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（3）プレイ頻度と新機能追加要望

図 4.11 プレイ頻度と新機能追加要望

　プレイ頻度が「ほぼ毎日」「週に 4-5 回」と非常に高
い人は，新機能の追加要望を強く望む人が多い。

（4）プレイ頻度と操作性向上要望

図 4.12 プレイ頻度と操作性

　プレイ頻度の非常に高い人は，非常にゲーム機の操作
性向上を強く望む人が多い。

（5）プレイ頻度とソフト増要望

図 4.13 プレイ頻度とソフト増

　プレイ頻度の高い人は，ゲーム機のソフト増を強く望
む人が多い。
　このように，ゲームのプレイ頻度の高い人は「性能向
上」「新製品の発売頻度」「新機能追加」「操作の容易性」「ソ
フトの増加」といった多くの要因の向上を望んでいる人
が多いことが分かる。

4.3　性別による評価の違い

（1）性別と性能向上要望

図 4.14 性別と性能向上

　男性は，女性に比べゲーム機の性能向上を強く望む人
が多い。
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（2）性別と低価格化要望

図 4.15 性別と低価格化

　男性は，女性に比べゲーム機の低価格化を望む人が多
い。

（3）性別と新製品発売頻度向上要望

図 4.16 性別と新製品発売頻度

　男性は，女性に比べゲーム機の新製品発売頻度の向上
を強く望む人が多い。

（4）性別と新機能追加要望

図 4.17 性別と新機能追加

　男性は，女性に比べゲーム機の新機能追加を強く望む
人が多い。

（5）性別と操作性向上要望

図 4.18 性別と操作性

　男性は，女性に比べゲーム機の操作性向上を強く望む
人が多い。

（6）性別とトラブル対応サービス向上要望

図 4.19 性別とトラブル対応

　男性は，女性に比べトラブル対応サービスの向上を強
く望む人が多い。
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（7）性別とソフト増要望

図 4.20 性別とソフト増

　男性は，ゲーム機のソフト増を強く望む人が多い。
　以上のように，男性は女性に比べて各種の機能強化，
新製品開発，操作性向上，トラブル対応，ソフトの増加，
低価格化等多くのニーズが高いことが分かる。

4.4　年代による評価の違い

（1）年代と新機能追加要望

図 4.21 年代と新機能追加要望

　10 代，20 代の人は，ゲーム機の新機能追加要望を強
く望む人が多い。

（2）年代とおまけやプレゼント追加要望

図 4.22 年代とおまけやプレゼント

　10 代，20 代の若者は，ゲーム機のおまけやプレゼン
トを強く望む人が多いことが分かる。
　以上のように 10 代，20 代の若者は，「新機能の追加」
の向上，「おまけやプレゼントの追加」等の付加価値サー
ビスを積極的に求める人が多いことが分かる。

4.5　仮説検定に関する総合的考察

　以上のような考察結果を総合的に判断すると，表 4.1，
ならびに，図 4.1 ～図 4.22 から分かるように，今後の
ゲーム機に望む項目に関しては，「ゲーム機の保有の有
無」や「性別」によって大きな違いがあるということが
判明した。また，「年代」によって「新機能の追加」や「お
まけやプレゼントの付与」といった項目で評価の違いが
あることが分かった。さらに，「プレイ頻度」によって「性
能向上」「新製品発売頻度」「新機能追加」「操作の容易性」

「ソフトの増加」といった項目に関して評価の違いがあ
ることが分かった。
　このため，今後ゲーム機メーカーは，「性別」や「年
代」といったデモグラフィック要因の違いによって製品
やサービスに求められるニーズが異なることを十分に認
識していく必要がある。さらに，「ゲーム機保有の有無」
によっても今後のゲーム機に対して求めるニーズが大き
く異なっているため，新規顧客開拓に際しては，既存の
ユーザーと異なる機能が求められていることが分かる。
また，「プレイ頻度」によって，性能や機能向上，操作
性等に対する要望が異なるため，ヘビーユーザーかライ
トユーザーかによって，今後の商品開発の方向性をきめ
細かく対応させていくことが必要となる。
　このように，ゲーム機メーカーは提供するゲーム機や
ソフトに関してきめ細かな市場調査を行い，ターゲット
とする顧客の多様なニーズに細かく応えていく必要があ
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図5.1　「プレイ頻度」「今後のゲーム機に望むこと」「性別」に関する評価の総合的関連性

（2）「保有」「プレイ頻度」「主なプレイ場所」「今後の望み」
「性別」「年代」

　ここでは，Q13「今後のゲーム機に望むこと」と仮設
検定で評価に有意差のあったQ1「ゲーム機保有の有無」，
Q2「プレイ頻度」，Q11「主なプレイ場所」Q15-1「性
別」Q15-2「年代」の項目をあわせて分析した。図5.2
から分かるように，1つの大きなクラスターが形成され
ており，「20代」の若い人は「性能向上を望む」「ソフ
ト増を望む」「低価格化を望む」「操作性向上を望む」そ
して「ゲーム機を保有」しているとの共起度が高い。一
方「10代」は，「色々な所でゲームをする」との共起度
がやや高い。「30代」は，「月1回程度のプレイ頻度」と
共起度がやや高く，プレイ頻度が低いことが分かる。

　「50代」は，「ゲーム機非保有」，「新機能追加はどち
らでも良い」，「60代」は「新機能追加はどちらでも良い」，

「低価格はどちらでも良い」と比較的共起度が高い。こ
のように中高年者は，「新機能追加」や「低価格化」は
あまり求めていないことが分かる。
　「ゲーム機保有者」は，「20代」，「家でプレイする」，「ト
ラブル対応望む」，「性能向上望む」，「操作性向上望む」，

「低価格化望む」，「ソフト増望む」との共起度がやや高く，
今後のゲーム機に望むことに関する各要因は，それぞれ
お互いに共起度が高く，「性能向上を望む」，「低価格化
望む」，「新機能追加望む」，「操作性向上望む」，「トラブ
ル対応サービスを望む」，「ソフト増を望む」といった項
目はそれぞれお互いに共起度が高いことが分かる。

る。さらに，「プレイ頻度」といったユーザーのゲーム
機の利用状況によって，今後のゲーム機に対する要望が
異なるため，それぞれの利用状況によるニーズに合致し
た品揃えや細かい製品仕様を対応させていかなければな
らない。

5.　テキストマイニングによる分析

　本研究では，単純集計や仮説検定等の基礎統計による
分析結果を踏まえつつ，テキストマイニングにより，各
アイテム間の関連性を体系的に分析した。その際の方法
としては，Key Graph を用いて各アイテム・カテゴリー
間の評価構造を総合的に可視化する分析を行った。Key 
Graph は，従来のテキスト・マイニングツールでは困難
であった文章構成のキーワードの抽出が行える手法であ
る。すなわち，単語の「出現頻度」と「共起関係」を基
にグラフを生成し，可視化してキーワードを抽出するた
めの解析手法である。また，単語の頻度集計だけでは得
られない新たな仮説や知見を見つけ出すこと，テキスト
データの文脈をノードとリンクによるネットワーク図で
可視化することが可能である。さらに，共起関係の計算
式を変えたり，ノードとリンクの総数を調整してグラフ
を詳細化したり，抽象度を高めたり，総合的な評価構造
の把握と知見抽出の分析作業を容易に行うことも可能で

ある。
　今回の分析で使用した共起指標は，関連性の強い言葉
をクラスター化し，クラスターとクラスターを結びつけ
るキーワードを探索するアルゴリズムである。この性質
により，仮に低頻度の単語であっても重要な単語であれ
ば抽出されることが期待できる。共起計算に関しては，

「共起確率」を用いて各アイテム・カテゴリー間の共起
関係を分析した。

5.1　「今後のゲーム機に望むこと」に関する総合
的分析

（1）「プレイ頻度」「今後の望み」「性別」の分析
　ここでは，仮設検定で母集団の評価に有意差のあった
項目である Q2「プレイ頻度」，Q15-1「性別」と Q13「今
後のゲーム機に望むこと」に関して，総合的な関連性を
可視化するため，これらの項目をあわせて分析した。
　図 5.1 から分かるように，1 つの大きなクラスターが
形成されており，「男性」は「性能向上を望む」「ソフト
増を望む」「低価格化を望む」「操作性向上を望む」との
共起度が高い。一方「女性」は，「低価格化を望む」と
の共起度がやや高い。また，「今後のゲーム機に望むこと」
に関しては，それぞれの項目間で，お互いに共起度が高
いことが分かる。
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図5.3 ｢保有」「プレイ頻度」｢ゲームをする場所｣「今後のゲーム機に望むこと」「性別」「年代」に関する評価の総合的
関連性②

　図5.3からは，結びつきの強い１つの明確なクラス
ター，そして，やや結びつきの強い2つのクラスターが
識別できた。明確なクラスターから「ゲーム機を保有し
ている」という言葉は，「ソフト増を望む」，「低価格を
望む」，「家でプレイする」という言葉との共起度が高い。
さらに，「ソフト増を望む」，「低価格を望む」といった
要望事項はそれぞれ他の要望事項である「トラブル対応
望む」，「操作性向上望む」，「性能向上望む」，「新機能追
加望む」といった言葉と相互の共起度が高くなっている。
また「低価格を望む」という言葉は「20代」の人との
共起度がやや高い。ゲーム機ユーザーは，多くの機能強
化を求め，その中で若いユーザーは低価格化を求めてい
ることが分かった。さらに，「家でプレイする」という
言葉は「ゲーム機を保有している」，「ソフト増を望む」，

「低価格を望む」という言葉との共起度が高い。
　次に大きなやや結びつきの強いクラスターでは，「男

性」はプレイ頻度として「毎日」，「週4-5回」，「週1回」
といった言葉との共起度が比較的高く，ヘビーユーザー
が多いことが分かる。また，「10代」は「色々なところ
でプレイする」，「知り合いと一緒にプレイする」，「月2
回程度プレイする」という言葉との共起度が比較的高く，
ミドルユーザーで仲間と一緒にプレイする人が多いとい
うことが分かった。一方，「40代」は，「ソフト増はど
ちらでも良い」，「おまけを望む」という言葉との共起度
がやや高く，付加価値を重視し，若者とは考え方が異な
ることが分かった。
　これらを総合的に勘案してみると，「今後のゲーム機
に望むこと」に関しては，年代，性別やプレイ頻度の違
いによって考え方が異なることが分かる。これは，表4.1
の仮説検定結果ならびに図4.1～図4.22に示した考察の
通りである。このため，ゲーム機メーカーは標的顧客の
ニーズを適切に把握し，ニーズに合致した製品やサービ

（3）「保有」「プレイ頻度」「今後の望み」「ゲームをす
る主な場所」「性別」「年代」

　ここでは，より大局的な関連性を見るため，Q13「今
後のゲーム機に望むこと」と仮設検定で評価に有意差の
あったQ1「ゲーム機保有の有無」，Q2「プレイ頻度」，

Q11「ゲームをする主な場所」，Q15-1「性別」，Q15-2「年
代」の項目をあわせて分析した。本ケースでは，ノード
やリンクの数を簡素化して，より全体構造の可視化が容
易に出来るように努めた。

図5.2「保有」「プレイ頻度」｢ゲームをする場所｣「今後のゲーム機に望むこと」「性別」「年代」に関する評価の総合的
関連性① 
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スを細やかに提供していくことが求められる。

6.　ゲーム機メーカーの課題と今後採用すべき経
営戦略

　以上述べたような分析を通して，ゲーム機メーカーの
主要成功要因（CSF：Critical Success Factors）は，次の
ような課題の認識と具体的な対応策の効果的な推進であ
ると考えられる。

6.1 スマホを活用した顧客育成システムの確立
　スマホは，アプリさえダウンロードすれば，ハードの
機器なしで直ちにゲームを楽しむことができる。更に，
その携帯性から何時でも安価なゲームを楽しめるといっ
たキラーコンテンツを有している。このため，ゲーム機
メーカーも，今後はスマホのユーザーを取り込む仕組み
作りが求められる。すなわち，既存のソフト資産等を活
用して，スマホでも利用できる入門ゲームソフトの開発
等を推進していく必要がある。
　たとえば，ゲーム機メーカーが保有する既存のゲー
ムソフトやコンテンツ等をスマホ用に簡素化した入門
ソフトとして提供し，従来ゲームに興味のなかった女
性や中・高齢者をゲームファンに育成していくことが考
えられる。そして，より高度で臨場感溢れる精緻な映像
を求める利用者をゲーム専用機に誘導し，ロイヤルカス
タマー化を図っていくという「顧客育成システム」の確
立が必要となる。このように，ターゲットを絞り，製品
のポジショニングを明確化した顧客育成戦略が求められ
る。
　事実，任天堂は2015年3月にDeNAと資本提携し，ス
マホゲームへの参入を決定し，2016年には，新たな会
員登録サービスとして，スマホ向けゲームを日本や米
国など16カ国において無料配信サービスとして開始し
た。そして，2016年7月にはAR（augmented reality：
拡張現実）を利用したスマホ向けゲーム「ポケモンGO」
の配信を開始し，米国をはじめ世界中で非常な人気を
集めている。株式市場では，業績拡大への期待が膨ら
み株価もストップ高となり，配信後2週間で株価が2倍
になるなど，株価の急上昇が続いており，時価総額は1
兆5,000億円以上も膨れ上がった。今後，任天堂の人気
キャラクターをスマホゲームで活かすビジネスモデルの
展開に期待が持てる。また，2017年3月に次世代ゲー
ム機「Nintendo Switch」を発売する予定であり，ソニー
のPS4に対する競争優位が達成できるかが，今後の課題
となる。
　一方SCEはソニーの販売するスマホであるエクスペ
リアを媒体としてゲーム利用者を増やし，さらに，VR

（Virtual Reality：仮想現実）技術を活用したヘッドマウ
ントディスプレー（HMD：Head Mount Display，頭部

装着ディスプレイ，ウェアラブルコンピュータの1つで，
スマートグラスとも呼ばれる）を販売し，PS4との連携
を強化していく方向性を目指している。

6.2 成長戦略
（1）海外市場開拓の推進強化
　グローバルな海外市場開拓戦略として，近年ゲーム機
の販売が解禁になり市場が急拡大している中国や東南ア
ジア諸国，さらには南米など新たな市場開拓戦略の策定
と効果的な推進が求められる。
　その際，各国の文化や習慣等を十分考慮し，当該国の
若者のニーズに合致したゲーム内容やハード機の性能・
価格水準等に関して，柔軟に対応していく必要がある。
　たとえば，わが国の誇る人気のアニメやコミックとの
コラボ作品を投入することなども考えられる。

（2）資産の有効活用
　これまで蓄積してきたソフト資産のマルチユースとし
て，あらゆるエンタテインメント業界との連携による成
長戦略が求められている。すなわち，ゲーム機メーカー
が保有する既存の膨大なゲームソフト資産等を活用し，
テーマパークや映画，その他のエンタテインメント事業
との提携やブランド拡張による各種アイテム商品の開発
等により，多様な成長戦略を推進していく必要がある。
多くの保有するコンテンツソフトをゲーム機だけでなく
異業種にも広く拡大提供し，多様なソーシャルメディア
も活用した新しい総合的なゲームエンタテイメントのビ
ジネスモデルの構築とグローバルな推進が求められてい
る。事実，任天堂は，USJ（ユニバーサル・スタジオ・
ジャパン）と提携して「マリオ」をはじめとする人気
キャラクターを多数登場させるアミューズメントエリア
を2020年までに開設することを発表している。

6.3　スマホとの差別化戦略
（1）性能向上
　スマホとの差別化に関しては，映像の綺麗さ，音声の
品質向上，3D機能等による臨場感，そしてストーリー
性の高度化，さらに大画面での4K・8Kといった高精細
テレビでの利用といった差別化を図ることが必要と考え
られる。すなわち，ゲームのライトユーザーをヘビーユー
ザーに移行して貰えるようなユーザーニーズを踏まえた
ハード・ソフトの性能向上を推進していくことが考えら
れる。
　また，PS4等ではVRを体験できる高性能ヘッドマウン
トディスプレーが開発されており，スマホでは不可能な，
高度なバーチャルリアリティが体験できる装置やソフト
開発が求められる。
　ソニー・インタラクティブエンタテインメント（SIE）



30

石　井　康　夫

は2016年10月に「プレイステーション（PS）VR」を発
売した。日経新聞（2016年7月8日朝刊）によると，世
界で4,000万台以上普及しているゲーム機「PS4」の顧
客基盤を活用して遊べる手軽さが強みで，PS4とPSVR
に専用カメラを合わせてもコストは10万円以下となり，
VRの競合他社である台湾HTC，米オキュラス（Oculus）
に比較して価格優位性が極めて高い。HTCのヴァイブ

（Vive）とオキュラスのリフト（Rift）は，処理能力が高
いパソコンが必要で，合計20万円以上のコストがかか
る点，また，わが国の住宅では室内で歩き回るためのス
ペースが狭く，ヴァイブの特徴が活かしにくい点が欠点
であると指摘されている。
　VR市場は，2020年には7兆円を超えるとの試算もあ
り，SIEにとって今後機器だけでなく，幅広いコンテン
ツを充実させられるかどうかが競争優位に立って成功を
収める分かれ目になるものと考えられる。VRは，ゲー
ム分野だけでなく，将来的には医療，教育，各種産業
分野などゲーム以外での活用も大いに期待されている。
2014年にfacebookがオキュラスを買収して以降，多く
の企業がVR分野に参入し，ハードウェアとコンテンツ
配信のプラットフォームにはソニー，Google，サムス
ン電子等大手企業も多く参入しており，今後の市場拡大
が期待されている。2016年はVR元年といわれており，
SIEとしては，今後の急激な市場拡大にうまく乗れるか
どうかが，重要な課題となる。

（2）コンテンツの多機能化
　既に，任天度DS等のソフトにも組み込まれている「教
育」，「趣味」，「教養」，「娯楽」等の多様な実用的ソフト
が楽しめる種々のコンテンツ開発を推進していくことが
求められる。さらに，今後の成長分野としては，増加す
る高齢者をメーンターゲットとした，「健康」，「グルメ」，

「スポーツ」等に関するコンテンツ開発が考えられる。
近年ゲームセンターに通う高齢者が増加しており，彼ら
をターゲットとして自宅でも楽しめるゲームソフトや仲
間と対戦できるソフト等の開発によって，エンタテイン
メント分野において多くの高齢者を取り込み，仲間との
ゲームコミュニティを構築していくことも考えられる。
　
7.　おわりに
　既に述べてきたように，現在ゲーム機メーカーはパソ
コンソフトやスマアプリ等の普及拡大により，非常に厳
しい市場環境下にある。今後の競争戦略・成長戦略を推
進していくためには，やはりスマホ業界との役割分担を
明確化し，差別化戦略だけでなく，これらの携帯端末の
媒体を活用すると共に，あらゆるエンタテインメントビ
ジネスとの連携によるシナジー効果を発揮した成長戦略
を推進していく必要がある。さらに，グローバル成長戦

略として，近年成長の著しいアジア地域を中心とする海
外市場展開による新市場開発等に関して，積極的な顧客
開拓戦略に対応していくことが重要であると考えられ
る。
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Abstract
This paper focuses on the effects of supply shocks at the ZLB (zero lower bound).  We investigate this in the New 

Keynesian framework with the central bank’s policy of “forward guidance.”  The central finding of this paper is that zero 

interest-rate policy is more effective when the public expect its extension with a higher probability.

松　川　　　滋*
MATSUKAWA Shigeru

要　　旨
ZLB(the zero lower bound) に直面する経済にとってのひとつの重要問題は，この状況下でプラスのサプライショックが

生じた場合に，それがデフレーションをさらに悪化させ，その結果として生じる期待物価上昇率の低下と実質利子率の上

昇が，かえって経済を停滞させてしまうことがあり得るのかという点である。この論文は，Garin Lester and Sims (2016) 

の先駆的な分析に倣って，ZLB に直面する経済においてプラスのサプライショックが生じた場合の影響をNew Keynesian 

model によって分析した。この研究で得られた結果はまだ少ないが，金融政策当局が時間軸政策(forward guidance)をと

るとき，公衆がその終了時点でゼロ金利政策が延長されると期待する確率が高いほど，ゼロ金利政策の効果が大きくなる

ことを示すことができた。

キーワード：名目利子率のゼロ下限，時間軸政策，ゼロ金利政策

Keywords：ZLB, forward guidance, zero interest-rate policy

ZLB制約下における時間軸政策の効果
Supply Shocks at the ZLB and Forward Guidance

Ⅰ．はじめに
　ZLB(the zero lower bound) に直面する経済にとってのひとつの重要問題は，この状況下でプラスのサプライショッ
クが生じた場合に，それがデフレーションをさらに悪化させ，その結果として生じる期待物価上昇率の低下と実質利子
率の上昇が，かえって経済を停滞させてしまうことがあり得るのかという点である。すなわち，デフレーションの深刻
化は，プラスのサプライショックのもつ望ましい影響を帳消しにしてしまうだけでなく，かえってマクロ経済に打撃を
与えるということが理論的にあり得るのかが問題とされるのである。日本経済がいわゆる Japan’s trap に陥ってすでに
久しいが，この間技術進歩がなかったわけではない。またこの先も，IoTといったかなり大きなスケールの技術革新が
予想されている中で，このようなポジティブなサプライショックとしての技術革新が生産性の上昇をもたらすよりも，
デフレーションに直結することが，経済停滞をさらに長期化させる可能性があるのかを検討することは，重要な政策課
題である。
　またそのような状況で，マクロ経済政策，とくに金融政策の不在はデフレーションを長期化させるとしても，政府
支出の増加はZLBからの脱却と期待物価上昇率の上昇を通じた実質利子率に有効な政策手段とはなり得ないのであろう
か。名目利子率がZLBに張り付いたままの状態であれば，政府支出増加にともなう利子率の上昇，いわゆるクラウディ
ング・アウトを遮断することができるので，政府支出が名目利子率の上昇を引き起こすことはない。したがって，ZLB
の下にあっては，政府支出の乗数効果は少なくとも１よりも大きいと期待され，デフレ下にある経済を回復させるには，
数少ない有効な政策手段であると考えられる。
　このように，ZLBに直面する経済において，ポジティブなサプライショックのもつデフレ効果を評価することと，政
府支出増加に伴う乗数効果がクラウディングアウトを引き起こす通常の経済，すなわちZLBに直面していない経済にお
ける乗数効果よりも有意に大きいと言えるのかを検討することの２点は，現在のマクロ経済政策の在り方を考える場合
に，最も重要なポイントになると思われる。本稿では，これら２点のうち，前者に焦点を当てて，デフレーションの下
でZLBに直面する経済におけるマクロ経済政策の在り方を概観する。
　ZLB に直面する経済においてプラスのサプライショックが生じた場合の影響については，Garin Lester and Sims 

pp.31～36
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（2016）に先駆的な分析がある。彼らのモデルはNew Keynesian model によっており，稼働率修正済みのTFP（toal 
factor productivity，全要素生産性）が外生的に生じると仮定して分析を行っている。そして彼らの主要な結論は，ポ
ジティブなサプライショックは，通常時よりもZLBに直面する時のほうがより拡張的である一方，そのインフレ率に対
するマイナスのインパクトは，通常時よりもZLBに直面する時のほうがより強いというものである。
　なおZLB に直面する経済における政府支出乗数の評価に関しては，Christiano Eichenbaum and Rebelo （2011）が包
括的な分析を行っている。ここでもNew Keynesian model の枠組みによって，名目利子率がゼロ下限にある場合には，
政府支出乗数は１を大きく超えること，また政府支出の割合が大きいほどその乗数は大きくなることが示されている。
Christiano Eichenbaum and Rebelo （2011）はさらに，最適な政府支出の規模についても研究をしている。

1 
 

Ⅰ．はじめに 
 ZLB(the zero lower bound) に直面する経済にとってのひとつの重要問題は，この状況下でプラスのサプライショ
ックが生じた場合に，それがデフレーションをさらに悪化させ，その結果として生じる期待物価上昇率の低下と実質
利子率の上昇が，かえって経済を停滞させてしまうことがあり得るのかという点である。すなわち，デフレーション
の深刻化は，プラスのサプライショックのもつ望ましい影響を帳消しにしてしまうだけでなく，かえってマクロ経済
に打撃を与えるということが理論的にあり得るのかが問題とされるのである。日本経済がいわゆる Japan’s trap に
陥ってすでに久しいが，この間技術進歩がなかったわけではない。またこの先も，IoT といったかなり大きなスケー
ルの技術革新が予想されている中で，このようなポジティブなサプライショックとしての技術革新が生産性の上昇を
もたらすよりも，デフレーションに直結することが，経済停滞をさらに⻑期化させる可能性があるのかを検討するこ
とは，重要な政策課題である。 
 またそのような状況で，マクロ経済政策，とくに金融政策の不在はデフレーションを⻑期化させるとしても，政府
支出の増加は ZLB からの脱却と期待物価上昇率の上昇を通じた実質利子率に有効な政策手段とはなり得ないのであ
ろうか。名目利子率が ZLB に張り付いたままの状態であれば，政府支出増加にともなう利子率の上昇，いわゆるクラ
ウディング・アウトを遮断することができるので，政府支出が名目利子率の上昇を引き起こすことはない。したがっ
て，ZLB の下にあっては，政府支出の乗数効果は少なくとも１よりも大きいと期待され，デフレ下にある経済を回復
させるには，数少ない有効な政策手段であると考えられる。 

このように，ZLB に直面する経済において，ポジティブなサプライショックのもつデフレ効果を評価することと，
政府支出増加に伴う乗数効果がクラウディングアウトを引き起こす通常の経済，すなわち ZLB に直面していない経済
における乗数効果よりも有意に大きいと言えるのかを検討することの２点は，現在のマクロ経済政策の在り方を考え
る場合に，最も重要なポイントになると思われる。本稿では，これら２点のうち，前者に焦点を当てて，デフレーシ
ョンの下で ZLB に直面する経済におけるマクロ経済政策の在り方を概観する。 
 ZLB に直面する経済においてプラスのサプライショックが生じた場合の影響については，Garin Lester and Sims 
(2016) に先駆的な分析がある。彼らのモデルは New Keynesian model によっており，稼働率修正済みの TFP（toal 
factor productivity，全要素生産性）が外生的に生じると仮定して分析を行っている。そして彼らの主要な結論は，
ポジティブなサプライショックは，通常時よりも ZLB に直面する時のほうがより拡張的である一方，そのインフレ率
に対するマイナスのインパクトは，通常時よりも ZLB に直面する時のほうがより強いというものである。 

なお ZLB に直面する経済における政府支出乗数の評価に関しては，Christiano Eichenbaum and Rebelo (2011) 
が包括的な分析を行っている。ここでも New Keynesian model の枠組みによって，名目利子率がゼロ下限にある場
合には，政府支出乗数は１を大きく超えること，また政府支出の割合が大きいほどその乗数は大きくなることが示さ
れている。Christiano Eichenbaum and Rebelo (2011) はさらに，最適な政府支出の規模についても研究をしている。 
 
Ⅱ．モデル 

ここではまず，次のような New Keynesian model を出発点とする。なおパラメータの表記等については，この分
野の標準的なモデルとなっている，Gali (2015) のモデルにおける表記によっている。 
IS equation 1										   1       	
 
New Keynesian Phillips Curve 2																     
Monetary Policy 
 3					  				 

  1 1    1，   経済が ZLB にないとき

  0，            経済が ZLB にあるとき
 

 
ここで使用されている変数の定義は下記のとおりである。 ： 期におけるインフレ率（  は  期の情報に基づく一期先の期待を表す。） ：最終財の生産量（：非確率的定常状態における最終生産財の生産量） ：最終財の生産量の対数値の非確率的定常状態(non-stochastic steady state)からの乖離 ：名目利子率 
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Ⅰ．はじめに 
 ZLB(the zero lower bound) に直面する経済にとってのひとつの重要問題は，この状況下でプラスのサプライショ
ックが生じた場合に，それがデフレーションをさらに悪化させ，その結果として生じる期待物価上昇率の低下と実質
利子率の上昇が，かえって経済を停滞させてしまうことがあり得るのかという点である。すなわち，デフレーション
の深刻化は，プラスのサプライショックのもつ望ましい影響を帳消しにしてしまうだけでなく，かえってマクロ経済
に打撃を与えるということが理論的にあり得るのかが問題とされるのである。日本経済がいわゆる Japan’s trap に
陥ってすでに久しいが，この間技術進歩がなかったわけではない。またこの先も，IoT といったかなり大きなスケー
ルの技術革新が予想されている中で，このようなポジティブなサプライショックとしての技術革新が生産性の上昇を
もたらすよりも，デフレーションに直結することが，経済停滞をさらに⻑期化させる可能性があるのかを検討するこ
とは，重要な政策課題である。 
 またそのような状況で，マクロ経済政策，とくに金融政策の不在はデフレーションを⻑期化させるとしても，政府
支出の増加は ZLB からの脱却と期待物価上昇率の上昇を通じた実質利子率に有効な政策手段とはなり得ないのであ
ろうか。名目利子率が ZLB に張り付いたままの状態であれば，政府支出増加にともなう利子率の上昇，いわゆるクラ
ウディング・アウトを遮断することができるので，政府支出が名目利子率の上昇を引き起こすことはない。したがっ
て，ZLB の下にあっては，政府支出の乗数効果は少なくとも１よりも大きいと期待され，デフレ下にある経済を回復
させるには，数少ない有効な政策手段であると考えられる。 

このように，ZLB に直面する経済において，ポジティブなサプライショックのもつデフレ効果を評価することと，
政府支出増加に伴う乗数効果がクラウディングアウトを引き起こす通常の経済，すなわち ZLB に直面していない経済
における乗数効果よりも有意に大きいと言えるのかを検討することの２点は，現在のマクロ経済政策の在り方を考え
る場合に，最も重要なポイントになると思われる。本稿では，これら２点のうち，前者に焦点を当てて，デフレーシ
ョンの下で ZLB に直面する経済におけるマクロ経済政策の在り方を概観する。 
 ZLB に直面する経済においてプラスのサプライショックが生じた場合の影響については，Garin Lester and Sims 
(2016) に先駆的な分析がある。彼らのモデルは New Keynesian model によっており，稼働率修正済みの TFP（toal 
factor productivity，全要素生産性）が外生的に生じると仮定して分析を行っている。そして彼らの主要な結論は，
ポジティブなサプライショックは，通常時よりも ZLB に直面する時のほうがより拡張的である一方，そのインフレ率
に対するマイナスのインパクトは，通常時よりも ZLB に直面する時のほうがより強いというものである。 

なお ZLB に直面する経済における政府支出乗数の評価に関しては，Christiano Eichenbaum and Rebelo (2011) 
が包括的な分析を行っている。ここでも New Keynesian model の枠組みによって，名目利子率がゼロ下限にある場
合には，政府支出乗数は１を大きく超えること，また政府支出の割合が大きいほどその乗数は大きくなることが示さ
れている。Christiano Eichenbaum and Rebelo (2011) はさらに，最適な政府支出の規模についても研究をしている。 
 
Ⅱ．モデル 

ここではまず，次のような New Keynesian model を出発点とする。なおパラメータの表記等については，この分
野の標準的なモデルとなっている，Gali (2015) のモデルにおける表記によっている。 
IS equation 1										   1       	
 
New Keynesian Phillips Curve 2																     
Monetary Policy 
 3					  				 

  1 1    1，   経済が ZLB にないとき

  0，            経済が ZLB にあるとき
 

 
ここで使用されている変数の定義は下記のとおりである。 ： 期におけるインフレ率（  は  期の情報に基づく一期先の期待を表す。） ：最終財の生産量（：非確率的定常状態における最終生産財の生産量） ：最終財の生産量の対数値の非確率的定常状態(non-stochastic steady state)からの乖離 ：名目利子率 
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：自然利子率 
各パラメターの意味は以下のとおりである。 ：主観的割引率 0 <  < 1 ：異時点代替の逆弾力性 ：労働供給の Frisch 逆弾力性 ：フィリィップス曲線の傾きに相当し，New Keynesian model においては，ある程度の独占力をもつ企業のマーク

アップ率と関連付けることができる。具体的には， 
   1  1   1  1     
 

ここで α は中間財生産における労働需要の逆弾力性， は家計の各消費財の間の代替率， は価格改定確率を示
すパラメータである。 , ：テーラールールの係数， > 1, 0 ≤  < 1 
 
Ⅲ．サプライショック 
 ここでは外生的生産性ショックを  で表し，それが以下のように 1 に従うと仮定する。     , ~0, 	
もちろん 0 ≤  < 1 である。 
 
Ⅳ．均衡（経済が ZLB にない場合） 
 この経済の均衡は，家計と企業がそれぞれ最適行動をとり，金融政策が上記で定めるテーラー・ルールに従う場合
において，消費，雇用，財価格，名目賃金，生産量，名目利子率，インフレ率が各消費財市場と労働市場で需給を一
致させるような状態をいい，いずれも時間の関数として表せる。 

また，価格が完全に伸縮性をもつ場合の実質利子率，すなわち自然利子率  および，そのときの生産量（対数値）  と  生産性ショック  の間には，次のような関係があることが知られている。 
   1  1         1    log1  1           log β  σ1  ρ 1  1        

 
ここで  は伸縮価格の下での均衡における望ましいマークアップ率の対数値を表す。なお  は財の間の代替の弾力
性 ε が時間に関して一定であればやはり一定で，   log   1 
となる。 
また，   1 1    1  1 1      1 
より，    log      	 
 
ただし       ，すなわち  は自然 GDP の定常均衡（このモデルにおいては   0 となる経済状態）
からの乖離率を表す。 
 これらを IS equation に代入して整理すると， 1										   1        				   1     	    σ1  ρ 1  φσ1  α  φ  α  
 
これを New Keynesian Phillips Curve 2																     
 
と連立させて，均衡生産量からの乖離とインフレ率を 
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  ,    
の形に解くと，   1    1  1  1      1    1      	  1    1  1      1    1      	 
を得る（たとえば Gali (2015) 参照）。 
 
Ⅴ．時間軸政策 

経済は現在 ZLB 下にあるとする。すなわち利子率は，   0 に固定されており，中央銀行は時間軸政策 (forward 
guidance) ，すなわちゼロ金利政策の継続を今後 T 期間確約しており，そのことは公衆にも十分浸透していると仮定
する。このため，0 ≤  ≤  においては，   0 IS	equation										  1     	New	Keynesian	Phillips	Curve															     
 
によって経済は動くと考える。当然ながらこの期間においても，生産性ショックの実現値によっては，インフレ率が
プラスになることもあれば，テーラールールによる名目利子率がプラスになることもあると思われるが，中央銀行は
そのような場合でも，時間軸政策を継続するとの信認を得ているものとする。 
 
Ⅵ．時間軸政策の終了時点における経済 
 ところで時間軸政策の終了時点においては，確率  でゼロ金利政策が継続され，確率 1   でテーラールールに
よる通常の金融政策に戻るとする。テーラールールによる通常の金融政策に戻った場合には，   1 期以降，ゼロ金
利政策を再度採用する確率はゼロとする。一方ゼロ金利政策が継続された場合は，時間軸政策の予定終了時点，すな
わち  期におけるのと同様，確率  でゼロ金利政策が継続され，確率 1   でテーラールールによる通常の金融政
策に戻るとする。   2 期以降ゼロ金利政策が解除されていない場合も同様に，確率  でゼロ金利政策が継続され，
確率 1   でテーラールールによる通常の金融政策に戻るとする。 
 まず， 期における経済を考えてみる。経済はなお ZLB 下にあり，来期（  1 期）以降については，確率  で
ゼロ金利政策が継続され，確率 1   でテーラールールによる通常の金融政策に戻ると予測されている。そこで先の
通常の場合におけるのと同様に，均衡生産量からの乖離とインフレ率を   ′  ",   ′  " 
 
の形に解くことを考えると，′ および ′ は次の連立方程式を充たす。 1       1             1  1       1    1  ρ    1   1     
 
また " および " は， "  1  1  1  1     "  1  1  1     
 
となる。 
 
Ⅶ．初期におけるサプライショックの影響 
 まず   1 期の  及び  に対する  期における情報に基づく期待  及び を評価する。  1 期については，確率  でゼロ金利政策が継続され，確率 1   でテーラールールによる通常の金融政策に戻
ると予測されている。時間軸政策終了時点で，ゼロ金利政策が終了する場合は，テーラールールによって利子率が決
定される経済に戻るので，その動きは，   ,    
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  ,    
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を得る（たとえば Gali (2015) 参照）。 
 
Ⅴ．時間軸政策 

経済は現在 ZLB 下にあるとする。すなわち利子率は，   0 に固定されており，中央銀行は時間軸政策 (forward 
guidance) ，すなわちゼロ金利政策の継続を今後 T 期間確約しており，そのことは公衆にも十分浸透していると仮定
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によって経済は動くと考える。当然ながらこの期間においても，生産性ショックの実現値によっては，インフレ率が
プラスになることもあれば，テーラールールによる名目利子率がプラスになることもあると思われるが，中央銀行は
そのような場合でも，時間軸政策を継続するとの信認を得ているものとする。 
 
Ⅵ．時間軸政策の終了時点における経済 
 ところで時間軸政策の終了時点においては，確率  でゼロ金利政策が継続され，確率 1   でテーラールールに
よる通常の金融政策に戻るとする。テーラールールによる通常の金融政策に戻った場合には，   1 期以降，ゼロ金
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 まず， 期における経済を考えてみる。経済はなお ZLB 下にあり，来期（  1 期）以降については，確率  で
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を得る（たとえばGali (2015) 参照）。 

 
Ⅴ．時間軸政策 

経済は現在ZLB下にあるとする。すなわち利子率は， �
�
� 0 に固定されており，中央銀行は時間軸政策 (forward guidance) ，すなわち

ゼロ金利政策の継続を今後T期間確約しており，そのことは公衆にも十分浸透していると仮定する。このため，0 � � � � においては， 
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によって経済は動くと考える。当然ながらこの期間においても，生産性ショックの実現値によっては，インフレ率がプラスになることもあれ
ば，テーラールールによる名目利子率がプラスになることもあると思われるが，中央銀行はそのような場合でも，時間軸政策を継続するとの
信認を得ているものとする。 

 

Ⅵ．時間軸政策の終了時点における経済 

 ところで時間軸政策の終了時点においては，確率 � でゼロ金利政策が継続され，確率 1 � � でテーラールールによる通常の金融政策に戻
るとする。テーラールールによる通常の金融政策に戻った場合には， � � 1 期以降，ゼロ金利政策を再度採用する確率はゼロとする。一方
ゼロ金利政策が継続された場合は，時間軸政策の予定終了時点，すなわち � 期におけるのと同様，確率 � でゼロ金利政策が継続され，確率 

1 � � でテーラールールによる通常の金融政策に戻るとする。 � � 2 期以降ゼロ金利政策が解除されていない場合も同様に，確率 � でゼロ
金利政策が継続され，確率 1 � � でテーラールールによる通常の金融政策に戻るとする。 

 まず，� 期における経済を考えてみる。経済はなお ZLB 下にあり，来期（� � 1 期）以降については，確率 � でゼロ金利政策が継続さ
れ，確率 1 � � でテーラールールによる通常の金融政策に戻ると予測されている。そこで先の通常の場合におけるのと同様に，均衡生産量
からの乖離とインフレ率を 
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で，ゼロ金利政策が終了する場合は，テーラールールによって利子率が決定される経済に戻るので，その動きは， 
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�：異時点代替の逆弾力性 

�：労働供給のFrisch 逆弾力性 

�：フィリィップス曲線の傾きに相当し，New Keynesian model においては，ある程度の独占力をもつ企業のマークアップ率と関連付ける
ことができる。具体的には， 
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ここで α は中間財生産における労働需要の逆弾力性，� は家計の各消費財の間の代替率，� は価格改定確率を示すパラメータである。 

�
�
, �

�
：テーラールールの係数，�

�
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� 1 

 
Ⅲ．サプライショック 

 ここでは外生的生産性ショックを �
�
 で表し，それが以下のように ���1� に従うと仮定する。 

�
�
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�
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�
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もちろん 0 � �
�
� 1 である。 

 
Ⅳ．均衡（経済がZLBにない場合） 

 この経済の均衡は，家計と企業がそれぞれ最適行動をとり，金融政策が上記で定めるテーラー・ルールに従う場合において，消費，雇用，
財価格，名目賃金，生産量，名目利子率，インフレ率が各消費財市場と労働市場で需給を一致させるような状態をいい，いずれも時間の関数
として表せる。 

また，価格が完全に伸縮性をもつ場合の実質利子率，すなわち自然利子率 �
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�
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ここで � は伸縮価格の下での均衡における望ましいマークアップ率の対数値を表す。なお � は財の間の代替の弾力性 ε が時間に関して一
定であればやはり一定で， 
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 は自然GDPの定常均衡（このモデルにおいては �
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を得る（たとえばGali (2015) 参照）。 

 
Ⅴ．時間軸政策 

経済は現在ZLB下にあるとする。すなわち利子率は， �
�
� 0 に固定されており，中央銀行は時間軸政策 (forward guidance) ，すなわち

ゼロ金利政策の継続を今後T期間確約しており，そのことは公衆にも十分浸透していると仮定する。このため，0 � � � � においては， 
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によって経済は動くと考える。当然ながらこの期間においても，生産性ショックの実現値によっては，インフレ率がプラスになることもあれ
ば，テーラールールによる名目利子率がプラスになることもあると思われるが，中央銀行はそのような場合でも，時間軸政策を継続するとの
信認を得ているものとする。 

 

Ⅵ．時間軸政策の終了時点における経済 
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金利政策が継続され，確率 1 � � でテーラールールによる通常の金融政策に戻るとする。 

 まず，� 期における経済を考えてみる。経済はなお ZLB 下にあり，来期（� � 1 期）以降については，確率 � でゼロ金利政策が継続さ
れ，確率 1 � � でテーラールールによる通常の金融政策に戻ると予測されている。そこで先の通常の場合におけるのと同様に，均衡生産量
からの乖離とインフレ率を 
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またゼロ金利政策が継続される場合には，   ′  ",   ′  " 
 
に従うことになる。 
まず  および  の， 期における情報に基づく期待値を求めると，    1    ′  "  1    ′  "   1    ′  "  1    ′  " 

 
これらを   0 とともに， 期における IS equation と New Keynesian Phillips Curve に代入すると，   1 1    ′  "    1    ′  "	  1    ′  "   

 
によって経済は動く。なお生産水準（の対数値）を自然 GDP からの乖離ではなく，定常状態からの乖離として評価
すると，       0  1  1          
 
を得る。ここで， 0   1    log1  1        
 
である。 
次に， および  の，  1 期における情報に基づく期待値を求める。   1 1    ′  1      1   "  1 "	  1    ′  "   

 
そして再びこれらを   1 期における IS equation と New Keynesian Phillips Curve 及び自然利子率に代入して， および  を求める。 
以下同様にして，    2,   3,… ,0 における  および  を最終的にはすべて  の関数として求めると，初

期におけるサプライショック  が ZLB 制約下で生産量ギャップおよびインフレ率にどのようなインパクトを与え
るかを調べることができる。実際この間の経済の動きを，      ",      " 
とすると，      ",      " 
 
これらを再び IS equation と New Keynesian Phillips Curve に代入すると，   1    "  σρ1  ρ 1  φσ1  α  φ  α     ", 		     "     " 
 
を得る。つまり，      σ1  ρ 1  φσ1  α  φ  α          
 
を得るので，これを    から逆に解いていけばよい。なお初期値はすでに求めた，   , 	  ,	 
 
である。 
 
Ⅷ．シミュレーション 

3 
 

  ,    
の形に解くと，   1    1  1  1      1    1      	  1    1  1      1    1      	 
を得る（たとえば Gali (2015) 参照）。 
 
Ⅴ．時間軸政策 

経済は現在 ZLB 下にあるとする。すなわち利子率は，   0 に固定されており，中央銀行は時間軸政策 (forward 
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を得るので，これを � = � から逆に解いていけばよい。なお初期値はすでに求めた， 
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である。 

 

Ⅷ．シミュレーション 

 パラメータの値を次のように設定する。 

� = 0.99, � = 1, � = 0.25, � = 5, 				� = 0.75, ε = 9, �
�
= 0.9, 

�
�
= 1.2, �

�
= 0.125, � = 0, 0.2, 0.4,				� = 8 

なおこれらの値から計算すると， � = 0.1717, � = 0.0215 となる。以上のパラメータの設定の下で，生産性が１期あたり 0.25%上昇した
と仮定してシミュレーションを行った。このモデルは四半期モデルを想定しているので，このことは年率１％の生産性の上昇を意味する。生
産量ギャップ，生産量初期比，及びインフレ率の動きはそれぞれ図１－図３のようになる。なおpの大きな値については，モデルの安定性が
損なわれるため，シミュレーションを行うことができなかった。 

 

図１－図３挿入位置 
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Ⅷ．シミュレーション 
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産量ギャップ，生産量初期比，及びインフレ率の動きはそれぞれ図１－図３のようになる。なおpの大きな値については，モデルの安定性が
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によって経済は動くと考える。当然ながらこの期間においても，生産性ショックの実現値によっては，インフレ率がプラスになることもあれ
ば，テーラールールによる名目利子率がプラスになることもあると思われるが，中央銀行はそのような場合でも，時間軸政策を継続するとの
信認を得ているものとする。 
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によって経済は動く。なお生産水準（の対数値）を自然 GDP からの乖離ではなく，定常状態からの乖離として評価
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を得るので，これを    から逆に解いていけばよい。なお初期値はすでに求めた，   , 	  ,	 
 
である。 
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 パラメータの値を次のように設定する。 
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なおこれらの値から計算すると， � = 0.1717, � = 0.0215 となる。以上のパラメータの設定の下で，生産性が１期あたり 0.25%上昇した
と仮定してシミュレーションを行った。このモデルは四半期モデルを想定しているので，このことは年率１％の生産性の上昇を意味する。生
産量ギャップ，生産量初期比，及びインフレ率の動きはそれぞれ図１－図３のようになる。なおpの大きな値については，モデルの安定性が
損なわれるため，シミュレーションを行うことができなかった。 
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 パラメータの値を次のように設定する。   0.99,   1,   0.25,   5, 				  0.75, ε  9,   0.9,   1.2,   0.125,   0, 0.2, 0.4,				  8 
なおこれらの値から計算すると，   0.1717,   0.0215 となる。以上のパラメータの設定の下で，生産性が１期あ
たり 0.25%上昇したと仮定してシミュレーションを行った。このモデルは四半期モデルを想定しているので，このこ
とは年率１％の生産性の上昇を意味する。生産量ギャップ，生産量初期比，及びインフレ率の動きはそれぞれ図１−
図３のようになる。なお p の大きな値については，モデルの安定性が損なわれるため，シミュレーションを行うこと
ができなかった。 
 

図１−図３挿入位置 
 

この図からもわかるように，ZLB 制約下でプラスの生産性ショックが生じた場合に，たとえ２年（８期間）のゼロ
金利政策が公衆によって信認されたとしても，経済には相当なデフレ効果が生じることがわかる。主な結果は以下の
とおりである。 
（１） 生産量がサプライショックが発生する前の水準を回復するには数期を要する。 
（２） ゼロ金利政策の出口においても公衆がなおゼロ金利政策の継続を予想する確率が⾼いほど，時間軸政策の拡

張効果は大きいことが分かる。 
（３） プラスの生産性ショックが生じた場合におけるデフレ効果は想像以上に大きい。 
 
Ⅸ．残された問題 
 現在なおこのモデルを使用した研究は進行中であるので，政策提言等はさらに現実的なモデルが完成してからとし
たいが，現時点で以下の２つの問題点の検討が重要であると思われる。ひとつは生産性ショックをどこまで外生的な
ものとして捉えることができるかの検証であり，今後の実証研究を待たなければならない。今一つは Lucas Critique 
の問題であり，このように⻑期の経済の停滞が，経済主体の経済行動様式を変えてしまう可能性があることである。
この点についても，今後最新の研究成果を参考にしながらさらに研究を進めたい。 
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 パラメータの値を次のように設定する。   0.99,   1,   0.25,   5, 				  0.75, ε  9,   0.9,   1.2,   0.125,   0, 0.2, 0.4,				  8 
なおこれらの値から計算すると，   0.1717,   0.0215 となる。以上のパラメータの設定の下で，生産性が１期あ
たり 0.25%上昇したと仮定してシミュレーションを行った。このモデルは四半期モデルを想定しているので，このこ
とは年率１％の生産性の上昇を意味する。生産量ギャップ，生産量初期比，及びインフレ率の動きはそれぞれ図１−
図３のようになる。なお p の大きな値については，モデルの安定性が損なわれるため，シミュレーションを行うこと
ができなかった。 
 

図１−図３挿入位置 
 

この図からもわかるように，ZLB 制約下でプラスの生産性ショックが生じた場合に，たとえ２年（８期間）のゼロ
金利政策が公衆によって信認されたとしても，経済には相当なデフレ効果が生じることがわかる。主な結果は以下の
とおりである。 
（１） 生産量がサプライショックが発生する前の水準を回復するには数期を要する。 
（２） ゼロ金利政策の出口においても公衆がなおゼロ金利政策の継続を予想する確率が⾼いほど，時間軸政策の拡

張効果は大きいことが分かる。 
（３） プラスの生産性ショックが生じた場合におけるデフレ効果は想像以上に大きい。 
 
Ⅸ．残された問題 
 現在なおこのモデルを使用した研究は進行中であるので，政策提言等はさらに現実的なモデルが完成してからとし
たいが，現時点で以下の２つの問題点の検討が重要であると思われる。ひとつは生産性ショックをどこまで外生的な
ものとして捉えることができるかの検証であり，今後の実証研究を待たなければならない。今一つは Lucas Critique 
の問題であり，このように⻑期の経済の停滞が，経済主体の経済行動様式を変えてしまう可能性があることである。
この点についても，今後最新の研究成果を参考にしながらさらに研究を進めたい。 
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Abstract
　In this paper, I tried to elucidate following four problems. First, I tried to point that the democratic order, wherein 

we are living today, is faced to a political predicament. Second, I tried to elucidate characteristics of the logic in Plato’s 

Republic , particularly in its First Book, in order to seek the logic to overcome that predicament in the Platonic logos 
which is the logic of the greatest classical political philosophy developed in the declining Athenian democracy similar to  

our age’s. Third, I tried to elucidate that the logos of  political philosophy required for the rebirth of democracy must be 

the logos  different from the political rhetoric or the philosophical rhetoric distilled from analyzing the First Book. And, 

lastly, through these deliberations, I realized that, in the ‘heterogeneous knowledge’ as a Dionysian knowledge showed by 

the speakers in Plato’s Symposium or by the Athenian  in Plato’s Laws,  we can find the original type of logos  needed for 
realizing of the future democratic order and the eternal peace.

石　崎　嘉　彦
ISHIZAKI Yoshihiko

要　　旨
　本稿の目的は，大きく分けて，以下の四つの問題を解明することにある。第一は，われわれがそのなかに生きている民

主主義がいま政治的苦境に陥っていることを確認することである。第二は，今日に似て没落の淵にあったアテナイの民主

制のなかで発展した古典的政治哲学の，とりわけその中心に位置するプラトン的ロゴスのなかにその苦境を克服するため

の論理を探ることである。その中でも，とりわけ，ここでは，プラトン『国家』の第一巻のロゴスの特性を明るみに出す

ことに努める。そして，第三に，民主制の再生に必要とされる政治哲学のロゴスは，第一巻の考察から取り出されてくる

政治的レトリックや哲学的レトリックとは区別されるロゴスでなければならないことを明らかにすることである。そして，

そのような考察をとおして，最終的に，プラトンの『饗宴』の登場人物たちや『法律』のアテナイからの客人が提示する

ディオニュソス的知恵としての「異種混合の(heterogeneous)」知のなかに，これからの民主制と永遠平和実現に必要と

されるロゴスの原型が認められることを明らかにする。

キーワード：政治学，哲学，政治哲学，民主制，僭主制，アテナイ，プラトン，トラシュマコス，アリストファネス，ア

リストテレス，政治的レトリック，哲学的レトリック，政治的ロゴス，哲学的ロゴス，異種混合の知，ア

ポロ的知恵，ディオニュソス的知恵

はじめに
　このところ，人々の心の深層のどこかに，「民主制」が最善とは言わないまでも「善き体制」であるとするテーゼを
疑問視し，そればかりかそのテーゼを否定するような心理が芽生え，それが人々の行動に結びついて惹き起こされたよ
うに見える出来事や光景をしばしば目にする。本稿は，そのような動きに危惧の念を抱きながら，「和解」と「平和」
を研究題目に掲げる共同研究の一端を担う者の立場から，民主制の危機に応答しようとするひとつの試みである。
　このところの世界の出来事に目をやるとき，民主制を破壊するような出来事が実際に次々と生じ，人々を混乱と恐怖
に陥れている光景があまりにも多く目撃されている。冷戦終結後，人々を恐怖させた最大の事件と言ってよい9･11テ
ロを皮切りに，それ以後世界各地で，それもとりわけ民主主義が早くから確立されていたヨーロッパにおいてさえ五月
雨的に生じているテロ事件，中東やアフリカで猛威を振るっている僭主的独裁者による恐怖政治，共産主義を標榜する
アジア的専制支配の現代版としての僭主支配，それらは民主制的政治に対する真っ向からの否定の動きである。それら
の揺さぶりに屈するかのように，各地で生じている排外主義の台頭，ポピュリズムの蔓延，反グローバル化の動きなど
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－プラトン『国家』第一巻をもとに民主制を考えるなかから－
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は，その現れである。いま，世界国家と普遍的平等実現の思想による民主化と国際化が，根底から揺さぶられているの
である。このような現代世界の政治情勢を裏から支え地球上のほぼすべての人々を支配しているのは，われわれの時代
のニヒリズムである。いま，ニーチェが予言したニヒリズムが，全世界を覆いつつあるのである。
　われわれの時代のニヒリズムが，近代の哲学と科学による真理探究がみずからの善性を基礎づけることができず，し
たがってまた人間的「生」の意味を明らかにすることができないところから出てきたように，近代人の政治的生の基調
である民主制もまた，自らの善性を理論的に基礎づけえないところに，民主制を否定するさまざまな企てが跡を絶たな
い原因があることは，これまでにもしばしば指摘されてきたところである。だが，このところの民主制否定の動きには，
それだけではなく，民主制の表層に対する直観に基づくある種の感情，あるいは理性によっては説明のつかないある種
得体の知れない感情が基にあるのではないかと思われる場合がしばしばある。そのような感情は，明晰判明の哲学的原
理からの帰結である正義，公正，平等，共生といった近代民主主義を導いてきた「理想」や「理念」に対するある種の

「憤り（resentment）」だと言いうるかもしれない。おそらく，その背後には，自由と平等への渇望によって導かれた近
代のリベラル・デモクラシーに対する非理性的でかつ生理的な，それゆえ不気味さを漂わせた憤激が主座に登り就こう
としていると言ってもよい。直観や感情が主役を演じ，それゆえ理性の力だけでは解決し難い，そういった力がそこに
働いていると見なければならないのである。このところ世界のあちこちで生じている運動や諸事件が合理的な説明を拒
んでいるように見えるのは，こういったことに起因しているように思われる。そこで，われわれに問われているのは，
理性の権限の及ばないこのような直感や情念の管轄下にある「生理」的で「感覚」的な，ある種の政治的現象である。
その場合，理性の立場から，その守備範囲を超えたものを指弾したり糾弾したりする仕方で問題を解決しようとしても，
結局のところ，そのような試みは，筋違いのものとならざるを得ない。それは，本来的に無効な試みなのである。
　そのことを念頭に置いて，これからの考察においてわれわれは，古典哲学のテキストに取り上げられた「正義」をめ
ぐる議論を読み解くことをとおして，現下の民主主義が置かれている政治的窮状を突破していく道を探ってみることに
したい。われわれは，主として，プラトンの『国家』第一巻のソクラテスとトラシュマコスの対話を読み解くなかから
その道を探ってみようと思うのである。われわれがその対話を取り出すのは，それが「政治的な事柄」にとってもっと
も核心的な概念である「力」と「正義」の問題を取り上げた議論だからである。しかも，その議論は，「正義」を中心
的論題とする著作の「序論」に当たる議論であるがゆえに，それを実現するための「支配」や「秩序」を論じる必要から，
必然的に「善き生」や「平和」といった「政治的なもの」をその議論のなかに含んでいる。以下の考察で，われわれは，『国
家』第一巻で行われている対話にわれわれの側から問いを発し，その議論と対話するような仕方で，考察を加えていく
ことにするが，それは，「古典的合理性」による学的探究の手法を，われわれの議論として再生させる形での学的探究
の試みとしての意義をもつものであることを，あらかじめ確認しておきたい。

［１］現代の政治的苦境を古典的ロゴスで突破できるか？
　このところ世界各地で噴出しつつある政治的な出来事を一連のポストモダン的現象のひとつとして理解しようとする
とき，われわれは，それらもろもろの出来事が，人間理性の根本的欠陥が基になって生じてきているということに気づ
かされる。人間理性が己のうちに根本的欠陥を抱え持っていることは，たとえば，社会科学の領域では，マックス・ウェー
バーが価値間の対立の問題は人間理性あるいは科学によっては本源的に解決不可能であるとの結論に達したことのうち
に，あるいは，自然科学の領域では，科学者たちが原子爆弾や水素爆弾の製造に携わったという事実のうちに，確認さ
れる。今日のテロリズムの恐怖と異文化共生への生理的拒否に見られるリベラル・デモクラシーの破綻もまた，これと
同じ近代的理性の根本的欠陥の現れであると言ってよいであろう。
　社会科学と自然科学の両分野において明らかになった「理性」の限界は，しかし，なにもわれわれの同時代の科学者
たちによって初めて気づかれたわけではない。そこで問われているのは，人間理性に価値の問題を解決する能力がある
のかという問題であるが，その問題についての思考の痕跡は，古くから政治や倫理の問題と格闘した哲学者たちの思考
のなかに，はっきりと認められるからである。人間理性の限界が科学の進歩と発展による人間の能力の拡大に伴っていっ
そう鮮明に見えてきたことは間違いないが，それは，古典的理論家たちがその時代の文化と技術の発展やポリス的共同
が生み出す政治的「力」を経験するなかで理解され始めた問題でもあったのである。決して鮮明にとは言えないが，彼
らは，そのときすでに，「法」と「正義」が政治的「力」にとって決定的に重要であることを，認識していたからである。
　しかも，彼らが，ポリス的なものとエートス的なものの否定が悲惨な結果に終わらざるを得ないことを知っていたこ
とは間違いない。アリストテレスが，その後出現してくる世界国家について論じるより，アテナイという都市の体制

（Politeia）について，あるいはポリス（Polis, 都市）の諸制度や気風あるいは道徳に関するもろもろの事柄について論
じたことのなかに，そのことは含意されていた。近代人が「社会的存在」という語で読み替えた事柄を，アリストテレ
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スは，人間は生来「ポリス的動物（politicon zōon）」1であるという言葉で言い表したことはよく知られているが，そ
こには，無制限の自由と進歩が悲惨な結果を生み出すであろうことへの認識が含意されていた。というのも，「都市（ポ
リス）」という語には，有限であるということがすでに含意されているからである。アリストテレスの思考の場であっ
た「都市」は，無限宇宙に浮かぶ「社会」ではなく，城壁に囲まれた空間のなかで人間的完成に思いを巡らす人間の集
団を意味した。そして，さらに，その命題は，都市（ポリス）が，自然的存在であり，「自体的」あるいは「自足的」
存在であるがゆえに「目的」であるとともに「最善のもの」であるという「価値」の認識の上に立っていたのである。
　そこで，その命題について考える際，われわれは，「政治的（ポリス的）」という語の意味に注意しなければならない。
つまり，アリストテレスがそれを述べたとき，その語には，単に近代の理論家たちが理解した「社会的」あるいは「共
同体的」という意味の他に，「支配」と「秩序」の意味が含意されていたということなのである。アリストテレスは，『倫
理学』と『政治学』をもって，「政治的動物」としての人間の「何であるか」と「如何にあるか」を明らかにしようと
したが，そのとき彼が採用した視点は，彼の弟子であったとも言われるアレクサンドロス大王が切り開いていくことに
なる世界国家の住人，つまり，コスモポリス的人間の目をもって人間とその共同を見たのではなく，あくまでポリス的
人間の目をもって人間を見る視点であったということなのである。そして，彼がそのような視点から人間を見たのは，
それが人間という動物を見る唯一の，そして最も適した視点だったからである。そこに表明されているのは，人間を超
えた超越的な視点からではなく，まさに人間的視点から人間を見ることが，もっともよく人間を理解できるとする考え
である。われわれは，そのような視点を，「科学」の視点とは区別される「常識的」視点，あるいは「政治的」視点と
解することができる。このような視点は，古典的理論全般に共通する見方であったが，われわれが「政治的動物」であ
るというアリストテレスの命題に込められている意味から汲み取らなければならないことは，人間が繰り広げる行為的
世界は，医学者や細胞学者たちの「顕微鏡的」視点つまり遺伝子のレベルで物を見る視点からではなく，一般的あるい
は常識的な意味での人間的視点から見られなければならないということである。
　われわれの同時代人たちは，この命題に込められていた意味を積極的に理解しようとしたようには見えない。近代人
たちは，こっそりと「社会的存在」というような言葉で言い換え，その語に本来含意されていた意味を隠蔽し，結果的
に「政治的なもの」の否定に力を貸してきたのである。しかし，「社会的なもの」と「政治的なもの」とは，まったく
次元の異なった二つの事柄である。近代の思想がこの二つの概念の違いを無視できたのは，「政治的なもの」を技術的
学知のなかに組み入れ，それを，目的よりも手段に関わり，事実判断に関わる知と見なすことによって，価値の問題を
脇においても到達できる知と考えたことによる。こうして，「政治的なもの」を否定するこの考えは，もう一つの近代
性を特徴づける「自然支配」の思想とともに，われわれの時代の人間的生を決定づける中心的思想となったのである。
こうして，近代性は，全体として，「自然的なもの」と「政治的なもの」の否定を己が目標に掲げ，それに向けて邁進
してきた。しかし，「自然的なもの」の否定はそれが遂行されるなかで，やがて，対人的（政治的）には，他者の生命
を否定することから他者を支配することへと変換されてゆく。つまり，元来「政治的なもの」を意味する対人的な関係
における「自然的なもの」は，その否定の水準を下げるか，「政治的なもの」それ自体の水準を下げるか，いずれかの
道を取らざるを得なくなる。前者の方向に向かうところから，生命の否定は容易に「生命」の肯定へと転じる。また後
者の方向に向かうところから，「政治的なもの」は栄光や名声を得ることから満足と平安を得ることへの転換が生じて
くる。こうして，「政治的なもの」の否定は，人間の最底辺での平等の実現か人間の「物化」と物化された人間たちの
機械的な社会結合の是認ということになる。いずれにせよ，それによって実現されるのは，ニーチェ的「末人」たちの
世界ということになろう。そして，それは，ポストモダンにおける「僭主制」の実現に他ならないのである。

［２］古典的ロゴスの理解が近代的理性の難点を炙り出す
　近代性がわれわれの政治的生に対してもたらした帰結がこのようなものであるとすれば，われわれの政治的生の苦境
の原因を探りそれを克服する方途を見いだすために，古典的合理性に目を向け，それを再生させる途を，真剣に考えて
みなければならなくなる。古典的合理性に根拠を与えた「哲学」と「レトリック」，あるいは「歴史の弁証法」とは区
別される「哲学的弁証法（dialektikē）」が，近代合理性の両輪であった「科学」と「歴史」に代わって，われわれに新
たな視野を提供してくれる可能性について，考えてみる必要が生じてきたからである。古代の喜劇作家アリストファネ
スが戯画化して描いたところでは，ソクラテスが人々に教えたのは，「自然学」と「弁論術」であったとされている。

1Aristotlis, Politica A   （Book I, Chap. 2）, by W.D. Ross （Oxford Classical Text）, 1253a. （Cf. Aristotle, The Politics,  ed. by Carnes Rord, The University of 
Chicago Press, p. 37）. 〔邦訳，アリストテレス全集第８巻（岩波書店，1969年刊），６-７頁〕
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それら二つの知は，プラトンの用語法で言えば，「哲学知（philosophia）」2と「哲学的弁証（問答）法（dialektikē）」
ということになる。
　これからの考察では，古典的合理性の基礎をなす「哲学知」と「哲学的弁証（問答）法」の何であるかを明らかにす
るために，プラトン『国家』第一巻の，とりわけ，ソクラテスとトラシュマコスの会話による「正義」をめぐっての議
論を「注意深く」読むことにする。そうすることによって，その議論のなかに近代性の落とし穴に気づかせるロゴスが
隠されていることを明らかにできると思われるからである。古代の議論が近代のロゴスの欠陥を明るみに出すなどと主
張すれば，大方の笑いものになるになるのではないかと危惧されるが，われわれは，哲学が時間的制約を越えたロゴス
の営みであることに気づくならば，その「注意深い」読解によって，プラトンがそこに隠しておいた真の言説を明るみ
に出しうると確信することができるはずである。そこには近代合理主義のロゴスを覆しうるロゴスが暗示されているの
である。それゆえ，以下の試みは，古典的議論を紐解くことに向けられている嘲笑の眼を驚嘆の眼に変えようとする試
みであると言ってよい。
　プラトンが『国家』の論述全体をとおして企てたことは，古典的「政治哲学」が抱えていた諸問題解決のためのロゴ
ス提示であったことは間違いない。その議論は，第一巻の対話者である僭主制の代弁者トラシュマコスを哲学的弁証（問
答）法のロゴスをもって沈黙させ，他の討論参加者たちと同じ「民主制」の土俵に立たせるところから始まる。それは
あたかも，アゴラで市民たちに死刑を宣告されたソクラテスが，『ソクラテスの弁明』で描かれている敗北を教訓化し
たうえで，再び市民たちを前にして，彼らとの論戦に向けて仕切り直しをしているかのようである。この仕切り直しを
経て，今度は，アテナイの祀る神々とは別の種類の神を背にし，しかも，アゴラほども開かれてはいないが，ある種の「民
主制」が行き渡っているところで，対話が再開されるのである。第一巻導入部での登場人物たちの振る舞いは，その場
に民主制が行き渡っていることを思い起こさせる。
　そこでの議論のテーマが「民主制」であることにも，われわれは，注意を向けるべきである。その巻で主役を演じて
いるトラシュマコスが最悪の政治体制の代弁者であることに目を向けるあまり，そこでの議論の論旨を読み違えないよ
うにしなければならない。素直な読者は，悪玉を演じるトラシュマコスの主張を論破する善意のソクラテスに拍手喝采
を送っているうちに，そこで議論されていることを読み違えることになってしまう。その巻の筋書きでは，言論の力に
よって締め上げられるトラシュマコスが，終いにソクラテスの持ち分である「皮肉」を口にせざるを得なくなるのだが，
このことの意味をしっかりと理解することは，この議論の読解からポストモダンが抱えている問題を解明する手掛かり
を得るためには不可欠である。その「皮肉」に含意されている事柄を理解するところから，民主制を支えているレトリッ
クと科学ないしは哲学のロゴスの関わりとその問題点を明るみに出そうというのが，これからわれわれが試みようとし
ていることである。
　『国家』第一巻で，われわれはまず，トラシュマコスによる「ポリス的動物」のロゴスに向き合わされるが，「自然」
や「力」に訴えかけ，一見強固に見えるトラシュマコスの「正義とは強者の利益である」とする説も，ソクラテスの哲
学的吟味にかかれば，その真ならざることが難なく暴露される。しかし同時に，それを吟味するソクラテスの「哲学的
ロゴス」もまた，トラシュマコスを説得するには至らず，その限界をさらけ出さざるを得ないというのが，第一巻の筋
書きである。つまり，その対話による論戦をとおして，弁論術のロゴスも弁証（問答）法のロゴスもともに，最終的に，
その限界さらけ出すことになるのである。その議論をとおしてプラトンが明らかにしようとしているのは，民主制の構
成員であるトラシュマコスもソクラテスもともにロゴスの限界をさらけ出すことになるということなのである。しかし，
それをもう一歩突っ込んで言い換えるなら，彼らはともに民主制を成り立たせているロゴスの限界を提示する役割を演
じているということである。そして，結局のところ，その議論をとおして，正義について「何も知っていない」（354c）
3という結論に達し，それ以降の「正義」についての議論へと橋渡しされて行くのである。

［３］二つのロゴスについて―「自然的」ロゴスと「政治的」ロゴス
　そこで，先に触れた，アリストファネスの指摘を思い起こさなければならない。アリストファネスの喜劇『雲』では，
ソクラテスが学校らしきところで「自然学」と「弁論術（レトリック）」教えていたとされている。アリストファネス
の念頭にあった「自然学」には，地下的なものと関わりのある「幾何学」や「天文学」，動物や大地や自然についての
学（もっとも戯画化されてはいる）などが含まれていた。また，「弁論術」には，弁論や争論や概念把握といったロゴス（言

2哲学は，もともと「自然」の探究として現れ出てきた，と言われている。プラトンの学園「アカデメイア」の門に「幾何学を解さざる者，この門をく
ぐるべからず」という標語が刻まれていたという言い伝えがあることは，周知のことである。
3Platon, Politeia , 354c. 以下では，プラトンの『国家』からの引用句は，文中の括弧内の数字と記号で引用個所を指示する。
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論）についての学，分けても法廷弁論術が含まれていた。4 
　それを思い起こしたうえで，第一巻でプラトンが描く「権力」と「欲望」という意味での自然的あるいは政治的「力」と，
政治技術としての「演説」的レトリックを物にしているトラシュマコスとを比較するなら，両者の間に繋がりがあるこ
とは明白である。また，第一巻で描かれている「哲学」的な「鉄と鋼の論理」5でもって「正義」の論証を行うソクラ
テスも，明らかにアリストファネスのソクラテスと類似している。アリストファネスのソクラテスを介して見れば，第
一巻のトラシュマコスとソクラテスとの間には，きわめて多くの共通点が見いだされるのである。両者ともに，「レトリッ
ク」を弁えているのである。違いは，トラシュマコスのロゴスが政治的あるいは法廷弁論であるのに，ソクラテスのそ
れが弁証（問答）法のレトリックにあるという点だけであろう。
　要するに，プラトンは，トラシュマコスとソクラテスの「ロゴス」を，両者の議論の勝敗とは関わりなしに，ともに
アリストファネスがソクラテスの「哲学」に見たのと同じ性格のものとして描いているのである。すなわち，そこでの
ソクラテスの「問答法」のロゴスは，アリストファネス的「哲学」ないし「自然学」のロゴスであり，したがってまた，
トラシュマコスの「強者の利益」を論証するロゴスに通じるものとして描かれているのである。そうであるとすれば，
第一巻には真理の一部が表明されているだけでしかない。しかし，そうでありながら，それは，全体としての真理への
突破口，全体としての真理へと上昇していくための踏み台としての役割を担わされているとみてよい。しかし，すでに
触れたように，その議論のテーマは，「民主制」であった。われわれがその点に注意して読むとき，第一巻の議論のな
かには，民主制に本来的に備わっていて容易に解きほぐしえない民主制の内なる僭主制的要素であるソフィスト術や政
治的弁論術のレトリックについての古典哲学による見解を見て取ることができるようになるのである。そして，その理
解が，われわれにとっては，ポストモダンの政治的窮境に対処する際の鍵となりうるのである。

［４］民主制をキーワードとして第一巻を読む
　そこで，プラトンによって政治哲学の著作の冒頭部に一面的真理を提示するものとして位置づけられ，以後の正義論
への「序論」として位置づけられた「民主制」についての議論を少し詳しく読み返し，その議論の意義を明らかにする
ことをとおして，古典的政治哲学が後の世代に示そうとした哲学的ロゴスとは何であったかを明らかにすることが，わ
れわれの課題となってくる。
　すでに触れたように，われわれは，近代合理性を克服する試みの一環としてそのような読解を試みるということであっ
たが，ここでは，われわれが第一巻の議論の検討とによってそのような課題に応えられると考えるもう一つの理由につ
いて，いましばらく考えを述べておきたい。
　そのもう一つの理由とは，一言で言えば，その議論が，近代的な思考とも密接に関わりをもつ二つの思考様式に対す
る批判であると考えられるというものである。そのうちの一つは，「哲学的ロゴス（論証）」によって真理に到達できる
とする考えである。いま一つは，「コンヴェンショナリズム」，すなわち，何が正義であり何が真理であるかは人間の「取
り決め」によって決まるとする考えである。近代の「科学」と「歴史」は，これら二つの思考パラダイムの近代版であ
ると言ってよいものであるが，第一巻の議論は，その元の版を，民主制と僭主制という二つの政治学的カテゴリーを対
決させることによって示そうとしたものだと言い得る。つまり，第一巻の議論のベースには，古典古代の哲学者や知者

（ソフィスト）たちがそれぞれその思考を基にして自らの思想を形成した「ノモス（nomos,人為）‐ ピュシス（physis,
自然）」問題があるのであって，それゆえに，その問題の近代的解釈から出発して得られた自然概念に基づいたわれわ
れの生の様式を考え直そうとするとき避けて通ることのできないものであると言わなければならないのである。古代の
ノモス ‐ ピュシス問題を再度紐解くことは，われわれの生を決定付けている科学技術を基礎づける「規約主義」の思
想と，近代自然権思想による「契約論」によって根拠づけられている近代的リベラル・デモクラシー批判の出発点にお
かれなければならないのである。
　すでに触れたように，古典古代にあっては，「コンヴェンショナリズム」とは，「法」や「正義」は「人為」的なもの
であるがゆえに，法や正義には自然的根拠など存在しないとする主張であった。そこから，それは，伝統的な「都市

（ポリス）」の法を攻撃する運動に論拠を与えるものとなりえた。他方，法や正義を哲学的に基礎づけようとする試みも，
人為的で相対的なポリスの法と正義に自然的で超越的な基礎を与えようとするものであったがゆえに，それもまた，既
存の法と正義に敵対するものとならざるを得なかった。アテナイの文化と民主制的政治体制とともに成立していた伝統
的理論は，まさにこのゆえに，理論的に破綻せざるを得なくなったのである。

4アリストファネス『雲』195-202，316-318を参照せよ。
5Plato, Golgias , 509a
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　これに対して，近代合理主義の思想は，なによりも，自然的であることや超越的であることを不問にする点では古典
的理論とは異なっていたが，人為すなわち人間の制作によるものをもって自然的なものと置き換える思想に辿りついた
という点では「コンヴェンショナリズム」の側に身を置いていたと言い得るのである。それどころか，それは，自然的
なものを否定し，技術的なものや協約的なもの，歴史的で時間的なものをもってそれと置き換える思想へと，ますます
自らを純化していった。
　第一巻の議論は，このような古典的理論と近代的理論が共通して持っている「コンヴェンショナリズム」と「哲学」
的ロゴス（推論）の論理的欠陥を，ある意味では喜劇的に明るみに出し，その克服のためのロゴス探求への筋道をつけ
ようとする議論であると言うことができる。議論の課題がそのようなものとして設定されているとすれば，プラトンは
すでにその時点で，われわれの時代に合理主義が陥る裂け目を見抜いていたと考えることもできる。第一巻の議論がそ
のようなものであるとすれば，その議論は，世界国家の実現による幸福実現，普遍的人権，自由主義，民主主義，功利
主義，等々の思想を生み出した近代合理主義が立脚する思考枠組みの難点をわれわれが理解し，それを克服する途を探
り出すのに不可欠な論点を提供してくれると考えられうるのである。
　すでに触れたように，第一巻の議論のそのような役割が見えてくるのは，そのテーマを，「僭主制」と見るのではな
く「民主制」と見るときである。『国家』の議論全体のテーマが「民主制」であることは，トラシュマコスを「民主制」
の構成員と描くことによって，プラトン自身が直接示唆しているが，それにとどまらず，その作品の大多数が対話形式
のもであることからも，間接的に民主制が最大の関心事であったことが示されていたと言うことができる。事実，プラ
トンの対話篇の筋書きは，少人数ながら発言者が市民たちの前で語り，聴衆の同意を得ながら，一定のテーマをめぐっ
て対話が進行するというのがほとんどであるが，そのような対話形式の議論は，どう見ても民主制的であると言わざる
を得ない。ついでに言えば，対話篇は読者であるわれわれをも含めた後世の者たちをも，対話の参加者としてその輪に
加わらせることができることを考えると，そこには，時間的制約をさえ取り払った形で民主制が実現されていると言う
ことさえできるかもしれない。
　それゆえ，対話形式によって自らの考えを表明することによって，プラトンは，アテナイの民主制を超えた普遍的な
意味での民主制そのものへ賛意を表明できただけでなく，民主制が抱え持っている難点を表面化させ，それを克服して
ゆく途を指し示すことさえできたのである。そして，それにとどまらず，プラトンの「ロゴス」は，政治体制としての「民
主制」だけでなく，それの存立を背後から支えている「科学」ないし「哲学」のロゴスそれ自体が「僭主制」的なロゴ
スを内含していること，あるいは，「理性」それ自体さえもが「僭主的」性格を免れるものではないことを，示しえた
のである。
　それを裏付けるものとして，第一巻のソクラテスとトラシュマコスとの論争が決着したかと思える段階になって，ソ
クラテスに反論できなくなったトラシュマコスが，「民主制」のルールに訴えかけるような仕方で，自らの発言が封じ
られているとの不満を述べている事実を挙げておけば十分であろう。トラシュマコスは，ソクラテスの「鉄と鋼の論理」
6によって，自らの「強者の利益」説が覆されて敗北を認めざるを得なくなったとき，図らずも「君は私に語らせたく
ないみたいだから」（350e）という言葉を口にする。トラシュマコスのこの一言は，ソクラテスを育てた民主制の大本
のロゴスが，相手の言論の自由を奪うということ，言い換えれば，大声で怒鳴ったり，淀みのない演説で相手の言論を
封じる僭主的人間のロゴスと，相手に問いを発し答える相手の言説を吟味して真理を探究する哲学的人間のロゴスとが，
同一の特性をもつことを含意している。それとともに，トラシュマコス的ロゴスもソクラテス的ロゴスも，ともに「民
主制」を構成する二つの成素であることを含意しているのである。
　いずれにせよ，これらのことから，われわれの時代の民主制と僭主制が抱えている問題を理解するために，プラトン『国
家』第一巻の議論を再検討する必要があることが理解されてくる。このことを確認したうえで，世界的に広がりを見せ
つつある民主制否定の動きと，僭主制的支配体制が拡散していく動きを断ち切る有効な手立てを見いだし得ないでいる，
今日の政治理論の限界を超えるために，古典的民主制論についてのテキスト読解を試みることにしたい。

［５］プラトン『国家』第一巻の筋書き
　かくして，われわれは，『国家』の第一巻の議論を，民主制についての，民主制的人間による，民主制のための議論として，
考察を加えて行くことになる。
　第一巻を読むとき，まず目を向けなければならないのは，その議論の参加者たちが，どうやら，危機的状況にあると
はいえ，「民主制」の都市アテナイに関わりがある人たちが多数を占めているだけでなく，この巻の主人公の一人であ

6Plato, Golgias , ibid.
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るトラシュマコスさえもが，民衆の意見の代弁者であるという点である。そればかりか，彼の主張を代表するテーゼ「正
義とは強い者の利益である」とする命題さえもが「民衆支配（dēmokratikous）」を排除するものではなく，さらに彼
自身が第五巻で明らかにするように，民主制的言論を担う者たちの一員として振る舞っているという点である。すでに
見たように，われわれの理解では，第一巻のテーマは，「僭主制」であるよりもむしろ「民主制」であるということであっ
たが，トラシュマコス自身が民主制の構成員であり，その主張が「コンヴェンショナリズム」の説であることからその
ことが明らかになるということであった。しかしまた，そのことは，第一巻の議論の場面設定や議論が成立する経緯や，
何よりもトラシュマコス自身が民主制の原則に訴えて不満を漏らしていたということによっても，裏付けられるという
ことであった。ここでは，改めて，第一巻の筋書きを辿ることによって，そのテーマが民主制にあることを確認すると
ともに，それを踏まえて，その民主制議論を主導するソクラテスの哲学的弁証（問答）法にも重大な難点が孕まれてい
ることを，明らかにしていこう。
　まず，『国家』の議論が行われた場所について考えてみよう。その場所は，アテナイの外港ペイライエウスにあるケ
パロス家という設定になっている。われわれは，そこが，ソクラテスがしばしば人々と対話したとされている「アゴラ（市
場）」でないことに，注目しなければならない。通例，プラトンの対話篇で「何であるか」の問いが発せられるアゴラ
ではなく，アテナイの中心から少し離れた，海軍と異国との交易の中心地であり，かつまた新しい文化を象徴してもい
た，外港ペイライエウスにおいてであることは，『国家』とりわけその第一巻の議論の性格を決定づけているはずである。
われわれは，『国家』全体で行われる「正義」についての議論が，古の都市（ポリス）の正義とは異なる別の次元の「正
義」であることを含意していると見てよいのではないか。7

　ソクラテスとグラウコンが二人してこの地にやってきたこと，そしてケパロス家に滞在して正義をめぐる議論に関わ
りをもたざるを得なくなった経緯もまた，見逃せない。彼らは，トラキア人の女神ベンディス（アテナイの神ではない）
のお祭り見物にやってきたという筋書きになっている。その神は，ポリスの神々とも，ソクラテスのダイモンとも異な
る，新奇なる神だからである。そこから，ベンディスの神と新たな民主制との関わりも第一巻を読むときの留意点とな
る。伝統の革新は，民主制との良好な関係においてでなければならないからである。
　さらに，ソクラテスとグラウコンがケパロス家の息子ポレマルコスに引き留められる経緯にも，注意を払う必要があ
る。ポレマルコスが「力」あるいは「腕っ節の強そうな若者の人数」をひけらかし脅して彼らを引き留めようとしたこと，
それに対して，ソクラテスが「もうひとつの途」，「放免すべきだと説得する（peisōmen）」8という途が残されている
と主張した点も要注意である。また，ソクラテスが，「説得」の言葉を聞こうとしない者を説得することなどできない
と反論された時点でグラウコンが下す逗留決定の判断も，ある意味での政治的決定である。それは，民主主義の手続き
を経て下されていることが示唆されているからである。さらには，ケパロスとソクラテスの会話が，ケパロスのその場
からの退出によってソクラテスとポレマルコスの会話に引き継がれたこと，その後の議論が幾人かの来客を含むある意
味で開かれた人々に継承されたことも，家父長制的な縛りが取り払われることを暗示していると言ってよいであろう。
　こうして，ケパロスによって与えられた「正義」のテーマは，ソクラテスとトラシュマコスの対話へと受け継がれて
ゆくことになるのであるが，その場合，ソクラテスが「正義」についての「正論」の代弁者であるとすると，トラシュ
マコスは「正義」についての「邪論」の代弁者，したがって「不正」の議論の代弁者の役割を演じているということに
なる。そのような人物が対話の中心的役割を演じる対話に，もし多くのソクラテス的対話篇と同じ仕方で名称を付ける
とすれば，『トラシュマコス』という名称がつけられるはずである。かつ，そのテーマも，「不正について」となるか，
あるいは「僭主制について」となるであろうことは，十分に予測されるところである。ところが，プラトンは，「弁論
術について」という副題の『ゴルギアス』に登場するカリクレスレスとも共通する弁論家トラシュマコスを，「不正」
の議論の代弁者としてでもなければ，また「僭主制」の代弁者としてでもなく，「正義」と「民主制」の仲間として登
場させているのである。
　トラシュマコスが登場するのは，戦争（ポレモス）と支配あるいは将軍（アルコン）という二つの語をその名前のな
かに持っているポレマルコスが「友を益し敵を害す」という自らの説の誤りを認めざるを得なくなった後のことである。
そのような正義の定義を是とするどちらかと言えば僭主的支配の正義の定義の支持者として，第一巻の最大の対話者で
あるトラシュマコスが登場してくる。トラシュマコスの登場とともに，正義とは何であるかという問いをめぐっての論
争は，彼の「強者の利益」説をめぐる論争へと展開されてゆく。こうして，第一巻の議論は，強者あるいは「力」をめ

7対話が行われるアテナイの中心地アゴラとアテナイの外港ペイライエウスのケパロス家との関係は，そこでの交わされるロゴスという観点からすれば，
民主制が成り立つ二つの社会類型である「閉じた社会」と「開かれた社会」におけるロゴスの関係を象徴している，と読むことができる。
8Platon, Politeia , 327c.
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ぐる議論から始まり，正義が「悪」であるのか「善」であるのか，あるいは「悪徳」であるのか「徳」であるのかにつ
いての議論へ，そして，人間にとって「正義」が利益になるのか「不正」が利益になるのかという，三つの議論からな
る論争として展開されてゆく。結果はソクラテスの勝利に，つまり「正論」の勝利に終わる。
　しかし，トラシュマコスとソクラテスの正義をめぐる対話は，『国家』の議論全体との関わりから言えば，いわば「正
義」の影の部分をなす議論という性格を担っているようにみえる。そこでのソクラテスの哲学的弁証（問答）法のロゴ
スは，言わば，ソクラテスが自ら述べた「弁論家」「トラシュマコスをペテンにかける（sykophantein）」（341c）とか「ラ
イオンの髭を剃る（epicheirein）」（ibid.）という言い回しによって表されるのが相応しい論証として，行なわれている
のである。要するに，その論争では，ソクラテスもまた「弁論家」になっているのである。

［６］哲学的弁証（問答）法と弁論術
　これまで，『国家』第一巻の議論は，その中心的テーマが「民主制」である，という主張を裏づけるために，その巻
の粗筋を辿ってきたが，以下では，そのなかから注目すべきであると思われる点に焦点を合わせ，そこに含意されてい
る諸問題に検討を加えていこうと思う。そこで，なおしばらく，第一巻前半部の議論を，とりわけその巻の議論を支配
しているロゴスの問題に焦点を合わせて見ていくことにしたい。
　『国家』第二巻の最初のところでグラウコンによってまとめ上げられた説は，一般にコンヴェンショナリズム説と言
われているが，それは，一言で言えば，「正は人為（ノモス）である」という説を意味する。その説から，ホッブズ以
来の近代的の社会契約説を思い浮かべる人がいるかもしれない。ところが，それら両説の近さに気づくとき，近代人は，
頭をひねらざるを得なくなる。というのも，近代人は，その説を「自然権」の名で呼び，「自然」と「権利」ないし「正」
すなわち「人為的なもの」とを平然と結びつけているのに，古代人たちは「自然」と「人為」を対立させることによっ
て問題を思考してきたからである。古代人たちにとっては，「自然（physis）」と「人為（nomos）」は，峻別されるべ
き二つのものであった。9

　しかし，われわれが試みようとしているように，第一巻の議論を，民主制論と見て，「力」や「暴力」といった「自
然（physis）」を，「人為」すなわち「法（nomos）」に従わせることを主眼とする議論と見るなら，第一巻の議論で，
トラシュマコスが民主制のなかに組み込まれていくことが示すように，「力」とりわけ僭主制の原理でもある「暴力」が，

「法」つまり「ノモス」の支配の下に組み込まれていくという筋書きになっていることに気づく。だとすれば，それは，
近代的議論に先立つ自然権についての先行的議論ということにもなる。しかし，それと同時に，第一巻の議論は，近代
的な自然支配と自然権の思想に共通の欠陥を炙り出す議論ともなっている。
　どういうことかと言えば，第一巻の論争において，ソクラテスは，論理的には勝利を収めているが，説得という点で
は，必ずしも成功したとは言えないのであって，その論争は，結局，ソクラテスの対話的弁証（問答）法のロゴスが成
功的でなかったことを意味している。ということは，ソクラテスの対話的弁証（問答）法が民主制的地平に完全に適合
できていないか，あるいは民主制的言論（ロゴス）の地平で他者を説得しつくすことなどありえないということかのい
ずれかであろう。つまり，論争におけるソクラテスの勝利にもかかわらず，都市すなわちポリス的言論の世界は，ソク
ラテス的ロゴスを必要としないか，あるいは必要とするにしても，政治的世界の主導的ロゴスとしてではなく，補助的
ロゴスとして必要とするだけかのいずれかであるということである。第一巻でソクラテスが論争に臨む際にとったソク
ラテスらしからぬ態度10は，そこでの議論が，これから「開かれた都市」になろうとしている政治的ロゴス空間を反映
している。それゆえ，ソクラテスのロゴスによる説得の失敗は，われわれの時代と共通する「開かれた社会」でのソク
ラテス的ロゴスの失敗を意味している。したがって，その議論の難点をつかみ出すことは，近代的民主制論や正義論の
裂け目を抉り出すヒントを与えてくれるのである。われわれがここで，民主制をキーワードとして第一巻を読もうとす
る理由は，その点にこそある。
　「正義」をテーマとして与えた人物，ケパロスがその場を去った理由は，「神にお供えをする」 （331d）というもので
あった。このケパロスの退出によって，議論は，息子ポレマルコスとソクラテスによって継承され，さらにトラシュマ

9古代人たちに対して，近代人たちは，己の「啓蒙」をとおした自然征服と自然権の思想によって，両者の総合に成功したと主張した。しかし，古代人
による両者の峻別が極めて明快であったのに，近代人たちの「自然征服」と「自然権」の思想は，両者の境界を取り払って人間を神の地位に押し上げも
すれば，逆に人間を悪魔的なものに変じさせる，極めて危険をはらんだものでしかなかった。それゆえ，その総合は，一見，「自然」と「人為」の総合
のようでありながら，かえって，両者の矛盾を峻烈なものにしただけでしかなかったとも言いうるのである。つまり，その総合は，次なる分裂と崩壊へ
向けた助走でしかなかったということなのである。
10第一巻のソクラテスは，論争に「金銭を賭ける」ようというトラシュマコスの要求を，議論をとおして否定することはせず，グラウコンからの寄付（論
争に負けた時の罰金を肩代わりするという）の申し出があったこともあって，暗黙の裡に呑んでいるように思われる。それは何気ないことのようでもあ
るが，少し突っ込んで読めば，その対話が「開かれた社会」としての民主制のなかで行われている対話であることを暗示しているようにも思われる。
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コスとソクラテスに継承されていく。その議論の継承は，神的なものと先祖的なものが人間的なものへと置き換えられ
ることを示唆している。プラトン対話篇を配列するとき，文献家たちは『国家』の前に『クレイトポン』を置き『法律』
の前に『ミノス』を置くことを習わしとしているが，第一巻におけるケパロスは，徳の技術としての正義についての知
識の問いを提出したクレイトポンやギリシア最古のクレタの「法」の制定者であるミノスという伝説上の人物を思い起
こさせる役を演じているのである。また，ソクラテスの対話者が，「言葉（ロゴス）」と「法（ノモス）」の担い手や神
の縁者である者から，先祖から遺産を受け継ぐ者を経て，ポリスの客人でもある人物へと受け継がれていくプロセスは，
ロゴスが天上から地上へ，あるいは特権的な者から民衆へと転換されてゆくことを暗示していると言ってよい。そのこ
とはまた，ソクラテスの対話の相手が，「老人」から「若者」へと，あるいは，いわゆる「市民」へと転換されて行く
ことをも意味しているのである。
　このケパロスの退出には，もう一つの意味が含意されている。つまり，それには，「欲望」の消失あるいは滅却が含
意されているのである。彼が神の許に進み行くのは，その欲望が衰えたことによってである。それゆえ，ケパロスの神
の許への退去には，神から譲り受けた「生命」の返却が暗示されているのである。11彼は，欲望の衰えによって「平和
と自由」（329c）が達成されると言う。ポリスに背を向けたケパロスが手にすることになる「平和と自由」は，彼岸的
世界にあるのである。
　それに対し，息子ポレマルコスは，父ケパロスとは対照的な仕方で，「借りたものを返す」という態度を親から引き
継いでいる。息子は精神に関わる態度としてそれを引き継ぐ。その名，ポレモスとアルコンが示すように，彼が父から
受け継ぐのは，戦闘や軍の統帥に関わる精神性としての「気概」である。こうして，詩人シモニデスによって仄めかさ
れた「借りたものを返す」という正義は，人間的地平にまで引き下げられる。しかし，それが詩人に示唆されたものであっ
たことが暗示しているように，そのような正義は最初からロゴスの吟味に耐えられないものであること，したがってま
た，弁論家のロゴスからも哲学者のロゴスからも反駁されるべきものであることは明らかである。しかし，詩人のロゴ
スは，大衆を説得する技術としてのレトリックを心得ている。対するソクラテスのロゴスは，弁証（問答）法的ロゴス
である。それゆえ，ポレマルコスの「借りたものを返す」は，ソクラテスとの対話をとおして，「その人に相応しいも
のを返す」へと変形され，さらには，「友には善きこと（利益）」を「敵には悪しきこと（害悪）」を返す「技術」であ
ると定義し直される。その上で，「技術」が有用であることからの類比によって，「正義」は平和時にも有用であるとの
結論が導かれる。「農業」の技術が「平和」時にも有用であるのと同様だというわけである。さらに，その理由を問わ
れたとき，ポレマルコスは，それが「契約」を獲得する技術だからだと答えていることからも明らかなように，ここで
は，「正義」が「技術」的な知と置き換え可能なものとして取り扱われているのである。ソクラテスは，ポレマルコス
のこのような「正義」を「技術」と置き換え可能と見る見方を揶揄して，それなら「正義」は「盗人」の技術と変わら
ないと言って退けてはいるが，正義を技術的な知と置き換え可能と見ていることは，その後のトラシュマコスとの対話
においても確認されるところである。というよりもむしろ，第一巻のソクラテス議論は，哲学知を技術的な知と同一視
することを，その特徴としているのである。
　しかし，「正義」と「技術」の関わりの問題は後に論じるとして，ここでわれわれが注目したいのは，ソクラテスが
ポレマルコスとの対話を進めていく際の「言論（ロゴス）」の方である。それは，哲学的ロゴスというより，哲学的レ
トリックと言うのが相応しいかもしれない。というのも，それは，後にトラシュマコスに対話が引き継がれたときに問
題になってくる，相手の言論を遮断するロゴスだからである。長広舌が相手の言論を封じる言論であることは言うまで
もないが，ソクラテス的対話のロゴスもまた，それに劣らず，実質的に相手を沈黙させることになるロゴスなのである。

「鉄と鋼の論理」12と言われるそのロゴスは，その比喩が含意しているように，強圧的な「力」のロゴスであって，本来は，
ソクラテス的な哲学のロゴスと相容れないはずである。しかし，それがそのような「力」をもつのは，それが「正義」
を「技術」的な「知」と結びつけるロゴスであること，つまり，対話的ロゴスの知と技術知とを同一視するロゴスだか
らである。
　『国家』第一巻の民主制論が，このようなロゴスを内含し，そのロゴスによって展開されていることを，われわれは，
真剣に考えてみなければならない。そこにおけるソクラテスのロゴスが哲学的ロゴスではなく哲学的レトリックである

11後に述べるように，「神に借りたものを返す」は，プラトンの哲学の重要なテーマであって，ここでは，魂が本来あるべき場所である肉体から離れた
他のどこかあるところへの回帰を意味するとともに，肉体（sōma）の方も，それが本来あるべきところである「墓（sēma）」に返却することを意味する。
しかしそれにとどまらず，「返却」は，一般に，すべての物が本来あるべきところに「返す」ことでもあって，「自然」を回復させることをも意味し，さ
らにそれを回復させる行為は，人間の「自然」的振る舞いであることになる。それゆえに，すべての物の「自然」的位置の回復は，まさに「正義」の概
念を根拠づけるものでもあることになる。Cf. Phaidon,  67c.f., Gorgias , 493a.
12Platon, Gorgias , 509a.
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という事実は，それが『国家』の全議論への「序論」であるというその位置づけからきていることは間違いないが，そ
れと同時に，『国家』における哲学知の，あるいは弁証（問答）法的ロゴスと関わりがあるとも言い得る。弁証（問答）
法的であるとは，ここでの議論に即して言えば，「正義とは何であるか」という問いに対して，トラシュマコスのよう
な仕方では答えられないということでもある。トラシュマコスが答えようとした「正義とは何であるか」という問いの

「何であるか」は，弁証（問答）法的には容易に答えられ得ないものである。弁論家トラシュマコスが提出した答え「強
い者の利益」の「真」ならざることは，第一巻のソクラテスの哲学的あるいは問答法的レトリックによって確かに暴露
されはするが，その論証が疑問の余地ある論証であることは明白である。こうして，そこで問題とされるべきものがソ
クラテスの哲学的，あるいは問答（弁証）法的レトリックであることが明らかになる。
　第一巻は，トラシュマコスとソクラテスの論争（三つの問答からなる）が議論の大半を占めるが，彼らの問答は，「正
義とは何であるか」の問いに対してトラシュマコスが「強い者の利益である」と答えたところからが始まる。それは，「何
であるか」という哲学的問いに対する答えから始まっているのである。対するソクラテスの論駁は，哲学的問答形式で
もって行われるべきであるとの主張から，トラシュマコスにもその問答法的ロゴスが押し付けられる形で進められて行
く。
　ところで，論争的対話が進められていくなかで，問われている事柄が，次第に正義の問題から技術知の問題へと，さ
らには正義の有用性の問題へと，「ずらされて」行くことになる。それは，「……何であるか」という問いに対する答え
の困難さの表現であるとも言えるが，それを「民主制」的政治体制下での「……何であるか」の問い，つまり哲学的な
問いの困難さを表すものと解するなら，第一巻の議論は，ロゴスの有限性を確認する議論であると解することもできる。
そして，そこでは，ソクラテスの哲学的ロゴスは，トラシュマコスのレトリックに勝利する。しかし，その勝利は哲学
的レトリックとしての勝利であるにすぎず，哲学本来の弁証（問答）法的ロゴスの勝利を意味するわけではない。むし
ろそれは，そのロゴスが難破したという印象をわれわれに与えるものでもあると言わなければならない。
　その哲学的ロゴスの躓きの石は，「羊飼い術（poimenikē）」（345d）についての議論にあるように思われる。ソクラ
テスは，トラシュマコスを論破するために，トラシュマコスが持ち出した「羊飼い」の例を利用する。ソクラテスは，
この例を巧みに用いて，統治の問題を技術の問題に還元して，技術がその対象を善くするものであることを根拠にして，

「正義」は羊飼いすなわち支配者の善ではなく，羊すなわち民衆の善を実現しようとするものであることを論証するの
である。この論証において，ソクラテスは，正義の問題を哲学知とは対照的な位置にある技術的な知に置き換えること
によってトラシュマコスを論破はするが，そこでは，明らかに，正義を利益や功利の問題へと「ずらして」行くペテン
師的な論証法が用いられている。それゆえ，「羊飼い術」の挿話には，プラトンがソクラテスとトラシュマコスの議論
によって語ろうとした二つの核心的な事柄が語られていると言ってもよい。その一つは，哲学的レトリックは真理や正
義よりも事実や技術と関わりをもつということ，いま一つは，それによる論証もまた，「真なるロゴス」によるよりも

「偽りのロゴス（logos pseudos）」（382c）や「欺瞞（apatē）」（cf.459c）に関わりのあるロゴスによるものであるとい
うことである。

［７］「羊飼い術」と支配の「技術（technē）」をめぐって
　そこで，トラシュマコスとソクラテスの対話のなかの「羊飼い術」の挿話における「技術」と「欺瞞」の問題に焦点
を当てて，そこに含意されている「支配」と「哲学的レトリック」の限界の問題について，今しばらく検討を加えてお
きたい。
　ところで，「神的支配（Theocracy）」なるものがあって，それにより都市（ポリス）的生活や共同性の問題が解決さ
れるのだとすれば，おそらく，ケパロスが「財」と「生命」を「神」に返却するところで議論が終わり，「民主制」に
ついての議論は不必要になるはずである。というのも，エロスの凶暴な支配から解放されている「老人」には，「正義」
はすでに実現されているはずであるし，神々の支配する世界ともなれば，「正義」も「平和」も，それ以上に完璧な仕方で，
すでに実現されているはずだからである。ケパロスが，年を取るとエロスの支配から解放され，「平和（eirēnē）」と「自
由（eleutheria）」（329d）が与えられると述べているのはそのためである。しかし，第一巻の筋書きは，神に向かう年
老いたケパロスではなく，エロス的あまりにエロス的な「人間」たちに引き継がれる。それゆえ，エロスをテーマとす
る『饗宴』が政治的議論でないとすれば，第一巻のソクラテスとトラシュマコスの対話は，政治的エロスを取り扱った
唯一のプラトン的対話であると言いうることになる。
　われわれがトラシュマコスに注目するのは，彼が政治的エロスと関わりをもつ典型的な人物だからである。すでに見
たように，トラシュマコス登場に先立ち，ポレマルコスとの議論のなかで，「借りたものを返す」という正義の定義が
取り上げられたとき，ポレマルコスによって定式化された「正義」とは「友には善きこと（利益）」を「敵には悪しき
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こと（害悪）」を返す「技術」であるとする定義のなかに，続くソクラテスとトラシュマコスの議論の地平が準備され
ていた。ちょうど「農業」の技術が「平和」時にも有用であるように「正義」は平和時にも有用であるというポレマル
コスの議論は，人間論の範囲内で正義と平和の問題を技術的に解決する，エロスを「手懐ける」ための議論なのである。
正義を「契約」によるものと解するこの議論こそ，正義の「知」と技術的な「知」とを置き換え可能にする議論に道を
開くのである。
　ソクラテスは，それならば「正義」は「盗人」の「技術」と変わらないと言ってそれを退けてはいるが，この議論によっ
て，本来的「正」であり自体的「正」であるべき「正義」が「契約」的正義に置き替えられるのである。つまり，第一
巻のソクラテスは，自体的「正義」を主張して「契約」的正義を否定するのではなく，むしろ，自体的「正」である「正
義」を，技術的「善」とすり替えることによって「コンヴェンショナル」な「正」と結びつけているのである。それゆえ，
ここでわれわれが注目しなければならないのは，「正義」を「技術」と結びつける見方の方である。前章で見たように，
ソクラテスのこの見方は，哲学の知と技術知を同一視することによって成り立つ。要するに，第一巻の議論は，ソクラ
テスが自体的「正」と技術的「善」をすり替えて議論を進めることによって成り立っているのである。
　「羊飼い術」の例がトラシュマコスによって持ち出されてくるのは，トラシュマコスの最初の答え，「強い者の利益」
説の弱点を修正して提出された「もっとも厳密な意味における支配者」説を論駁しようとしてソクラテスが持ち出した

「技術的な知」の例による論証をきっかけとしている。ソクラテスに反論するために「羊飼い術」を持ち出したトラシュ
マコスは，「羊飼い」は羊のために羊を支配するのではなく自分の利益のためであると言う。
　「強い者」は誤らないと定義し直してなされる第二の「強者の利益説」は，厳密な意味での政治的知識，したがってまた，
真の意味での「正義」の議論となることから，それは普遍的な利益に関わる知識であることになる。そこから，ソクラ
テスは，そのような知識は「技術」的な「真理」との類比によって理解されると考える。というのも，技術は常に何ら
かのもののためになる知，つまり手段的な知であって，およそ，それ自身のためになるような技術などといったものは
存在しないからである。それは，常に，それ以外のもののためにあるのである。したがって，そこから「およそ知識と
は，どんな知識でも，けっして強い者の利益になる事柄を考えて，それを命じるのではなく，弱い者，つまり自分が支
配する相手の利益になる事柄を考えて，それを命じるのだ」（342c-d）ということが結論として出てくる。それは，「正
義とは強い者の利益である」というトラシュマコス説とは正反対のものである。
　そこで，トラシュマコスは，正義は他人の善を考えて命じられるという考えを受け入れ，次のように自説を修正する。
すなわち，正義は強い者，支配する者の利益であるから，「ほんとうは他人にとって善いこと」であり，服従する者に
とっては，「自分自身の損害」に他ならない（343c），と。この説はさらに，不正な者が利益を得，正しい人が損をす
るとも言い換えられる。この修正によって，トラシュマコス説は，正しい人と強者とを等置する説から，強者と不正な
人とを等置する説へと転倒されることになる。この転倒によって，「不正は正義よりも強力で自由で支配力のあるもの」

（344c）という結論が導かれてくる。それによって，さらに，「強者の利益」説は，「正しいこととは強い者の利益であ
るが，これに対して不正なることとは，その人自身にとって利益になり得になるもの」（344c）と言い改められる。ト
ラシュマコスは，最初の命題に，「不正はその人自身にとって利益になり得になる」という命題を付け加えることによっ
て，自らの難局を切り抜けようとするのである。
　トラシュマコスの議論は，ソクラテスの利他的な「羊飼い」に対する利己的な「羊飼い」の対置によって，したがっ
て，支配という政治的行為の目的転換によって，「技術」の論理，つまり何らかの目的のために行なわれる論理を踏ま
えながら反論するという形をとっている。その限りで，ここでの両者の対立は，「羊飼い」が利他主義的に支配するの
か利己主義的に支配するのかという対立にすぎず，「羊飼い術」は「技術」であるという位置づけの上で議論されてい
るという点ではともに同じ地平にある。
　それゆえ，両者の「技術的」な問いという枠組みに規定されて，議論は，その出発点で問われていた「正義とは何で
あるか」という哲学的な問いに答えることをせず，それが「徳」であるのか「悪徳」であるのか，「知恵」であるのか「無知」
であるのか，さらには，「不正のほうが正義より「得」になるのかはたまた正義の方が不正よりも「得」になるのか（354b）
という，別次元の問答に移っていかざるを得なくなる。
　ソクラテスがこの議論で主張しているのは，「本当の意味での羊飼い」は，「ただもっぱら支配を受け世話を受ける側
の者のためにこそ最善の事柄を考える」（345e）ということであるが，ソクラテスのこの主張がトラシュマコスの「力
への意志」に打ち勝つという筋書きは，アリストパネスの『雲』のなかでの「正論」と「邪論」のやり取りを思い起こ
させる。『雲』では邪論が勝利したのに，こちらでは「正論」が勝利する。 つまり，レトリックが哲学的弁証（問答）法に，
より精確には，ソクラテスの哲学的レトリックに屈服するのである。そこには，ソクラテス的レトリックの土俵の上で
窮地に立たされているトラシュマコスの姿が見えるが，説得の技術であることを本分とするソクラテス的レトリックも
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相手の説得に成功したわけではない。それゆえ，トラシュマコスは，「真の意味での支配者が進んで支配の地位に就こ
うとするなどと思っているのか」というソクラテスに対して，「思っている」どころか「そうであることをよく知って
いるのだ」（345e）と答える。それは，ソクラテスの哲学「知」の用語を逆手にとった「皮肉」である。トラシュマコ
スのこの言葉には，ソクラテスの哲学的レトリックに対する，ある種の限界の指摘が込められていると言ってよい。
ソクラテス的レトリックの限界は，以下のような対話のなかで明るみに出てくる。ソクラテスによれば，一般には，支
配する者には支配されるものから報酬が支払われて然るべきだと考えられている。その理由は，支配者の支配によって
利益が生み出されているからである。ところが，このとき，支配によって「利益」を得ているのは，支配される者たち
の方である。つまり，「羊飼い術」によって生み出される利益は，羊たちのためのものであって，羊飼いのためのもの
ではないというのである。ソクラテスは，それを根拠にして，「羊飼い」が羊を守護しよく太らせるのは羊のためでは
なく自分のためであるというトラシュマコスの説を否定する。ソクラテスは，技術一般が自分自身の利益をもたらすの
ではなく他の者の利益をもたらすものだというところから，「羊飼い術」も，他の者の利益をもたらすものだと論じる
のである。しかし，この議論では，支配者の利益と被支配者の利益がすり替えられている，また「善」と「利益」もす
り替えられている。プラトンは，その議論の後，ソクラテスとグラウコンの会話を挿し挟む（347a~348b）ことによっ
て，議論の修正を図らざるを得なくなる。

［８］民主制と哲学的レトリック
　挿入されているソクラテスとグラウコンの対話では，二つの問題が取り扱われている。一つは，すでにトラシュマコ
スとの対話でも問題とされていた，後に「哲人統治」論のテーマとなる，人は自ら進んで支配者になろうとはしないと
いう問題である。もう一つは，トラシュマコス説得の方法に関する問題，つまり，「羊飼い術」の議論におけるソクラ
テス的レトリックの限界を示し，哲学的弁証（問答）法の意義を確認することである。
　この修正によって，支配の対価としての支配者の報酬の問題は，利益とは対極にある罰則の問題に変更される。つま
り，支配者となるべき人間が支配することを拒否した場合には，「自分より劣った人間に支配される」（347c）という
罰が課されることになるというのである。この説から，われわれは，トラシュマコスとの間で問題になった論争の「賭
け金」に関する問題や，第五巻の厭々支配させられる「哲人統治」論の哲学者，さらにはソクラテスの死刑判決の問題
を思い起こすであろう。しかし，その哲人統治説も，第五巻で，「大波」に曝されるとされていることからも分かるよ
うに，世間一般の常識からかけ離れたものであることに変わりない。それから見ると，その修正によっても，常識的世
界あるいは政治的世界と哲学との隔たりが容易に取り除かれないことが分かる。
　プラトンがグラウコンとの対話を差し挟むことによって行われたもう一つの事柄は，それまでの一対一的な対話の厳
格な履行の再確認である。それまでのトラシュマコスとの論争で採用されてきたソクラテスの哲学的レトリックは，そ
の「技術」との関わりが暗示するように，哲学的弁証（問答）法に比べると一段下位に位置づけられるものであった。
というのも，「技術」との類比による論証の場合，一見対話的な仕方で議論が進められてはいても，その際の手法は，
必ずしも弁証（問答）法的な真理開示の手法であるわけではないからである。そのことは，ソクラテスがトラシュマコ
スを最後まで説得することができないことによって示されている。
　ソクラテスがグラウコンに確認しているのは，一対一的対話を「お互いに相手の言うことに同意を与え合いながら考
察を進めて行く」（348b）やり方である。ソクラテスは，それを，「裁判官（dikastai）」と「弁論人（rhetores）」を同
時に兼ね備えるやり方であると述べている。それは，弁論に弁論を対立させ裁判官が両者の間に立って判定を下す法廷
弁論のロゴスとは異なる。それこそがソクラテス本来の真正の弁証（問答）法的ロゴスなのである。
　再開されたソクラテスとトラシュマコスの対話は，このやり方で進められることになるが，その後の議論で，正義が「知
恵」であるのか，あるいはまた「徳」であるのか，はたまたそれは「得」になるのかをめぐって議論が続けられはする
ものの，それでもなお，トラシュマコスを納得させるには至らない。第一巻のソクラテスのロゴスは，トラシュマコス
を説得できないのである。
　『国家』の以後の巻において展開される議論も，この厳格化された形の問答法によって行われていると考えてよい。
というのも，第二巻以後の議論は，ここで確認された裁判官と弁論人とを区別しない哲学的弁証（問答）法によって続
けられているからである。それでは，なぜ，この巻ではここで修正された哲学的問答法によってもトラシュマコス説得
に成功しないのか。この問題について考えることは，ある意味で，近代合理主義とリベラル・デモクラシーの抱えてい
る問題を解決へ導く糸口になるかもしれない。その理由は，第一巻が民主制をテーマとする議論であったこと，そして
また，ソクラテスの哲学的弁証（問答）法のロゴスが依然として「技術」的合理性の縛りのなかにあったことに求めら
れるであろう。
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　まず第一巻の議論が「民主制」についての議論であるという点であるが，民主制の原理が息づいている世界は，『国家』
第一巻だけでなく他の多くのプラトン的対話篇が示しているように，そしてまたトラシュマコスでさえその構成員にな
り得るということが示しているように，そのなかに多くの矛盾を抱えながらも一体性を保っている世界，人間が「共に
生きる」ための共同性の世界であるということである。それは，技術知の理性によっては万事を処理できない政治的原
理が生きている世界なのである。本来，ソクラテスから始まる古典的理論家たちを特徴づける思考は，「技術（technē）」
と「支配（archē）」とを対比的なものと考えてきた。ところが，ソクラテスは，トラシュマコスとの論戦において，医
術や建築術などの「技術」を例に用いて「支配」あるいは「政治的な」問題を議論した。このことは，そこでのソクラ
テスの弁証（問答）法が本来のものではなく，単なる哲学的レトリックでしかないことを暗に示している。したがって，
この「問答法」によっては，トラシュマコス説得が不可能であるだけではなく，民主制の体制下では，端から「説得」
など望み得ないということだったのである。
　このことは，第一巻も終わりに差し掛かったところで，トラシュマコスの「ベンディスのお祭りのご馳走を十分に堪
能したことだろうね」 という言葉に対して，ソクラテスが，「君が腹を立てずにおとなしくしていてくれたおかげだよ」
と礼を述べた上で，まだ料理を「十分食べ終えたとは言えない」（354a）と応えているところから，明らかになる。祭
りの「ご馳走」のことを忘れて議論に没頭していたソクラテスは，自分たちのロゴスを「食」に譬えているが，このよ
うな譬えあるいは「比喩」の重要性が，それによって示されてもいる。
　比喩の話が出てきたところで，われわれもまた，この巻の以前の比喩を用いて言うことになるが，ソクラテスが民主
制について民主制の原理に則って議論を行っているのだとすれば，彼は，トラシュマコスを説得しようなどとはぜず，
彼を「ペテンにかければ」それで十分だったのである。実際，プラトンはソクラテスにそれをやらせているのであって，
ソクラテスは自らのレトリックの力で「ライオンの髭を剃り落した」のである。第二巻以後の議論において，ソクラテ
スは，「高貴なる嘘」，「比喩」による説明，あるいはまた都市の正義からの個人の正義の類比的論証などの哲学的弁証（問
答）法のレトリックによる議論をおこなっているが，彼が依拠しているこれらの言論の技術こそ，第一巻のソクラテス
的弁証（問答）法の欠落を埋め合わせるものなのである。
　さらに，第一巻の結末の議論が示しているのは，これまでの議論における「エロス的なもの」の捨象に問題が孕まれ
ていることの指摘である。ソクラテスは，その責任は自分の方，つまり自らの哲学的ロゴスの方にあることを認め，料
理のつまみ食いがその原因であるとしているのであるが，このことのなかに，この巻のソクラテスの哲学的レトリック
が「力」や「欲望」に関わる「エロス的なもの」の極めて不当な仕方での扱いが表明されている。エロスが「技術」の
軍門に下らされ，政治的ロゴスから排除されたことが問題なのである。しかし，このような政治的なものの技術への還
元が，民主制を支えるロゴスに寄生する獅子身中の虫であることがこの議論で確認されていると言ってもよい。それゆ
え，われわれには，この第一巻の議論から，そこになお存している政治と哲学という二つのロゴスの原理が，その場に
居合わせる者たちはもとより，その読者たるわれわれにも，厳として存在する対立する二項として存していることが理
解されようになるのである。こうして，われわれは，この第一巻の議論から，哲学と民主制の関わり，そしてまた，そ
れを今日的文脈に移し替えて，哲学ないし科学と政治がいかなる関わりをもつべきか，その根本的原理の何であるかを，
学ぶことになるのである。

［結語］
　本稿を締めくくるにあたって，第一巻の議論で，「借りたものを返す」という人間的行為が，要の位置に置かれてい
たことを想い起こしておきたい。この返却の行為の後，「敵を害する」正義と「他の者の善」としての正義の概念が引
き出されてきたにもかかわらず，重要な意味を持つこの原理がこの巻では存外に軽視されているとの印象が否めない。
そのことを考慮するとき，第一巻におけるソクラテス的レトリックの不首尾は，ソクラテスによる「自己知」の軽視な
いし無視に起因するのではないかと思えてくる。ソクラテス的「無知の自覚」とともに意識に上ってくる自己知の欠落
という問題は，第一巻の議論の隠れたテーマであって，そこでの議論におけるソクラテス的論証の欠陥を根本から規定
していた，と見てもよいのではないか。その点で言えば，第一巻における「借りたものを返す」についてのソクラテス
の理解の不十分さは，アリストファネスの『雲』におけるソクラテスの理解とも共通している。13『国家』のそれ以後

13アリストファネス『雲』の登場人物（ソクラテス，ストレプシアデス，ペイディピデス）たちは，いずれもこの「自己知」を欠いたものと描かれてい
るように思われる。競馬に大枚を費やし借金を膨らませたペイディピデス，息子の借金を帳消しにするために弁論術を学ぼうとしてソクラテスの許に現
れるストレプシアデス，それに自然学と弁論の技術を磨くことに没頭するソクラテスたちはいずれも，自己知を欠いたものとして描かれていることは間
違いない。『饗宴』ではアリストファネスは医者のエリュクシマコスと取り換え可能な人物として描かれているが，このこともまた，アリストファネス
自身がこの自己知への自覚が希薄であったことを裏付けている。
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の展開を考慮して言えば，その命題は，都市（ポリス）においてはそれぞれの者に「その人に相応しいもの」が与えら
れると言い替えられ，都市における正義と善を定義する基本的命題となるはずのものである。しかし，第一巻の民主制
についての議論では，ケパロスの「返却」によっても，そのほかの人物たちに委ねられた「平和」が叶わないことはも
とより，ソクラテスとトラシュマコスの間にさえ和解と平和が訪れることはない。もちろん，他の者への「返却」は，「契
約」の技術と結ばれ，それによって「平和」がもたらされることも十分ありうるだろうが，そのようにして達成される
正義も，結局，コンヴェンショナリズムの正義の域を出るものではない。第一巻の議論を「民主制」論として読むとき，
それは同時にソクラテス的レトリックによる「僭主制」批判となるが，その際，その批判の論拠とされるのが，この「契
約」論の考えであった。そうであったがゆえに，第一巻の議論は，いわば，ソクラテス的洗練された「コンヴェンショ
ナリズム」によるトラシュマコスの粗野な「コンヴェンショナリズム」批判という体裁のものとなったのであり，それ
ゆえにまた，その議論は，われわれに，デモスの支配という意味での「民主制」の本源的な問題点を指し示す議論とな
りえたのである。
　ところで，『国家』は，「平和」が脅かされつつあったポリスにあって，進取の気風をもって，来るべき時代の「正義」
と「平和」の実現に向かわんとする人々によって行われた対話の報告という形をとっていた。「平和」が失われつつあ
る都市において，エロスの権化とも言うべきトラシュマコスを排除するか，矯正して民主制の一員に迎え入れるかは，
重大な関心事であったはずである。『国家』は，「トラシュマコス」の原理であるエロスを手懐け，同時にもうひとつの
原理，ソクラテスの哲学に欠けているレトリックを取り戻させることによってその課題に応えようとした。そのために，
プラトンは，トラシュマコスに体現されるエロス，つまり魂の「気概」的部分を断ち切る必要があった。第一巻でのソ
クラテスは，確かに，トラシュマコスを黙らせたように，「気概」の対極に位置する「節度」や「控えめ」や「謹厳実
直さ」を称揚した。それが元になって，ソクラテスは，「正義」を，禁欲的な「節度」と結びつく「専門的知識（epistēmē）」
や「技術的知識（technē）」とすり替えたのである。
　しかし，このことによって，ソクラテスの民主制的ロゴスは，本来の哲学的あるいは弁証法（問答）的ロゴスと関わ
りをもつエロスまでをも駆逐してしまうことになったのである。第二巻以後の全議論は，この弁証（問答）法的ロゴス
を回復させる試みと言えなくもないが，そこで試みられている言論による都市建設においても，依然として，詩人追放
論と「ディオニュソス的なもの」の忌避の姿勢が貫かれているように思われる。そのことは，第五巻でのディオニュソ
ス祭への言及に際し，グラウコンが口にした「合唱隊に耳を傾ける者たち」は「似非哲学者」（475d-e） であると言う
言葉によって示されている。『国家』の第二巻以後の議論で，グラウコンとともに，「節度（sōphrosynē）」あるいは禁
欲的徳の代表者たるアデイマントスがソクラテスの主要な対話者となっていること，さらには，第十巻でポリスへの帰
還を果たす詩人が，大衆を煽り立てることは得意でながらも平静状態を描くことは不得手であると言って都市（ポリス）
には不要であることを認めていることも，そのことを裏づけているように思われる。14

　最後に，『法律』では，「ディオニュソス的なもの」である劇と音楽が『国家』とはまったく逆の仕方で取り扱われて
いることを指摘して，第一巻を「民主制」論として読むわれわれの試みを閉じることにしたい。というのも，われわれは，

『饗宴』に描かれているあの人々の「友好的（convivial）」共存のなかに，プラトンの民主制論の本来の形が表明されて
いると考えるからである。『法律』の対話者たちは，三人とも老人たちである。そのうえ彼らは，実際に飲むわけでは
ないが「酒」の議論によって口を滑らかにしたうえでディオニュソスへの賛辞を語っている。歌舞団のなかにはロゴス
の場から立ち去ったケパロスと同類の老人たちが参加している。それを語っているアテナイからの客人は，哲学的レト
リックの欠陥を埋め合わせるロゴスが存在することを示しているように思われる。アテナイからの客人の語りは，ただ

「借りたものを神に返す」のではなく，彼らをも含めた都市の全構成員（市民）たちに，それぞれの者が相互に「借り
たものを返却する」，つまり生命をも含めて与えられた能力に応じて，お互い「自ら与えたものの返却を受け」「与えら
れたものを返却する」という「正義」を，われわれに教えているように思われる。デルフォイのアポロ的知恵をも凌駕
するこの客人のディオニュソス的知恵のなかにこそ，時と処を超えて妥当する，民主制と平和実現に必要とされる「異
種混合的（heterogeneous）な」知恵の原型が認められるのである。

14ただし、国家第十巻のこの個所で、自分がポリスに不要であることを認めながら、詩人が「高貴な嘘」の語り手としてポリスに帰還を果たしているこ
とには、注意を向けなければならない。
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地域の課題解決と地域金融機関経営を両立する
ビジネスモデルの在り方についての一考察

Consideration about the way of balancing local finance institution’s business model and 
local problem solution

藤　木　秀　明
FUJIKI Hideaki

要　　旨
　本論文では，地域金融機関が地域活性化により貢献していくための方途について，PPP（公民連携，Public Private 

Partnership）の観点から考察した。リレーションシップバンキング（地域密着型金融）の経緯，地域金融機関を取り巻

く環境の変化を整理し，地域金融機関が地域の課題解決に向き合う必要があることを明らかにした。

　併せて，ペストフのトライアングルを日本のPPP の現状に適用できるように修正・拡張した「PPPのトライアングル」

を用いて，地域金融機関自身と地域の接点を可視化することによって，日常の営業活動と地域の課題解決が結び付いてい

ることを明らかにした。

　それらを踏まえ，地域の課題解決と金融機関経営を両立するビジネスモデルの在り方として，事業再生ノウハウの公共

セクターへの応用，多様な金融手段（証券子会社の活用，セール＆リースバック取引，不動産の流動化，動産担保融資（ABL）

等）の活用，クラウドファンディングを活用した預金者との連携を提案した。

はじめに
　本論文では，地域金融機関が地域活性化により貢献
していくための方途について，PPP（公民連携，Public 
Private Partnership）の観点から考察する。
　第1章では，現在の地域金融機関の経営監督のルーツ
となっているリレーションシップバンキング（地域密着
型金融）の経緯を整理する。
　第2章では，第1章の経緯を経た現在の地域密着型金

融の下で抱える地域金融機関の現状と課題（預貸率の低
下等調達・運用面での課題，公共体向け与信への依存），
外的環境の変化（公共体の財政問題等）等を整理する。
　第3章では，第2章の認識を踏まえ，筆者の属する東
洋大学PPP研究センターが使用している「PPPのトライ
アングル」を用いて，地域金融機関自身と地域の接点を
可視化し，日常の営業活動と地域の課題解決がとのよう
に結び付くかを整理する。

Abstract
　In this paper, I examined the ways for regional financial institutions to contribute to regional revitalization from 

the perspective of PPP. I clarified that there is a need to face local problem solving of the region after explaining the 

circumstances of relationship banking (community-based finance), the change of the environment surrounding regional 

financial institutions.

　At the same time, by using "triangle of PPP" which was modified and expanded in order to apply a triangle of Victor 

Pestoff to the current state of Japanese PPP, I made it clear that a problem solution in a local area is related to daily 

business operation by visualizing the point of contact of the regional financial institution itself with the region. 

　Based on the above, as a way to solve regional problems and manage financial institutions, a business model that 

combines business revitalization know-how to the public sector, various financial means (utilization of securities 

subsidiaries, sale & leaseback transactions, liquidation of real estate, use of personal property collateral loan (ABL), etc.) 

and a collaboration with depositors utilizing crowd funding has been proposed.

キーワード：地域金融機関，リレーションシップバンキング（地域密着型金融）， PPP（公民連携），クラウドファンディ

ング

Keywords：regional financial institutions, relationship banking (community-based finance), PPP (Public/Private 

Partnership), crowd funding
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　第4章では，全体のまとめとして，地域の課題解決と
金融機関経営を両立するビジネスモデルについて考察す
る。

Ⅰ　リレーションシップバンキング
1．リレーションシップバンキング施策の背景 
　バブル崩壊後の金融不安は，コスモ信用組合，木津信
用組合の2信組の経営不安・破綻問題を切り口に，兵庫
銀行の破綻，それらはその後に続く，山一證券，北海道
拓殖銀行，日本債券信用銀行，日本長期信用銀行などの
破綻と続いていき，バブル崩壊後の日本経済の建て直し
に「金融システム不安」が阻害要因と認識された時代が
1990年代後半にかけて続いた。
　金融システム不安については，対処を巡る路線対立（い
わゆる「ハードランディング論」と「ソフトランディン
グ論」の対立）など様々な紆余曲折を経て，竹中平蔵金
融担当大臣による，金融システム不安に対する対応方針
が策定された。具体的には，平成14年10月30日に公表
された「金融再生プログラム―主要行の不良債権問題解
決を通じた経済再生―」（［金融庁2002］）及び平成15
年3月28日に公表された「リレーションシップバンキン
グの機能強化に関するアクションプログラム―中小・地
域金融機関の不良債権問題の解決に向けた中小企業金
融の再生と持続可能性（サステナビリティー）の確保
―』」（金融庁［2003a］，以下「第1次アクションプログ
ラム」），の2つの方針に示された。後者については平成
15年3月27日に金融審議会第二部会から報告書「リレー
ションシップバンキングの機能強化に向けて」（金融庁

［2003b］）が提出されており，この報告を受けた具体策
と位置づけられている。
　この2つの方針により，大手行と地域金融機関は同じ
アプローチを取らず区別して対応すること，特に地方金
融機関については金融庁［2003a］の「平成16年度ま
での2年間を地域金融に関する『集中改善期間』とした
上で，それぞれの中小・地域金融機関が本報告書の提言
に沿ってリレーションシップバンキングの機能を強化
し，中小企業の再生と地域経済の活性化を図るための各
種の取組みを進めることによって，不良債権問題も同時
に解決していくことが適当と考えられる。」という方針
に沿って「リレーションシップバンキング」の推進を通
じて与信管理や収益改善の取り組みがされることになっ
た。

2．リレーションシップバンキングの取組みの推進
　前節で説明したとおり，金融庁は，地域金融機関の不
良債権問題の解決の行政手法を主要行とは異なる対応を
採用し，第1次アクションプログラムで定められた方針
に従い，地域金融機関への経営改善の取り組みを行うよ

う指導した。
　具体的には，地域金融機関に平成15年度から16年度
の「集中改善期間」における中小企業金融の再生と地域
経済の活性化に向けた取組みについて機能強化計画を策
定させ，進捗状況を毎年度報告する必要があり，加えて
計画書・報告書ともホームページ等で公表させるもので
あり，国民の監視の下で地域金融機関の経営改革を実現
しようとしたものだと考えられる。
　リレーションシップバンキングは，平成15年度から
16年度の2年間を集中取組期間としていたが，平成16
年12月24日に公表された「金融改革プログラム」（金融
庁［2004］）の方針を反映し，平成17年度から18年度
までの2年間を対象とした「地域密着型金融の機能強化
の推進に関するアクションプログラム」（金融庁［2005］，
以下「第2次アクションプログラム」，）を策定し，引き
続きリレーションシップバンキング施策を継続した。す
なわち，第1次，第2次にわたり，平成15年度から18年
度までの4年間，集中改革が実行されたことになる。

3．金融審議会 第二部会報告書（平成19年4月）
　2．で説明した，リレーションシップバンキングの総
括を行う時期であった平成19年4月5日に，金融審議会
第二部会が第2次アクションプログラム後のリレーショ
ンシップバンキング施策のあり方について報告書「「地
域密着型金融の取組みについての評価と今後の対応につ
いて―地域の情報集積を活用した持続可能なビジネスモ
デルの確立を―」（金融庁［2007］）を提出した。
　この報告書では，平成18年度までの取組みによって
不良債権比率が低下したため「緊急時」から「平時」対
応へと転換するとしながらも，プログラム形式をとらず

「恒久化」すること，リレーションシップバンキング施
策を通じて地域金融機関に改善を求めた点や前述した利
用者アンケートでの消極的評価が上回った点については
引き続き取組みを求めている。
　金融機関に共通して取組みを求める内容としては，地
域密着型金融の本質に係わる，①ライフサイクルに応じ
た取引先企業の支援強化，②事業価値を見極める融資手
法をはじめ，中小企業に適した資金供給手法の徹底，③
地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢
献，の３点に限定し，具体的取組み方法は各金融機関に
委ねる形となっている。（図表1）
　地域活性化の金融機関の役割として注目されるのは，
前述「③地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済
への貢献」についての対応策である。（図表1）対応策
としては，大項目として「地域の面的再生」「地域活性
化につながる多様なサービスの提供」「地域への適切な
コミットメント，公的部門の規律付け」の3点が挙げら
れている。
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ば，地方公共団体の「メインバンク」として，責任ある
関わり方が模索されるべきところとなっているところで
ある。（詳細については第2章にて後述する。）
　以上のように，平成19年4月の金融審議会第二部会報
告書について，9年を経た執筆時点においても，地域活
性化に関連した政策対応としては適切であったと評価で
きる。しかしながら，現状において，地域金融機関がこ
れらの提言に沿った新たなアクションを取った事例につ
いて具体的に列挙していくことを試みると，残念ながら，
実践された好事例は限られているのが現状である。この
間にも地域金融機関は毎年度「地域密着型金融推進計画」
の進捗状況をホームページ等において公表しながら着々
と進めているはずであるが，目指すべき姿と地域金融機
関が対応できることのギャップを縮めていくよう政策対
応を進めていく必要があると考えられる。
　なお，近年，政府が進める「地方創生」に関する政策
に関連して，地域で産（産業界）学（学界）公（行政）
民（民間企業）金（金融機関）の連携が望まれると示さ
れ，国からの支援を受ける要件としてこの「産学公民金」
の協議会やプラットフォームを設立することがあげられ
た結果，地域からの要請によって否応なしに巻き込まれ
るケースが増えているようであるが，第2章以下で述べ
る地域金融機関を取り巻く環境の変化を踏まえれば，受
動的な取り組みでは，得られる効果は限られよう。

Ⅱ　地域金融機関を取り巻く環境の変化
1．預貸率の低下
　地域金融機関を取り巻く環境の変化について考察する
上で，先ず，地域内での資金循環や還流の度合いを示す
代表的な指標である「預貸率」の変化を確認する。
　日本銀行の統計「地域別預金・貸出残高」 より作成し
た，地域別の預貸率（預金及び貸出の年度別平均残残高
により算出）の推移を見ると，全国的に預貸率が低下傾
向にあり全国平均では67.2（2015年）となっている。（図
表2）
　地域別預貸率が低下している背景には，分母となる預
金が増加しているのに対し，分子となる貸出金が減少し
ていることの双方が影響していると言えよう。図表3及
び4は，1998年平均を100として指数化したものである
が，預金は全国平均で148.1（2015年）にまで増加し
ているのに対し，貸出金は95.1（2015年）と伸び悩ん
でいる。程度の差はあれ，預金の増加に対して貸出が伸
び悩んでいるのは共通した特徴である。
　多くの地域金融機関の使命として「地域への貢献」が
掲げられていることを考えれば，特に貸出について地域
内で運用されることが望ましいが，全体として低下傾向
にあることが課題となっているところである。（注1）
 

図表1　金融審議会 第二分科会報告書（平成19年4月）
の具体的な取組み内容

出所：金融庁ウェブサイト
(http://www.fsa.go.jp/singi/singi_kinyu/tosin / 
20070405/01.pdf)

　地域活性化と金融機関の役割について考察する観点か
ら注目されるものとして，「地域の面的再生」については，
地域金融機関に調査力や企画力を活かしたビジョン策定
への積極的支援をすること，「公民連携」への積極的参
画をすること，金融機関にはコーディネーターとしての
積極的参画を期待することが盛り込まれており，公民連
携（PPP）推進の担い手として期待が盛り込まれている。
　また，「地域活性化につながる多様なサービスの提供」
については，リバースモーゲージなど高齢者の資産の有
効活用，コミュニティ・ビジネスへの支援・融資などが
盛り込まれている。
　さらに，「地域への適切なコミットメント，公共部門
の規律付け」については，地方公共団体の財政悪化，近
年特に深刻な問題として社会全体に認識が共有されてき
た「社会資本（公共施設・インフラ）の老朽化」に伴う
財源不足の問題が顕在化してきたことを考え合わせれ

【推進のための具体的取組み】 

 

１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 

中小企業の様々な成長段階にあわせた審査・支援機能の強化。 

○ 事業再生 

・ 事業価値を見極める地域密着型金融の本質に係わる一番の課題。 

・ 企業価値が保たれているうちの早期再生と再生後の持続可能性ある事業再構築が

最も重要。 

・ 外部からの経営者の意識改革を促せるのは地域金融機関。 

・ 中小企業再生支援協議会、ファンドの一層の活用。 

・ アップサイドの取れる新たな手法、DIP ファイナンスの適切な活用等。 

○ 創業・新事業支援 

・ ファンドの活用、産学官の連携、再挑戦支援の保証制度の活用等。 

○ 経営改善支援 

○ 事業承継（地域企業の第 4のライフステージとして明示的に位置づけ、支援） 

 

２．事業価値を見極める融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

○ 事業価値を見極める融資＝不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資の

徹底 

・ 「目利き機能」の向上（特に、中小零細企業）。 

・ 定性情報の適正な評価、定量情報の質の向上。 

・ 動産・債権譲渡担保融資、ABL（Asset Based Lending）、コベナンツの活用等。 

○ その他中小企業に適した資金供給手法の徹底 

・ ファンドやアップサイドの取れる投融資手法の活用など、エクイティの活用によ

るリスクマネーの導入等。 

・ CLO やシンジケートローンなど、市場型間接金融の手法の活用。 

 

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

○ 地域の面的再生 

・ 調査力、企画力を活かした、ビジョン策定への積極的支援。 

・ 「公民連携」への積極的参画 

－ 官と民が役割分担、地域の全プレーヤーがビジョンを共有、連携した取組み。 

－ 「リスクとリターンの設計」、「契約によるガバナンス」が重要。金融機関には、

コーディネーターとしての積極的参画を期待。 

○ 地域活性化につながる多様なサービスの提供 

・ リバースモーゲージなど高齢者の資産の有効活用、金融知識の普及等。 

・ 多重債務者問題への貢献、コミュニティ・ビジネス等への支援・融資（特に協同

組織金融機関）。 

○ 地域への適切なコミットメント、公共部門の規律付け 

・ コスト・リスクの適切な把握による緊張感ある関係。地方財政の規律付けの役割。 
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公共体向け融資が顕著に増加している。図表5は，日
本銀行「業種別貸出金」をもとに，前掲図表と同様に，
1998年平均を100として，総貸出，地方公共団体向け
貸出，中小企業向け貸出を指数化したものであるが，地
域金融機関の中核的な貸出運用手段と考えられる中小企
業向け貸出が74.6（2015年）と3割近く減らしている
のに対し，地方公共団体向けは317.1（2015年）と3倍
以上に増えている。（図表5）

図表5　地方公共団体及び中小企業貸出残高の推移 

出所：日本銀行「業種別貸出金」より作成

　民間の大手信用会社の1社である株式会社東京商工リ
サーチは，地方公共団体向けの貸出金残高について，銀
行を対象に継続的なアンケート調査を行っている。「「地
方公共団体・中小企業等貸出金残高」調査」（東京商工
リサーチ［2016］）によると，「銀行112行の2016年3
月期の地公体向け貸出金残高は28兆3,708億円で，前年
同期（27兆4,442億円）より3.3％（9,266億円）増加した。
112行のうち，地公体向け貸出が前年同期を上回ったの
は71行（構成比63.3％）だった。内訳は大手2行，地銀
41行，第二地銀28銀行。前年同期は79行（同70.5％，
大手行2行，地銀50行，第二地銀27行）で，8行減少した。
　総貸出金残高に占める地公体向けの貸出比率は
6.60％で，前年同期比0.05ポイント上昇した。調査を
開始した2010年3月期以降，3月期では6年連続で前年
同期を上回り，貸出比率は最高を記録した。」と評価し，
地方公共団体の貸出金の増加基調にあることを指摘して
いる。また，貸出金に占める地方公共団体の比率が高い
銀行について，「112行のうち，地公体向け貸出比率が
前年同期を上回ったのは57行（構成比50.8％）で，前
年同期（53行）より4行増加した。
　地公体向け貸出比率のトップは，青森銀行の34.1％

図表2　地域別預貸率の推移 

出所：日本銀行「地域別預金・貸出残高」より作成

図表3　地域別預金の推移 

出所：日本銀行「地域別預金・貸出残高」より作成

図表4　地域別貸出金の推移 

出所：日本銀行「地域別預金・貸出残高」より作成

2．地域の公共体向け融資の増加
　1．の結果は，地域内での預金と貸出がミスマッチを
反映していると言え，その内容を見ていくと，地域の

総貸出 地方公共団体 中小企業
1998 100.0 100.0 100.0
1999 99.0 99.5 94.7
2000 95.3 98.6 96.4
2001 91.3 101.7 89.8
2002 86.7 114.8 81.9
2003 92.9 124.4 76.2
2004 80.2 134.5 73.9
2005 79.8 147.5 73.3
2006 81.3 160.5 76.5
2007 82.1 172.6 76.2
2008 84.6 199.7 74.9
2009 84.9 227.7 73.4
2010 83.6 248.4 71.7
2011 83.8 260.5 70.5
2012 85.2 277.7 70.1
2013 87.4 291.3 70.8
2014 90.1 305.6 72.3
2015 93.1 317.1 74.6
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（前年同期34.5％）で，2年連続でトップとなった。次
いで，北都銀行32.1％（同33.9％），北洋銀行25.1％

（同24.0％），岩手銀行23.8％（同23.5％），福島銀行
23.3％（同18.1％）の順。
　地公体向け貸出比率上位10行のうち，6行で前年同期
より貸出比率が上昇した。また，上位10行のうち，6位
の鳥取銀行を除き，9行が東北，北海道だった（前年同
期8行）。域内企業の資金需要を喚起できず資金運用先
が地公体向け貸出に向かっている可能性もある。」と述
べており，産業基盤が弱い地方の金融機関において，地
方公共団体に資金運用を依存しており，平均（前出の通
り6.60％） の5倍近くの割合に達する銀行も存在するこ
とが明らかになっている。

3．財政悪化のリスク
　2．で地方公共団体向けの貸出が増加していることを
整理したが，これが地域金融機関経営において肯定され
るのは，地方公共団体及びその信用補完をしていると考
えられる我が国の財政が健全であり，BIS規制が定める
通り政府（国及び地方公共団体等）の与信が真に低リス
クであることが前提である。BIS規制上，国や地方公共
団体向けの貸出に対するリスクウェイトは0%と低く評
価されており，増加する預金を企業向向け貸出で運用す
ることが難しい状況においては，国債など証券投資によ
る運用を強化（結果として前出の通り預貸率は低下する）
と併せて地方公共団体向けの融資を増加させざるを得な
かった側面がある。
　しかしながら，我が国の債務残高の対GDP比を国際比
較すると，232.4％（財務省［2016］）に達しており，
OECD諸国と比較して極めて高い水準にある。
　財政悪化に伴う国債の信用低下（金利上昇）及び国債
価格の低下という事態は，目下の金利水準を見る限り顕
在化していないものの，万が一の事態が発生すれば国債
の評価減，地方公共団体向けの貸出のリスクが顕在化し
た場合に大きな影響を受けることが避けられない状況に
ある。

4．社会資本の維持更新に伴う財政需要とリスク
　さらに，公共施設やインフラの老朽化に伴い，社会
資本の維持・更新に膨大な費用を要することが見込ま
れ，その対応の在り方は財政の制約，金融手法の開発
等多面的な問題解決のアプローチが必要となる。（根本

［2011b］）
　国全体の更新需要推計を行った事例としては，2010
年4月19日に開催された内閣府PFI推進委員会の会議資
料として，委員である東洋大学教授根本祐二氏が提出し
た資料「社会資本老朽化に伴う更新投資財源不足問題と
PFI／PPPの活用の提案」［根本2010b］ がある。［根本

2010b］には，「公共施設（＝ハコもの。学校・病院・
公営住宅・庁舎・社会教育施設など），道路，橋りょう，
上水道，下水道の現在のストックを50年間（道路舗装
は15年間）で更新するための更新投資額をおおまかに
試算すると，総額337兆円，8.1兆円／年となる。」と記
されており，わが国全体での公共施設・インフラの老朽
化に要する将来負担が膨大な金額であることを示した。
　また，神奈川県秦野市や千葉県習志野市，さいたま市
など先進的な地方自治体が，現在保有する公共施設の現
状と課題を明らかにした「公共施設白書」を作成し，「公
共施設再配置計画」等の名称で長期的な対応策を策定し
ており，公共施設の老朽化と将来負担のリスクを現実に
解決する取り組みとして注目されている。
　国レベルでも平成25年11月に内閣官房で「インフラ
老朽化基本計画」が策定されたものに続き，地方公共団
体での推進を目的として，平成26年4月に総務省が地方
公共団体に対して「公共施設等総合管理計画」の策定を
要請した。この要請は，公共施設のみならず，道路，橋
りょう，上下水道等，地方公共団体が管理する社会資本
全体を対象に，長期的な人口や財政の視点を踏まえて策
定するよう求めている。総務省の要請を受けて，（先に
挙げた先進的な地方自治体の問題意識や計画の洗練度で
は及ばない例も少なくないものの，）殆ど全ての地方自
治体が公共施設・インフラの老朽化の現状を把握し，長
期的な政策課題として捉え，解決するために公共施設の
統廃合や複合化を行う計画の策定（注2）や，予防的保
全を行うことによるコストの縮減など，ファシリティマ
ネジメント（FM）の取組を進めつつある。
　以上を考慮すれば，地域金融機関は，地方公共団体に
対して，「公共施設等総合管理計画」の実行で発生する
公共事業の資金需要に応えることが求められることにな
る。前述したとおり財政状況が我が国全体として悪い状
況にあることを考えれば，「公的部門に対する規律付け」
を意識した対応，すなわち，公共施設老朽化に関する財
政需要の抑制，効率化する手段としてのPPP/PFIの活用
といった従来地方公共団体の内部のみで検討されてきた
上流段階の検討についても，地域金融機関がファイナン
スの実現性の観点から点検・評価し，必要に応じて助言
することも必要になるものと考えられる。

5．地域課題に向き合うことの必要性
　本章で地域金融機関を取り巻く課題について整理して
きたが，地域金融機関の預貸ギャップに対応した運用面
での課題（1.），運用先としての地方公共団体の信用の
実態面の課題（2.，3.，4.）に整理できる。そして，運
用先としての地方公共団体の信用の実態面の課題につい
て，財政面について大きな課題があることが明らかと
なった。
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以下，根本［2012］をもとに，PPPのトライアングル
の概念を説明する。

（1）PPPのトライアングルの定義
　根本［2012］は，PPPのトライアングルの定義につ
いて，「公共サービスの提供等を誰が担うのかを示すツー
ルの一つがPPPのトライアングルである。これは，ス
ウェーデンの政治学者ビクター・ペストフ氏が，社会福
祉サービス分野における地域内のボランティア，民間の
有料サービス，政府の公的扶助などの相互関係を明確に
記述したものを原型として，筆者が日本のPPPの現状に
適用できるように修正・拡張したものである。」と説明
している。
　また，その効果として「これにより，現実の公共サー
ビスがどのような仕組みで実施されているかを把握する
ことができる。」（根本［2012］）と説明している。

（2）PPPのトライアングルの仕組み
　PPPのトライアングルは，図表6のように表現される。

図表6　PPPのトライアングル 

出所：根本［2012］

　図表6の政府セクター，市場セクター，地域セクター
は公共サービスの提供主体である。政府セクターは，国，
地方自治体などの公権力を有する機関である。市場セク
ターは民間企業である。NPO でも営利事業を行う場合
は市場セクターの領域に位置すると考える。地域セク
ターは，家庭内の自助，近隣の共助の他，ボランティア
を含んでいる。NPOの非営利活動はこの領域に位置す
る。
　3つの主体の性格をより分かりやすく把握するには3
本の補助線が有効であり，根本［2012］は，以下のよ
うに説明している。

　水平方向の線は，立法，徴税などの公権力を有す
る【政府】かそうでない【非政府】かという「公権
力区分線」である。政府セクターは当然公権力を有

　ここで，第1章で整理した，第2次アクションプログ
ラム後のリレーションシップバンキング施策のあり方に
ついて提出した報告書『地域密着型金融の取組みについ
ての評価と今後の対応について』（平成19年4月5日）と
の関係を整理すると，金融機関に共通して取組みを求め
る①ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化，②
事業価値を見極める融資手法をはじめ，中小企業に適し
た資金供給手法の徹底，③地域の情報集積を活用した持
続可能な地域経済への貢献，のうちの③に関連すること
が確認できる。③の具体的な施策は，第1章で整理した
ように，「地域の面的再生」（地域金融機関に調査力や企
画力を活かしたビジョン策定への積極的支援をするこ
と，「公民連携」への積極的参画をすること，金融機関
にはコーディネーターとしての積極的参画を期待するこ
と），「地域活性化につながる多様なサービスの提供」（コ
ミュニティ・ビジネスへの支援・融資等），「地域への適
切なコミットメント，公共部門の規律付け」などが盛り
込まれていた。
　しかしながら，これまで検討した預貸率の低下，政府
向けの与信拡大（国債・地方債への運用依存）等をみれ
ばこうした役割を果たしているとは言い難く，金融庁

［2007］で求められていた「地域の情報集積を活用した
持続可能な地域経済への貢献」を実現する手段としての，

「地域の面的再生」「地域活性化につながる多様なサービ
スの提供」「地域への適切なコミットメント，公的部門
の規律付け」の3点を実現し，地域の課題解決と金融機
関経営とを両立するビジネスモデルのあり方が模索され
るべきと考えられる。

Ⅲ　地域金融機関と地域社会の接点の可視化
　第3章では，地域の課題解決と金融機関経営とを両立
するビジネスモデルのあり方を検討するために，地域金
融機関と地域社会の接点の可視化を試みる。
　可視化にあたって，筆者がリサーチパートナーとし
て研究協力を行う関係にある東洋大学PPP研究センター

（センター長：根本祐二東洋大学経済学部教授）において，
PPPのアクターとなる政府，市場，地域との関係の可視
化の手法として概念整理を行った「PPPのトライアング
ル」を使用する。そのため，1.において概念を説明し，2．
以降でPPPのトライアングルを使用した可視化を行う。

1．PPPのトライアングル
　PPPのトライアングルは，PPP研究センター長である
東洋大学経済学部根本祐二教授がディスカッションペー
パー「公民連携における官民公私の関係に関する一考察」

（根本［2010］）において発表し，論文「PPP 研究の枠
組みについての考察（2）」（根本［2012］）において
PPP研究における枠組みの中で位置付けたものである。

非公式
政府セクター

地域セクター 市場セクター

営利

政府

非政府

公式 非営利

目的区分線

公権力区分線

安定的責任区分線
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利・公式」である。根本［2012］では，政府が推進し
ていた「新しい公共」に関連し，地域セクターが公式の
ハードルを超えた場合（例としてPFIや指定管理者に参
加する場合，図表６の①），公式のハードルを下げる場
合（例としてアドプト制度，同②），営利目的である市
場セクターの行動原理を維持したまま，目的を非営利に
移動させる場合（例として社会的企業，同③）の3つを
挙げている。
　なお，平成22（2012）年に政権が再交代し，政府は「新
しい公共」に代わり「共助社会づくり」を使用している
が，PPPのトライアングルにおける含意は同様に考える
ことが可能である。

図表7　PPPのトライアングル(2)

出所：根本［2012］

　
2．地域金融機関と地域社会の接点の可視化
　1．で説明したPPPのトライアングルをもとに，地域
金融機関が持っている地域との接点のイメージの可視化
を試みた。（図表8）

するので【政府】であり，市場セクターと地域セク
ターは【非政府】である。
　右上がりの線は，【営利】か【非営利】かという

「目的区分線」である。市場セクターの目的は【営
利】であり，政府セクターと地域セクターは【非営
利】である。
　右下がりの線は，【公式】と【非公式】を区分し
ている。具体的には，公共サービスを安定的に提供
する義務を負うかどうか，特に，資金調達を自立的
に行えるかどうかの「安定的責任区分線」と定義付
けている。政府セクターと市場セクターは法的義務
を負って活動している【公式】の存在であり，常に
安定的にサービスを供給する責任が求められる。こ
れに対して地域セクターは，必ずしもそうではない

（＝【非公式】）。近所のお年寄りを時々買い物に連
れて行くのは善意に基づく好ましい行為であるが，
都合が悪くなって連れていけないからと言って約束
違反で訴えられるものではない。仮に訴えられるな
ら，料金を受け取る有償サービス（図6では市場セ
クターの活動）に変えざるをえない。その場合，サー
ビスの本質はまったく別物になっている。
　3つの補助線（公権力区分線，目的区分線，安定
的責任区分線）により，3つのセクターは，「政府・
非営利・公式」を特徴とする政府セクター，「非政府・
営利・公式」を特徴とする市場セクター，「非政府・
非営利・非公式」を特徴とする地域セクターに整理
することができる。

（3）狭義のPPP
　PFIや指定管理者制度など，契約によるPPPは，政府
セクターと市場セクターの間の矢印により表現すること
ができる。（図表7）

（4）新しい公共・共助社会づくり
　中心部分の逆三角形の部分の性格は，「非政府・非営

非公式
政府セクター

地域セクター 市場セクター①

②

③

営利

政府

非政府

公式 非営利

狭
義
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

新しい

公共

図表 8　地域金融機関と地域社会の接点の可視化

出所：藤木［2012］をもとに筆者作成
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さな政府へ」の変革等と考えられる。具体的には，一般
的に「行政改革」と呼ばれる業務の効率化，行政改革の
実行において求められるPFIや指定管理者制度，民間委
託などのPPPの導入が課題である。地域金融機関には，
これらのPPPの導入に先立つ調査，PPPが実現した場合

3．地域課題と解決の方向性
　図表8に，地域金融機関と地域と関連した視点から重
要と考えられる地域課題と解決の方向性を書き加えたも
のが，図表9である。
　政府の課題は，財政の悪化であり，解決の方向性は「小

中間支援組織と連携した技術的支援（テクニカル・アシ
スタンス）が業務となると考えられる。
　なお，地域金融機関の中には，シンクタンクや研究所，
コンサルティング部門を擁している場合がある。このよ
うな部門を有している場合には，図中A，B，C，Dのい
ずれにも関与することが可能である。金融機関としての
取引の実需がなくとも対応が可能であること，金融機関
自身の責任を伴わず比較的自由に活動ができることを活
用すれば，地域課題の発掘から解決策の構築及び実行ま
での全体にわたり，資金調達（投資・融資の実行）その
もの以外は幅広く関与することは可能と考えられる。
　金融機関は，地域貢献として地域のプロジェクトへの
貢献を要請されやすい立場であり対応に苦慮しがちであ
る。しかしながら，金融取引と地域の関係を意識した
対応体制を取ることで，地域の課題を解決する金融ソ
リューションを提供の提供をより効果的に行える可能性
はあるものと考えられる。また，地域の再生や活性化を
意図するプロジェクトへの事業採算性，事業リスクを低
減する取り組みを融資相談が来る前の企画段階から応じ
ることで，金融機関として支援可能（Bankable）形と
して仕立てることで，地域として必要な公共性のあるプ
ロジェクトやサービスを，地域の企業や市民が連携した
ソーシャル・ビジネスとして維持・拡大する選択肢が広
げられる。

　金融機関自身は，企業であるので，「市場」の一員で
ある。政府セクター及び地域セクター，市場セクターと
の取引や関わりを色の付いた矢印で表現している。
　政府（国，地方公共団体）との取引は，指定金融機関
業務であると考えられ，預金，地方債の引受・流通に関
する業務であると考えられる。地方債の引受に付随して，
近年深刻化している地域の自治体の財政問題への対応，
経営の規律付け・モニタリング等経営改善に関する業務
も含めて考えることができる。公務金融渉外において接　
点があると考えられる。（図中A）
　地域の企業はとの取引は，「市場」の域内で完結して
おり，預金，貸出などの取引である。営業店にて接点が
あると考えられる。（図中B）
　地域との取引は，地域住民向けの個人取引については，
預金及び貸出（ローン）取引である。本部のCSR担当や
営業店で接点があると考えられる。（図中C）
　ソーシャル・ビジネスや事業性NPOなど，「共助社会
づくり」や「新しい公共」の担い手向けの取引は「市場」
と「中心の空白部分」との間の取引であると考えられる。

（図中D）「公式化」がされていない任意団体として活動
している段階では，「地域」と「市場」の間の取引とな
るが，預金の受入れはできても貸出取引は難しいであろ
う。「共助社会づくり」や「新しい公共」の担い手は，
財務基盤が全般的に弱いベンチャー企業としての側面を
持つことを考えれば，預金及び貸出取引に加え，行政や

図表 9　地域課題と解決の方向性

出所：藤木[2012]をもとに筆者作成
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図表10　東洋大学PPP研究センターのPPPの分類

出所：根本[2011a]

のファイナンスによる支援を行うことが期待される。
　市場の課題は，地域産業の育成等と考えられる。財政
状態の悪化により，従来のように税金を原資とした支援
策が難しくなることを考えれば，地域金融機関には，現
状を適切に認識すること，地域資源を活用した6次産業
化，観光，再生可能エネルギー（太陽光，風力，地熱，
バイオマス，小水力等）の活用など有望な手法や実施ス
トラクチャーを設計することが期待される。
　地域の課題は，「共助社会づくり」の推進，地域課題
に対し税金を原資とせず事業を通じて解決するソーシャ
ル・ビジネスの育成等であると考えられる。政府の財政
が悪化し，税金を原資とした問題解決が難しくなる事態
に対して，地域の課題を，住民との協働，ボランティア，
自助・共助を通じて解決していく必要性は広く共有され
ているところであるが，ソーシャル・ビジネスのように
事業を通じて解決していくこともまた同様に期待されて
いるところである。ソーシャル・ビジネスをはじめとし
た「共助社会づくり」の担い手を増やしていくためには，
自助・共助の社会化，責任ある担い手とするための公式
化（一つの例として法人化が挙げられる）が課題となっ
ていると考えられる。地域金融機関には，事業化への支
援（テクニカル・アシスタンス）や融資による支援が期
待される。
　上記で指摘した地域金融機関の対応策は，全て2．で
述べた地域金融機関が持っている地域との接点において
実際に行っているビジネス活動の範囲内であり，実行す
ることは十分可能であると考えられる。

Ⅳ　地域の課題解決と金融機関経営を両立するビ
ジネスモデルの在り方

　第4章では，本稿のまとめとして，地域の課題解決を
と金融機関経営を両立するビジネスモデルの在り方を提
案する。

1．事業再生ノウハウの公共セクターへの応用
　第1章で検討したように，地域金融機関はバブル崩壊
以降，金融庁によるリレーションシップバンキングの推
進，2次のアクションプログラム後の地域密着型金融の
推進により，大きな環境変化を経験した。リレーション
シップバンキングの推進においては，大手行とは異なる
アプローチにより，リレーションシップバンキングの機
能を強化し，中小企業の再生と地域経済の活性化を図る
ための各種の取組みを進めることによって，不良債権問
題も同時に解決していくことが適当という姿勢で進めら
れた。
　本稿では地域活性化と地域金融機関の役割の全体像を
論じるため詳細には触れなかったが，リレーションシッ
プバンキングの推進を通じて，中小企業の再生すなわち
事業再生のノウハウが地域期金融機関においても蓄積さ
れてきているものと考えられる。そのノウハウを公共セ
クターに応用して，財政難にある地方公共団体の経営改
善の提案，実行における各種金融支援を行うことがビジ
ネスモデルとして考えられる。
　東洋大学PPP研究センターでは，PPPを「公共サービ
ス型PPP」，「公有資産活用型PPP」，「規制・誘導型PPP」
の3類型に分類している。分類は，①対象となる事業が
公共サービスか民間サービスか，②その事業が行われる
空間が公有か民有かの2点により行っており，図表10の
ように整理される。（根本[2011a]）

公共サービス型 公共資産活用型 規制・誘導型
対象となる事業 公共サービス 民間サービス 民間サービス

その事業が
行われる空間 原則、公有地・公有建物 原則、公有地・公有建物 原則、民有地・民有建物

主な形態
PFI、指定管理者、市場化

テスト、民営化など
BOT、BTO、DBなどを含む

公有地活用、公有建物活用

企業誘致、まちづくり、
商店街再生、観光振興、

地場産業振興など
構造改革特区・地域再生・

都市再生

関連法規
PFI法

地方自治法
公共サービス改革法

国有財産法
地方自治法

構造改革特区法
まちづくり三法

地域再生法
都市再生特別措置法

　この3つの分類のPPPについて，民間企業の事業再生
の取組みで一般的にとられる着眼点と対比して説明す
る。一般的に，民間企業が経営不振に陥った場合には，「コ

スト削減を通じた利益の確保」，「資産リストラ（売却な
ど）」，「売上の拡大」の3つの着眼点で検討するのが一
般的である。自治体の場合には，これらの着眼点を，（A）
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「コスト削減を通じた地方債償還財源の確保」，（B）「財
務体質の改善，経営改革原資の確保」，（C）「税収の増加」
という表現に置き換えることが可能である。（図表11）
　（A）に対しては，公共サービス型PPPを検討すること
が可能である。市場化テスト，PFI，指定管理者制度な
どが考えられる。（B）に対しては，公有資産活用型PPP
を検討することが可能である。PRE戦略，公共施設再配
置等により生じる公的不動産（PRE）の有効活用に関す
るPPPが考えられる。（C）については，規制誘導型PPP
が考えられる。地域の魅力を維持向上し，産官学金が連
携した取組みを，従来から取り組んでいる個々の地域企
業の経営改善と併せて行うことでより一層の地域活性化
に資すると考えられる。
　地域金融機関にとっての含意は、これら（A）、（B）、（C）
のいずれの政府の場合となったとしても、PPPプロジェ
クトの推進に伴う事業機会が存在するということであ
る。（A）の場合には、公共サービス型PPPであり、PFI/
PPP事業への投融資機会が存在する。また、PFI/PPP事
業化に伴う検討段階で発注者である官（政府・地方自治
体）に対するフィナンシャルアドバイザー業務のみなら

ず、応札する民間事業者に対しても同様にフィナンシャ
ルアドバイザー業務の事業機会が創出される。（B）の
場合においては、公有資産活用型PPPであり、不動産プ
ロジェクトのノウハウを活用して対応することが可能で
ある。PFI/PPP事業の場合には、（A）と（B）の両方の
性質を併せ持つプロジェクトとなる場合もありうる。
　一方（C）の場合には、規制・誘導型PPPであるため、
金融機関自身のみならず、自治体やそれに準じる公的団
体（例、商工会議所など）とのパートナーシップが欠か
せないものと考えられる。事業構想の策定、関係者や市
民を巻き込んだワークショップによるビジョンの共有を
通じて基本計画や実行計画を策定し、それらの計画が具
体化結果生まれたプロジェクトが投融資機会となりうる
という点が異なる。そのため、営業部門のように短期で
投融資金額や収益の目標を実現することを使命づけられ
た部門では対処することが難しいと考えられ、金融機関
の企画部門やシンクタンクなど長期の視点で地域のビ
ジョンを考えるミッションを負える部門で体制を組み、
構想段階から関与することが望ましいと考えられる。

図表11　公民連携（PPP）活用の視点

出所：藤木[2012]

企業の場合の着眼点 政府の場合の表現 利用される行政改革手法、PPPの手法と類型 事　　　例
1．コスト削減を
通じた利益の確保

（A）コスト削減を
通じた地方債償還
財源の確保

市場化テスト、PFI、指定管理者制度、業
務委託の活用
→公共サービス型PPP

刑務所PFI、すべての町道の維持管理補修
事業を対象とした指定管理制度導入（26%
削減、北海道清里町）、市業務のアウトソー
シング会社設立（愛知県高浜市）

2．資産リストラ
（売却など）

（B）財務体質の
改善、経営改革
原資の確保

PRE戦略（公共施設白書の作成、公共施設
の再配置）
→公有資産活用型PPP

ヤマト運輸のコールセンター誘致（新潟県
南魚沼市、三重県名張市）、公有温泉の民
営化、奈良県「養徳学舎」の建替え

3．売上の拡大 （C）税収の増加 地域自体の魅力の維持向上や地方再生の取
組み→規制・誘導型PPP

大分県豊後高田昭和のまちづくり

2．多様な金融手段の活用
　金融支援の手法についても従来型の融資を中心とした
支援に留まらず，多様化した金融技術を活用することが
可能である。
　融資は貸借対照表（B/S）の右上部分（負債）に支援
するファイナンス手法であるが，より右下部分の資本へ
の支援（出資），資本と負債の中間部分（メザニン）へ
の支援が考えられる。出資については，金融機関が直接
行う方法に加え，証券子会社やファンドを使う方法も考
えられる。また，2014年の金融商品取引法の改正によ
り制度化された「投資型クラウドファンディング」を活
用することで，金融機関の預金者とともに支援する形態
も取りうる。（5-3にて詳述）
　また，貸借対照表（B/S）の左側の資産を活用した資
金調達手段として，「セール＆リースバック取引」をな
ど不動産の流動化や，売掛債権の流動化動産担保融資

（ABL）も一般的になってきている。
　本稿で述べた深刻な財政状況などを考えれば，地方公
共団体が保有する資産に注目し，「セール＆リースバッ
ク取引」による不動産の流動化など公共サービスとして
の利用を担保しながら資金調達手法としても活用するこ
とが検討の俎上に乗る可能性はありうるものと考えられ
る。
　売掛債権の流動化や動産担保融資（ABL）についても，
金融機関の既存の取引先の間に展開するのにとどまら
ず，新たなベンチャー企業として側面を持つ地域活性化
のプロジェクト（6次産業化等）を支援する仕組みとし
て活用が広がれば，事業拡大を行うための運転資金支援
を広げることが可能と考えられる。

3．クラウドファンディングを活用した預金者との協働・
連携による支援
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地域の課題解決と地域金融機関経営を両立するビジネスモデルの在り方についての一考察

　本稿では地域金融機関を対象に論じてきたが，地域活
性化や，既存の金融機関の融資が受けにくい事業（コ
ミュニティ・ビジネス等）の支援のために，市民自身が

「志ある資金」を集めてファンドやNPOバンクを設立し
たり，少人数私募債や匿名組合出資を活用した投融資を
行ったりする動向がある。また，近年ではインターネッ
トを活用して匿名組合出資を仲介するサービス（ミュー
ジックセキュリティーズ社「セキュリテ」等）や，寄付
のマッチングサービス（「Ready For?」等）が生まれて
きている。
　クラウドファンディングは，上記のようなサービスが
匿名組合出資など既存の金融手法の中で行われてきたと
ころであるが，第二次安倍政権において政府が成長戦略
を実現するための政策の1つとして位置づけられ，成長
戦略を纏めた文書「日本再興戦略－JAPAN is BACK－」

（平成25年6月14日閣議決定）に，「また，ベンチャー
など新規・成長企業と投資家をインターネットサイト上
で結び付け，多数の投資家から少額ずつ資金を集める仕
組み（クラウドファンディング）について検討し，本年
中に制度改正が必要となる事項を整理する。」（p.12）と
書き込まれたことを機に政府による環境整備の取組が加
速度的に進められた。翌年の平成26年5月23 日，「金融
商品取引法等の一部を改正する法律」（以下，金商法等
改正法）が参議院本会議で可決され，成立した（衆議院
本会議では5月13 日に可決）。国会での動きと並行して，
政府側では，内閣官房地域活性化統合事務局（現内閣府
地方創生推進室）が「ふるさと投資」連絡会議を設立（内
閣府[2014]）し，クラウドファンディング事業者のみ
ならず，関係省庁，地方自治体，地域金融機関，証券業
界が一同に会し連携して，クラウドファンディングを活
用し，上述のプレーヤーが連携して地域活性化を支援す
る「ふるさと投資」の案件形成を進めるための取り組み
を始めた。
　クラウドファンディングは，一般に，出資者に対する
リターンの類型により，「寄付型」，「購入型」，「投資型」
の3類型に分類される。その特徴は，「寄付型」はリター
ンの提供は行われない（例：ウェブサイト上で寄付を募
り，寄付者向けにニュースレターを送付する等），「購入
型」は金銭以外のリターンの提供（例：購入者からの前
払いで集めた代金を元手に製品を開発し，購入者に完成
した製品を提供する等），「投資型」は金銭によるリター
ンの提供（例：運営業者を介して，投資家と事業者との
間で匿名組合契約を出資し，出資を行う等）に整理でき
る。
　金商法の改正では，「投資型」のクラウドファンディ
ングに関する規制緩和が行われており，「寄付型」「購入
型」と併せて活用していくことができれば，従来は地域
金融機関と距離があった「志ある資金」の活用と協働・

連携して地域活性化のプロジェクトを支援することは可
能である。
　当学が立地する関西地区周辺においては，クラウド
ファンディングが制度化される以前から，「西粟倉共有
の森ファンド」（平成の合併で合併を選択しない中，最
適かつ効率的な森林管理を行うために，高性能林業機械
の購入などの初期投資に必要な資金調達を，国内初の森
林・林業支援を目的とした2009年の事例）や「黒壁ファ
ンド」（滋賀銀行の設立したファンドが及び個人から投
資を募った2011年の事例）など現在の「ふるさと投資」
の理念を先取りした実績がる。現在では，多くの地域金
融機関が自治体や地域企業と連携して多くの案件を掘り
起こして具体化し，成果を上げていくことが求められよ
う。
　その際には，ファンドとしての投資が適切なリターン
を得ていくこともさることながら，「ふるさと投資」の
案件を機にさらなる農林水産業・商工業・観光をはじめ
としたサービス産業の新たなマーケットの創造に波及し
ていくことにより，新たな投融資の需要を生み出すとい
うことに繋がることがもとめられよう。また，多くの地
域で課題となっている人口減少への対応についても，地
域の今後を担う若い世代が結婚や出産の心配をすること
なく生活できる水準の収入を得られ，彼らの子供たちが
ふるさとに希望と誇りをもって生きていける地域の産業
基盤を再生（または再構築）していくことも求められる
と考えている。

おわりに
　地方創生や地域活性化の実現のために、地域金融機関
や金融機能への期待は高まっている。地域金融機関を取
り巻く経営環境は厳しさを増している中、金融機関のビ
ジネスの論理だけでなく、本稿が行政や市民（金融機関
から見れば預金者でもある）との連携により、地方創生・
活性化推進の一助になれば幸いである。

注
（1）各種文献や関係機関ヒアリングによると，預貸率
は金融機関の形態毎に分解すると差があり都市銀行を除
いて考えるべきとする意見がある一方，大都市部では都
市銀行が地域金融機関の役割を兼ねている実態，合併に
よりそれは強まっている（例，神戸銀行が合併を経て太
陽神戸銀行，太陽神戸三井銀行，さくら銀行を経て現在
は三井住友銀行）例もあり，都市銀行にも地域との関係
性を意識する必要性はあるものと考えられ，慎重な精査
が必要である。

（2）先進例の1つとして挙げ，筆者が委員の一人として
計画策定に関与した秦野市（神奈川県）の「秦野市公
共施設再配置計画」は，「秦野市公共施設白書」作成を
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通じた公共施設の現状と課題を整理して直ちに計画策定
に着手し，40年間で公共施設の約40％を削減する数値
目標を含む計画を策定した。策定後の取組では財政効果

（第１期基本計画前期実行プランの5年間で10.6億円の
効果）を生み出したこと等が評価され，2016年に日本
計画行政学会第16回計画賞最優秀賞を受賞した。
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『女の一生』における「食」
Eating in Maupassant’s Une Vie

北　川　美　香
KITAGAWA Mika

要　　旨
　19世紀フランスを代表するレアリスム作家モーパッサンは，現実世界を忠実に描くことを旨としていた。そのため，

実生活に欠かせない要素である「食」は，作品で取り扱われる重要テーマの一つに数えられる。彼の長編小説『女の一生』

（1883）を俯瞰すると，労働者階層に関しては，食欲と密接に結びついた本能的な行動として「食」が描かれるのに対し，

富裕階層については，栄養補給と切り離された社交としての「食」が中心に据えられている。冒頭部，主人公ジャンヌは

貴族の娘として何不自由ない生活を送り，儀式的な「食」を享受している。しかし，小説後半，家族の死や息子の放蕩な

どにより彼女は経済的に困窮していく。それに伴って食事は社会的価値を失い，命を繋ぐのに欠かせない本来の役目を果

たすに過ぎなくなる。これは，主人公の経済的・社会的地位低下，ひいては当時の貴族層の没落を如実に表している。モー

パッサンは『女の一生』における「食」を通じて，産業の発展と共に相対的な収入低下から経済基盤が緩やかに崩壊して

いく貴族階級の終焉をも描こうとしたのではないだろうか。

はじめに

　映画『レ・ミゼラブル』が予想以上にロングランとなり，
日本におけるミュージカル映画史上最高の興行収入を上
げたのは，まだ記憶に新しい。19世紀のいわば全く時
代遅れの小説が，習慣も文化も大きく異なる現代日本に
生きる私たちを魅了したのはなぜだろうか。『レ・ミゼ
ラブル』はヴィクトル・ユゴーが1862年に執筆したフ
ランス文学の巨編で，19世紀フランスの懸命に生きる
人々の暮らしや心の動きが細やかに描かれている。時代
や場所が違っても，人間の生活するありさまやその時々
に抱く感情には相通ずる点があるからこそ，私たちの心
を揺さぶったのではなかろうか。
　同じく19世紀フランスを代表するレアリスム作家
モーパッサンにとっても，日常生活や登場人物の心情に
関する描写は小説に欠かせない要素であった。その中で

も「食」は最も重要な因子の一つである。なぜならば，
彼は作品の中で現実世界を忠実に描くことを旨とし，人
間の欲望を正面から見据えたので，人間の3大欲求の一
つに数えられる「食欲」を満たすための「食」は，当然
避けては通れないテーマのはずだからだ。この点につい
ては，モーパッサンの処女小説『脂肪の塊』を取り上げ
た拙論で詳しく論じている１）。モーパッサンと「食」の
関係については他の研究者も多くの興味深い指摘を行っ
てきた２）。
　本稿ではモーパッサンの「食」の問題を考える素材と
して，長編『女の一生』（1883）を取り上げてみたい。
筆者は以前この小説の宴会シーンをフロベールの『ボ
ヴァリー夫人』と比較したことがある３）。そこでも『女
の一生』における「食」の重要性を考察したが，残念な
がら紙面の都合上，宴会場面以外を検討する余裕がな
かった。そのため，本稿では『女の一生』のストーリー

Abstract
　Maupassant, one of the most famous French realism writers in the 19th century, aimed to describe the real world 

accurately. Thus, “eating”, which cannot be ignored in daily life is a main theme in his works. In Maupassant’s novel Une 
Vie (1883), the act of eating for laborers is related to their appetite, while aristocrats’ eating habits are viewed as a social 

activity. However, as the novel continues, the heroine, a daughter of a baron falls into poverty. During this time, her 

meals are deprived of their social meanings and become an indispensable element of survival. This fall clearly reflects the 

degradation in the status of the heroine and also the decline of aristocracy because of the relative decrease of the income 

through the industrial development in the late 19th century in France.

キーワード：モーパッサン，『女の一生』，食

keywords：Maupassant, Une vie
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全体に対して「食」が果たす役割を追いながら，「食」
の使い方の移り変わりが小説の構造にいかに関わってゆ
くのかを論じてみたい。

I　「食」の社会的側面

　本来，「食」はヒトを含め，あらゆる動物が生命を維
持していくために不可欠な私的営みであった。しかし，
それと同時に，人間が高度な文化を作り上げていく過程
で食の文明化が進み，食べる行為も他者の目を意識した
身体技法を必要とする公的な意味が付加されてきた。つ
まり，文明の発展と共に「食」には生物学的側面以外に
社会的及び文化的な意味合いが付け加えられるように
なった訳だ４）。
　従って，食べ物を消費することは，単に栄養素を摂取
したり，最低限の食欲を満たしたりする本能的行動にと
どまらない。食事は人間社会の中で儀式的な意義を付与
されている。私たちの食生活を顧みても，食べ物を他の
人々と共有する行為は社交の開始を意味し，複数の人間
が一緒に食事をすることは，その集団のアイデンティ
ティーを強化する一面がある。日本社会での営業活動
における会食の重要性に今更触れる必要はないだろう。

「食」に栄養補給の重要性をさほど与えない富裕階層で
あれば，このような社会的意義はより一層強化されると
思われる。言い換えると，各人の社会的地位に応じた食
生活の営みがあることは想像に難くない。
　19世紀フランス社会においても，収入や社会階層に
よって，食にかける費用や食に求める目的は異なってい
た５）。『女の一生』に目を転じると，モーパッサンがこ
の差異を描き分けていると指摘するのはたやすい。社会
階層に応じた「食」の分析を行うため，手始めに主人公
ジャンヌの実家がどのような経済状況に描かれているの
か概観しておこう。

Ⅱ　主人公を取り巻く財政状況

　ジャンヌの両親ル・ペルテュイ・デ・ヴォー男爵夫妻
はノルマンディーの地方貴族で，父祖伝来の農場は31
箇所を数え，その地代で充分裕福な暮らしが送れるはず
という設定になっている。上手く管理すれば年間3万フ
ラン（＝約3000万円）の収入が得られる土地を保有し
ているのだ６）。しかし，男爵夫妻は経済観念に乏しく，
家政の切り盛りが下手な為に，小説前半にして既に９個
目の農場を売り払っている７）。夫妻は土地を切り売りし
て生計を立てていることに切迫感がなく，無造作にお金
を使うことを大きな幸せの一つと考えていた。モーパッ
サンは男爵夫人に「お金なんて使うために出来ているの
ですよ」という口癖を授けている８）。すなわち，男爵夫

妻は無為に毎日を送るだけの経済的余裕があり，日々の
暮らしに困った経験のない生活能力に欠けた人物に造形
されている。ジャンヌはそういった両親のもとで育てら
れて，当然のことながら浪費家に成長する。新婚旅行に
出掛ける際も，母親から貰った2千フラン（＝約200万
円）の金貨を膝の上にばらまいて，嬉しさに手を叩きな
がら，「これで思い切り遊びましょうよ」とはしゃいで
いる。財布から紙幣や硬貨が散乱する場面は，ジャンヌ
が修道院を出て，両親と共に別荘へ向かうシーンにも見
られ，ジャンヌはそこでもお金を自由に使えることに興
奮を隠せない。男爵家の人々が示す金銭に対する無頓着
ぶり・浪費傾向を象徴する場面と呼べるだろう９）。モー
パッサンが主人公やその両親にこのようなルーズな金銭
感覚を与えたのは，小説後半での彼らの没落を不自然に
感じさせない為の配慮であろう。
　一方，ジャンヌの夫は，父親の負債を全て払ってしま
うと僅かな収入と手狭な家しか残らない没落子爵に設定
されている。そのような状況を生き抜くために，何かに
つけて節約を実行しないと気が済まない人物に描かれる
10）。現代日本なら，褒められこそすれ，貶されるはずの
ない模範的生活態度かもしれない。しかしながら，婿が
将来の経済的困窮を心配して警告するのに対し，男爵夫
妻とジャンヌは感謝するどころか，滑稽に感じて笑い転
げる。男爵たちには，金銭を話題にするのさえ不作法と
感じられるからだ。さらに，彼らの無造作な浪費に対し，
婿が「金を窓から投げ捨てない習慣を身につけられない
のか」と苦言を呈する場面すら見つけられる11）。婿の性
格をこのように極端な吝嗇に設定することで，モーパッ
サンはジャンヌたちの経済感覚の欠如を浮き彫りにし，
その繁栄の危うさを読者に予見させているのだろう。
　とは言っても，婿ジュリアンも没落しているとはいえ，
貴族には相違なく，年に5－6千フラン（＝約5-600万円）
の収入が上がる地所を保有する，働かずに食べていける
身分なのである。ところが，いわゆる庶民階級に属する
人々は，僅かなお金を稼ぐために懸命の努力をしている
姿が小説の各所に窺える。例えば，ジャンヌの小間使い
ロザリは，人々がパンを得るために必死で働いたり，日
雇いの仕事で朝6時に起きたりしている事実を引き合い
に出して，甘えた愚痴を吐く女主人を諭す。また，私生
児を孕んだロザリと結婚する農夫は，男爵がロザリに託
してくれる持参金の吊り上げに余念がない13）。娘の結婚
に際して「一生の幸せに金銭など関係ない14）」とモーパッ
サンは男爵に言わせるが，男爵家とは対照的に，労働者
階級にとって金銭は人生の最重要事項なのである。

Ⅲ　社会階層による「食」の相違点

　このような経済的に余裕のある貴族階級と食べるため
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踊りや歌に興じる描写にかなりの行数が割かれている。
普段のストレスを解消し，本能の赴くままに自己を解放
している労働者階級の様子が確認できる。
　第一に，物語の導入部近くで展開される小舟「ジャン
ヌ号」の命名式を検討してみよう。名づけ式が終わると，
漁師たちは台所の匂いを想像して，唾液が沸き上がり，
嬉しさの余りつい歌を口ずさんでしまう。男爵の別荘で
は美味しい昼食が参列者を待っている。食事が終わると，
庭での宴会は漁師に任され，貴族たちは屋敷の反対側へ
と退く19）。宴会騒ぎの中心に据えられるのは漁師であっ
て，本来命名式を執り行った男爵ら貴族層ではない。小
舟の名付け親であり、最も中心となるべきジャンヌが食
事を楽しむ描写は全く存在せず，彼女は夢想に耽るのに
忙しい。
　もう一方のジャンヌの結婚披露宴では，農民たちは戸
外でリンゴ酒を飲みながら，騒々しい陽気な声を上げる。
アルコールを浴びるように飲んで，用意された簡素な食
材に飛びつく。欲求に突き動かされるままに行動してい
る様子が読み取れる。この場合でも，庶民階級の「食」
は，「食欲」と密接に結びつけられている。それにひき
かえ，部屋の中で御馳走を食べている会食者は，気づま
りな雰囲気で窮屈そうにしている。貴族たちは開かれた
窓からお祭り騒ぎを目にして，楽しそうな歌声を耳にす
ると，外の庶民と同様に自由に飲んで踊りたいと考えて
しまう。貴族や聖職者の会食の陰気さと農民たちの陽気
な騒ぎが好対照をなしているのは明白である20）。

Ⅳ　社交としての「食」――経済的余裕のある地
方貴族にとって

　以上のように庶民層が「食」に本能的な欲求の充足を
求めているのに対して，貴族が希求しているのは何なの
か。彼らの食事風景は優雅である。貴族層は農民・漁師
と違って肉体労働に追われることがない為，多くのカロ
リーを必要せず，食も細い。彼らにとって食事は食欲と
いう本能を満たしたり，栄養を補給したりという身体的
に必要な行為というよりも社交的な意味合いが強い。
　『女の一生』においても，男爵家の人々が食欲を露わ
にする場面は非常に珍しい。小説前半で別荘に到着した
直後の食事シーンでも，男爵夫人は馬車による長旅の疲
れで全く飲み食いしないまま就寝してしまう。ジャンヌ
と父は食事を進めるよりも，微笑み合ったり，手を握っ
たりしながら，お互いへの愛情を確かめるのに専念して
いる21）。食事場面であるにもかかわらず，二人が実際に
食べ物を口に運ぶ様子は一切描写されない。食べ物の種
類についても一言も触れられていないのは，特筆すべき
であろう。
　『女の一生』の中では，食事が人と人――特に貴族や

に働かざるを得ない庶民階級の経済格差は，「食」に対
する態度にも如実に表れている。
　一例として，まず食材の扱い方を取り上げてみよう。
男爵とジャンヌが散歩に訪れた漁村では，むさくるしい
家の中で一つしかない部屋に数家族がひしめき合って生
活している。臭気が漂ってくるほどの人間の過密ぶりが
描写される。漁師たちは家族が餓死しないように毎晩
命を懸けて海に繰り出すが，貧困のせいで肉を口にし
たこともないと悲惨な境遇が畳みかけられる15）。しか
し，貧困にあえぐ漁村の生活環境は，ジャンヌの同情を
誘いはしない。彼女の眼には，漁師家族を取り巻く過酷
な生活状況は舞台設定のようで，現実味がないと感じら
れる。この場面で魚は，漁師が命を危険にさらして得た
貴重な経済資源を意味する。しかし一方で，ジャンヌ達
にとって魚は単なる遊び道具や無駄に重い荷物に過ぎな
い。ジャンヌはその漁村で気まぐれから舌平目を一匹買
い求める。当初，ジャンヌも男爵も新しい玩具を手に入
れたかのように喜んでいるが，徐々に魚を運ぶのに腕が
疲れてしまい，魚の脂ぎった尻尾は草の上をひきずられ
る16）。食材とは思えないぞんざいな扱いを受けている。
モーパッサンは故意にこのように対照的な描写を用意す
ることで，両階級を隔てる溝の大きさを読者に突き付け
ているのだろう。
　さらに，男爵が農業・漁業に向き合う態度は，所詮金
持ちの道楽に過ぎない甘えたものと軽視される。例えば，
土地の所有者として，男爵は小作農家に農業上のいろい
ろな工夫を提案するが，農夫たちは男爵のやり方を少し
も信用しない17）。また，漁師のまねをして男爵が釣りに
手を出してみるシーンもある。しかしながら，男爵の釣
りは，魚がもがいている様子を面白がって眺めているだ
けで，漁師のように生活がかかっている訳ではない。そ
の証拠に漁師たちが危険を覚悟で夜釣りに出掛ける様子
を目にして，男爵は「実に素晴らしい」と実感を伴わな
い無責任な賛辞で形容する18）。現実を拠り所としない表
層的な自然礼賛と呼べるだろう。
　以上のように，モーパッサンは貴族階級と労働者階級
の生活に対する姿勢の違いを「食」を通して明確にして
いる。
　では，生活の糧を得ようと毎日重労働を強いられる農
民・漁師にとって，「食」は常に肉体を生かし続けるた
めの役割しか担わないのだろうか。それ以上の意味が与
えられている場面を『女の一生』の中でも少なからず確
認することが出来る。稀に行われる祭りや結婚披露宴は
庶民が生活の憂さを晴らす格好の娯楽として機能してい
るのだ。
　『女の一生』に現れる船の命名式及びジャンヌの結婚
披露宴では，農民・漁師にも無料で御馳走が振る舞われ
る。地域の人々が満足するまで浴びるように飲み食いし，
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分が高いような錯覚を周囲に起こさせる。そのため，貴
族と同じ食卓に着けるという破格の特権にありつけてし
まう。彼は食堂に案内されて，まるで紳士のように御馳
走の供応に預かるのであった。同じ食卓を囲むことが階
級的障壁を消滅させ，彼の社会的ステータスを引き上げ
るのに役立っているのが窺える。食事の儀式的性格が効
果的に利用された例と言えるだろう26）。
　加えて，人と人が交流を始めるだけではなく，普段
とは異なる特別な行為を行う舞台を提供する働きをも，
モーパッサンは会食の場に与えている。現代においても
相談事を持ちかける際に食事の場が少なからず設けられ
る点を考慮すれば，自然な成り行きと推し量られるだろ
う。
　これは食欲が満たされたり，アルコールで精神が解放
されたりすると，人々は気持ちが高揚して会話が滑らか
になるからである。デザートの後ともなれば，食卓が活
気づき，愉快な食事の後の遠慮なさがコミュニケーショ
ンを盛り上げる。ジャンヌが横暴な夫に自由を奪われ，
陰鬱な毎日を送るようになると，クリスマスや元日に司
祭と村長夫妻を食事に呼ぶのが単調な日々の連鎖を破る
ただ一つの気晴らしになってしまう27）。別の例では，ジャ
ンヌが冷え切った夫婦関係の修復を図るのが夕食の席に
おいてであるのも興味深い。司祭から，ジャンヌが関係
を改善したいと希望しているのを聞いて，ジュリアンは
食卓で唇の隅にニヤリと笑うようなしわを寄せ，一種特
別な表情で彼女を見る28）。この後，二人の関係は一旦元
通りになる。普段顔を合わせない人物や敵対している人
物を食卓に集わせることに，モーパッサンは日常性の打
破という役割も担わせている。
　付け加えるならば，食物だけでなくアルコールが人を
結び付ける働きを授けられることもある。近所に住む小
作農家へ挨拶に出掛けたジャンヌは，歓迎のしるしに酒
を飲まされる。一軒目のマルタン家の人々はもろ手をあ
げてジャンヌを歓迎し，果物の種で作った酒を一杯無理
やり飲ませる。もう一軒のクイヤール家でもジャンヌは
歓迎され，黒すぐりの実で作った酒を飲む羽目に陥る
29）。他の例を挙げれば，妊娠したロザリの持参金に農園
を与えると決めた際も，合意した契約を固めるために男
爵とロザリの相手となる農夫はワインで乾杯する30）。こ
のようなアルコールの使用も「食」の儀式的な用法の一
つに数えられるだろう。

Ⅴ　没落と「食」が果たす機能の変化

　しかし，ジャンヌの息子が作った借金の返済によって
男爵家が没落していくのと同時に，ジャンヌを取り巻く
食事風景は社交の場という公共性を徐々に失い，単なる
生命をつなぐための手段に成り下がってゆく。

特権階層――を結びつける社交の場，すなわちある団体
への帰属意識を高める場としてしばしば機能する。その
証拠として，会食が知己を増やす機会を幾度も提供する
点が挙げられる。ジャンヌと両親は別荘へひと夏を過ご
しに来て，まず手始めに，この教区の精神的支柱と呼べ
る司祭を夕食に招く22）。男爵夫妻は確固とした信仰を
持っていた訳ではないので，宗教上の理由から司祭を自
宅に招待したのではない。これは男爵一家が教区に快く
迎え入れられ，コミュニティーの一員として認知しても
らうのを目的とするのだろう。デザートの頃になると，
アルコールですっかり気持ちのほぐれた司祭は，近所に
住む貴族の噂話を始める。実はこの会話をきっかけとし
てジャンヌの結婚相手が選ばれるので，会食がジャンヌ
の人生を決定づける要素として働いていると指摘できよ
う。
　このような例は枚挙にいとまがない。新しく教区民と
なった子爵が男爵らに紹介されるのもやはり食事の席で
ある。食事をともにすることで新参の貴族を共同体の新
しいメンバーとして承認する狙いがある。だからこそ，
子爵と男爵夫人は共通の友人について語り合い，知人が
多く存在する事実から，自分たちが同じ階層に所属する
仲間だという事実を再確認し，絆を深めようとしている。
これを契機に子爵ジュリアンは規則正しくジャンヌの家
を訪問するようになる。その過程で二人の仲が深まって
いくのである。二人が初めて遠出をする浜辺でも，宿
屋の昼食で食卓は彼らを饒舌にさせ，その距離を近づけ
る役目を果たす。ジュリアンが初めてジャンヌの小間使
いに手を出すのも，男爵家で最初に食事をした日である
23）。また，ジャンヌが近隣に住むフールヴィル伯爵家と
親交を深める際にも，モーパッサンは食事場面を活用し
ている。伯爵は自宅を訪問してくれたジャンヌと親しく
打ち解ける目的で夕食に誘うのだった24）。さらに，新任
の若くて狂信的なトルビアック司祭とジャンヌが親交を
深めていくのも，食卓においてである。司祭は毎週ジャ
ンヌの屋敷で晩餐の御馳走に預かる。２人は倫理的なト
ピックについて議論し，宗教問題を多様な観点から語り
合う。司祭は食卓での会話を通して，ジャンヌとなら，
この地方の道徳面で堕落した民衆に尊敬される模範とな
れると結論付けたのである。これらの例から，食卓を囲
むことは参加者の結束強化・同族意識の鼓舞に他ならな
いことが見て取れる25）。
　食物の共有が社交の開始を示すのは，貴族や聖職者に
限らない。別の例を取り上げてみよう。馬車に紋章を描
く仕事に従事している職人が男爵家にやってくる場面が
ある。彼は本来単なる職人であり，貴族とは全く異なる
階級に属している。しかし，貴族の家の紋章を描くとい
う仕事柄，貴族階級の家庭に頻繁に出入りする。当然の
ことながら，高貴な人々と言葉を交わす機会が多く，身
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　例えば，目覚めのカフェオレをジャンヌが幼い頃から
行う習慣としてモーパッサンは設定していた。それを飲
み干すと，布団をはねのけ服を着替え始めるのが，彼女
の日課と描かれている。ところが，徐々にコーヒーを飲
まずにぼんやり考えこんだり，二度寝したりするように
なってしまう31）。儀式的色彩の濃いコーヒーは，ジャン
ヌが年齢を重ねるにつれて本来の意味を失い，そのよう
な習慣自体も廃れていくのが判別できる。
　多くの肉親を亡くし，先祖伝来の屋敷を手放し，小間
使いと二人きりで田舎に引っ込んだジャンヌは，華やか
な社交生活とは無縁になる。食事は孤独のうちに済ませ
る寂しい行為へと変貌を遂げてゆく。身分の低い女と駆
け落ちした息子を探しにパリに出たジャンヌは，到着後
すぐに宿屋で食事を取る。夜明けから何一つ食べていな
かったのだ。一本のろうそくの火を頼りに，食卓を共に
囲む者は誰もいないまま，侘しい食事を終える。まさに
空腹を満たすためだけの食事である。翌日，息子を探し
てパリの町中を歩き回ったジャンヌの食事も同様であ
る。疲労と空腹で倒れんばかりとなり，パン屋で買った
小さなパンを歩きながら貪る。ジャンヌは喉も渇いて仕
方なかったが，水を飲むにはどこへ行くべきか分からず，
我慢せざるを得ない。その翌日，ジャンヌは全く同じ料
理で食事を済ませている。パリでの食事には何の喜びも
なく，ただ機械的に動作を進める描写しか認められない。
食事はもはや虚栄や社交のために行われない。小説前半
に繰り返し展開された，食欲と切り離された社交的な食
事シーンからは想像できないほどの激変である32）。遂
に息子ポールの借金を返済するために屋敷を売り払った
際，「うちにはいつでもベッドとシチューがポール様の
ために取ってありますからね」とロザリが女主人を説得
する33）。この「ベッド」と「シチュー」とは野宿や飢餓
を回避できる最低限の寝る場所・食物を指している。ジャ
ンヌは息子の借金を肩代わりしたために，わずかばかり
の年金しか残されていなかった。ジャンヌの人生から一
切の虚飾が取り払われ，「食」はただ生命を長らえる最
後の命綱へと姿を変えている。

終わりに

　モーパッサンは主人公ジャンヌに転落の人生を用意し
た。幸せな結婚という夢が破れ，夫と父の死，息子の借
金返済により，ジャンヌは経済的な苦境に追い詰められ
てゆく。彼女が社会階層を転がり落ちてゆくにつれて，
食事は貴族的な装飾や社会性を奪い取られ，本来の命を
つなぐための必需品に戻ってゆく。これは，経済に疎く，
生活力のないジャンヌやその両親･息子が不幸に陥って
いく一方で，小間使いロザリやその息子が立派に自立し
て生きているという対照性，さらには新しい階層の力強

い息吹を象徴しているとも結論づけられるだろう。ロザ
リは貯金を続け，不動産を獲得し，ジャンヌとほぼ同等
の財産を保有するに至っている。彼女は，係累を失い，
経済的にひっ迫した女主人に代わって家政を切り盛り
し，生きていけるだけの年金を用意してやるのだ。小説
冒頭とは完全に主従の立場が逆転しているのが見て取れ
るだろう。
　このように，時代の流れとともにブルジョワ階層が隆
盛し，それと並行して貴族階級の没落が引き起こされた
当時の社会情勢がストーリーの流れにも影を落としてい
る。『女の一生』は時代設定が1819年から1848年に渡る。
これは，モーパッサンの長編小説の中で唯一執筆時期と
のずれを生じさせている。モーパッサンがこの時代を舞
台に選んだ企図は，貴族階級支配の終焉を自然に見せる
ためではないだろうか。当時，大都市で力を付け始めて
いたブルジョワと対照的に，産業の発展と共に農地収入
の相対的価値が下がり，貴族の経済基盤は緩やかな崩壊
を迎えていた34）。モーパッサンは「食」の形態が変容し
ていく様を提示することで，ジャンヌが代表する貴族階
級の最期を示したかったのではなかろうか。

注

　モーパッサンのテクストについてはプレイヤッド版長
編集Romans , Gallimard, 1987によった。訳文について
は『女の一生』（新庄喜章訳 新潮社 1988）を参考にさ
せて頂いた。
1） 北川美香「『脂肪の塊』における食のテーマ」『仏文
研究』27号　京都大学フランス語学フランス文学研究
会1996　p.163．同じく19世紀フランスの巨匠バルザッ
クは，家の雰囲気や登場人物の性格を連想させるには食
卓を描くことに勝るものはないと考えていた（アンカ・
ミュルシュタイン『バルザックと19世紀パリの食卓』
白水社2013 p.7）。
2）いくつか例を挙げれば，『身体のフランス文学』（吉
田城編　京都大学学術出版会2006）ではモーパッサン
の『ベラミ』（1885）における食欲の社会学が論じられ，

『世界の食文化16フランス』（北山晴一　農文協2008）
では『ベラミ』に描かれた食事風景が取り上げられてい
る。
3）北川美香「『女の一生』の宴会場面に見るモーパッ
サンの描写技法」『仏文研究』31号 京都大学フランス語
学フランス文学研究会 2000 pp.65-74.
4） デボラ・ラプトン『食べることの社会学』 新曜社　
1999 p.7
5） 鹿島茂『パリ風俗』白水社2012 p.109，鹿島茂『馬
車が買いたい』白水社2009 p.76,86参照。
6）当時の1フランを現在の1000円に換算すべきという
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社会福祉と生活研究
Study on Social Welfare and Human Life

柴　田　周　二
SHIBATA Shuji

要　　旨
　社会福祉の課題は、日常の生活問題の具体的解決法を社会的視点から解明し、福祉社会を支える文化としての自立と協

同の価値意識や人間関係が、いかなる状態で存在し、どのように形成されるかを明らかにする点にある。本稿では、その

究明に当たって留意すべき点を、戦後日本の生活研究の業績を参考にして、岡村重夫の社会福祉学、今和次郎の生活学、

宮本常一の民俗学、社会政策学的生活構造論（籠山京、中鉢正美、江口英一）などを取り上げ、自発的社会福祉の一つと

しての相互扶助の慣習などに着目して、その歴史的経過をたどり、生活に根差した自立と協同の組織を形成する道を探る

ことの重要性を指摘した。

はじめに

　社会福祉は，日常の生活問題の具体的解決法を社会的
視点から解明し，それを通じて暮らしよいとはどのよう
な社会か，それはいかにして実現されるかを明らかにす
ることを課題としている。
　福祉国家は，社会支出という再配分の制度を通じて，
国民に連帯を強制し，連帯という価値の給付を制度化し
ている。しかし，福祉国家は制度の整備だけでは十分で
はなく，社会全体に共同意識や公共心，社会による福祉
を生み出そうとする価値意識や人間関係，いいかえれば

「福祉社会」が存在することが必要である1）。制度を運
用する人の主体性，ヘルプと自立，うける福祉とつくる
福祉，自立と協同の人間関係，それを支える小協同体の
存在などである。すなわち，社会福祉は，生活の福祉を
実現するのは，いかなる制度と文化を備えた社会かを解
明することを目的とし，社会福祉の基礎には日常生活に
関する生活研究があるといえる。
　老年人類学の高橋絵里香は，福祉社会が実現される条
件を，これまでの社会福祉の理論をもとにして，①ノー

マライゼーション，②ソーシャルワークと地域福祉論，
③連帯とボランタリズムの三つをあげ，平等や連帯とい
う福祉的価値を志向する「社会的なもの」が，社会問題
に対処するための分野として見直され，期待されること
を述べている。ここにいう「社会的なもの」とは，具体
的には，人間生活の多様性，福祉文化の実現のために人々
が協働する基盤としての地域社会を中心とする分野を指
している2）。ここで，注意しなければならないのは，生
活を構成するいくつかの要素，すなわち個人の意識や社
会制度などは，歴史的，社会的，文化的環境によって強
く規定され，社会福祉の営みは，国民の日常生活を基盤
としてとらえなければならない点である。
　私たちの日常生活は，空間的には「労働生活」「家庭
生活」「地域生活」の三者から成り，それらを一つに統
合するのは，人間生活の再生産である。生活はあらゆる
学問の出発点であると同時に，帰着点でもあり，すべて
の物事は生活の中でこそ完成する。したがって，日常生
活のメカニズムやそこで生ずる生活問題を明らかにする
ことが生活研究の重要な課題となる。ここでは，生活研
究の一分野としての社会福祉という側面から，社会福祉

Abstract
　The most important task of social welfare is to build a mutually supportive society with independence and cooperation 

through improving daily life problems of people. In this paper, I examined the standpoints of social welfare referring to 

some human life studies in postwar Japan. Firstly, I mentioned about the research achievements of OKAMURA Shigeo, 
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の研究視点について改めて考える。
　一般に，社会福祉を含む社会科学は，制度（institutions）
と態度（attitudes）の面から論及される。社会人類学や
民俗学の理論をもとに，独自の視点から日本社会の特徴
をとらえようとした社会学者の有賀喜左衛門は，生活を
総合的に把握する概念を「生活意識」に求めた。生活意
識について，有賀は，次のように述べている。「生活意
識というのは生活に存する心持とか考え方というほどの
意味でありますが，生活意識はその社会が持つ組織や生
活条件から滲み出てくるものでありますから，その社会
生活を理解するためにはどうしても考えられなければな
らないのであります，それで私達がわれわれ民族の持つ
生活意識を知ることによってその理解が深められるので
あります」3）。したがって，「衣食住が生活として存す
るためにはその社会的条件を投影する衣食住の現実にあ
らわれた形態とともに不可分離の関係においてでなけれ
ばならない」4）。すなわち，有賀は，衣食住は，それぞ
れが単独に存在するものではなく，生活という具体的に
結合され実現された一つの文化として存在するものとし
てとらえ，生活の全体を表象するものとして生活意識を
あげているのである。いいかえれば，生活意識は，人々
が生活をいとなむ場合の「生活態度」（Lebensführung）
ともいうべきものであり，新しい生活条件を選択したり，
変えるときには，この生活意識を介して行われ，それが
生活の次の展開を決定する要因となる。このような生活
意識は，やがて，国民的エートスや社会通念となって文
化類型や社会構造を規定し，生活を総体的にとらえる一
つの媒介項となる注1）。ここでは，有賀の生活意識に関
する議論をヒントにして，福祉社会を支える文化として
の自立と協同の価値意識や人間関係が，いかなる状態で
存在し，どのように形成されるかを解明することを，社
会福祉の重要課題の一つとして位置付け，その究明に当
たって留意すべき点を，戦後日本の生活研究の業績を参
考にして考えてみる。

１．岡村重夫の社会福祉学と今和次郎の生活学

　社会福祉学の岡村重夫は，個人が社会生活を送るうえ
で必要な「社会生活の基本的要求」を，①経済的安定，
②職業的安定，③家族的安定，④保健・医療の保障，⑤
教育の保障，⑥社会参加ないし社会的協同の機会，⑦文
化・娯楽の機会などに求め，個人の側から，これらの要
求を実現するために社会制度との間に結ぶ「社会関係」
を中心に生活を把握しようとした5）。彼は，社会福祉の
発展を，「自発的社会福祉」（相互扶助，慈善・博愛事業）
と「法律による社会福祉」（救貧事業，保護事業，福祉
国家）の相互の批判的協力から構成される社会福祉制度

内部における処遇・援助原則の面からとらえ，社会福祉
の発展を，制度を運営する精神，社会福祉を実現する主
体の側から究明しようとした6）。
　しかし，生活における福祉の実現に当たっては，個人
と社会制度との関係以外にも，生活に関するもう一つの
重要な側面，すなわち個人と衣食住の生活手段との関係
にも着目しなければならない。住居や衣服などの生活手
段が，人間生活のあり方，価値意識や生活態度に及ぼす
影響は基本的である。たとえば，個室や居間など住居の
間取りと個人としての精神的自立や公共連帯の精神の形
成注2），自己主張の手段としての衣服のあり方と人格形
成の関係などである。
　政治学の丸山眞男は，精神的次元での近代化と社会的
次元での近代化を区別し，制度の変革を担う主体として
の近代的人間の形成に強い関心を寄せ，わが国における
近代化の実現のために，「制度に関わる精神」に着目し，
それが社会制度の具体的なあり方といかに関係している
かを問題にしている。そこで問題とされたのは，近代化
の過程において，秩序を単に外的所与として受けとる人
間から，秩序に能動的に参与する人間への転換，個人的
主体性，内面的自由の精神を備えた「近代的人間類型」
の創出であった。しかし，丸山の場合には，「近代的人
間類型」の問題は，あくまで国家機構や法律などの社会
制度との関係で論じられ，衣食住など国民の日常生活と
関連させて論じられるものではなかったために，それだ
けでは生活における自立的個人を形成することはできな
かった7）。
　これに対して，生活学の今和次郎は，単に知識人だけ
でなく，民衆をも含めた，国民生活レベルでの合理的日
常倫理を確立することを目指して，衣服や住居などの「生
活手段に関わる精神」に着目し，衣食住における慣習や
流行から解放されて合理的な生活を送る，倫理的生活態
度としての個人主義を形成しようとした。近代西欧の所
産としての資本主義に関係する制度それ自体は一般的で
も，人間関係が介在する制度の運営は各国の文化によっ
て異なり，後進国における近代化の促進のためには，慣
習や流行の支配しやすい消費生活に着目した生活態度論
が必要であったのである。個人的な思想ではなく，社会
を動かす，人間の集団によって抱かれた生活態度として
の合理的日常倫理の形成を論じるには，人々の日常生活
と深く結びついた部分での主体性の確立が求められたの
である8）。

２．宮本常一の民俗学と二宮尊徳の報徳仕法

　次に，生活意識の現実的把握に当たって留意すべきは，
歴史的・文化的規定性に対する着目である。民俗学の宮
本常一は，日本社会の特徴として，農耕社会，自立小農
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会的関係や企業に対する社会的責任を注視しつつ，生活
問題の自主的解決の努力に対する援助技術の体系として
の社会福祉を中心に，多様性の共存と機会の均等を推進
する自立と協同の人間関係の確立が求められる。
　こうした自立と協同の人間関係，それを支える小協同
体の形成に関して興味深いのは，「勤労」「分度」「推譲」
と互助を基本とする二宮尊徳の報徳仕法に基づく地域開
発の理論と実践，常会などの組織を中心に運営された報
徳社の運動である。独立自営農民を中心とする民衆生活
の互助組織としての報徳社は，幕末から明治にかけて，
尊徳の後継者たちによって形成され，最盛期には，静岡
県を中心に，1,200社を超え，報徳社の連合組織である

「大日本報徳社」の本社が掛川に置かれた。その後，報
徳社は，様々な経過をたどりながら，第二次世界大戦後
には，農村や産業社会の変化や，戦争に利用された暗い
イメージなどから衰えた。しかし，かつて報徳社の活動
が活発に展開された地域では，地域福祉の発展の基礎と
なる社会的資本が残されている可能性もあり，報徳社の
軌跡を追うことは，地域開発の手法としての報徳仕法の
再評価とあわせて，今後の地域社会のあり方を探るため
の参考になることが多い注5）。

3．社会政策学的生活構造論
（籠山京，中鉢正美，江口英一）

　最後に，生活を考えるうえで重要なのは，貧困と人間
の問題である。ここに，貧困とは，低所得，低消費など
の経済的意味での貧困だけでなく，人間生活を営むうえ
で必要な社会的関係や生活手段の欠陥，文化的・精神的
生活を含む人間生活の再生産過程で生ずる様々な問題で
ある。籠山京によれば，貧困とは，個人や家族が単独に
取り結ぶ通常の人間関係や社会組織の網の目，生活手段
などから疎外された状態を指し12），個人は，自己が関係
する集団や社会組織，所有する生活手段の質や量などに
よって様々な階層に分類される。貧困が重要なのは，そ
れが生活の安定を破壊するだけでなく，時には人間の精
神や人間性そのものをダメにし，憎悪や死をもたらすこ
とがあるからである。
　わが国では，経済成長期を中心に，国民の生活様式の
画一化などが論じられた。しかし，それは，耐久消費財
の普及の面から国民生活をとらえたものであり，生活の
基本財である住宅の格差や人間関係の欠損，労働条件の
相違などに着目したものではなかった。貧しい住宅や人
間関係の欠損，家族生活の崩壊が人間形成に及ぼす影響
は大きく，非正規労働者の増加による生活上の格差が著
しい今日，生活を改めて階層的視点からとらえる必要が
ある。

経営，親方子方制，相互扶助，仲間意識などをあげている。
宮本によれば，日本の村は，農耕を中心とする生産と生
活の共同体であり，自立小農経営を主とする自給主義の
理念，自主的精神を有する一方で，経済的に不安定なと
ころでは親子関係が存在し，生活を守るための様々な「ゆ
い」や，村人の自発的な参加と自治による無尽講，伊勢
講などが存在した。そこでは，「相身互い」＝「お互い
さま」などの生活意識による相互扶助の制度があり，村
がよくなれば，自分の家も，暮らしもよくなると思われ，
組織を維持するための付き合い，もてなし，寄合などが
大切にされた。しかし，村が，兼業化などで，農業を中
心とする同業者集団から単なる地域集団へと変化し，生
活と生産の共同体でなくなると，相互扶助は，産

・ ・ ・ ・

業上の
利

・ ・

益を中心とした助け合いに変わり，商品経済の流入に
よって人々の幸福基準が，「仲良く暮らす」から，自分
の家だけのことを思う「立身出世主義」が優勢となると，
村の連帯や結束は急速に薄れた注3）。
　従来の日本は，家を中心に同族・親類などがそれを取
り巻き，ムラ，組，部落などの人々が，私生活の面で協
同して暮らせる場が存在した。しかし，家族の形態が，
直系複合家族→生産年齢期核家族→生涯核家族へと変化
し9），一時は大きな位置を占めた企業中心の職域的福祉
も後退し，過疎化や高齢化，単身赴任の増加などによっ
て地域社会が弱体化するようになると，これまでの地域
を支えた感情的・非合理的な仲間意識による結合に代
わって，NPOなど主体的な住民参加を基礎とする新しい
組織が求められるようになった10）。
　確かに，相互扶助は，組織が小規模で顔見知りの範囲
にとどまり，give and take を原理とし，お返しのでき
ない場合のつらさがある。しかし，相互扶助は，岡村重
夫によれば，短期的他愛主義と長期的利己心が結合して，
短期的には負担でも，長期的な利益と生活の安定をもた
らす作用があり，生活困窮ないし生活の破綻を予防して
正常な社会生活を円滑にする予防的機能を有している。
また，援助者と援助される者との関係は，対等者の相互
交換関係であり，自治との関係も深く，福祉国家が主流
となった現代社会でも，自発的社会福祉の一分野として，
大きな役割を果たす可能性を秘めている11）。
　これからの日本社会で大事なことは，これまで私事化
されていた家庭内での家事や育児や介護などの生命と生
活を支える労働を社会的な協同関係へつなぎ，商品交換
だけでなく人間の信頼関係によって行われる協同社会

（連帯と互酬性）を生み出すことである注4）。地域社会に
おける個人の社会生活の要求を充足するには，国民に対
する普遍的サービスに加えて，地域住民相互の連帯や自
発的な協同，近代化された相互扶助を成立原理とする新
しいコミュニティの存在が必要となる。そのためには，
公的責任をできるだけ住民の近くへもたらし，個人の社
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しての相互扶助の慣習などに着目して，その歴史的経過
をたどり，生活に根差した連帯の組織を形成する道を探
ることが重要に思われる。福祉の価値前提は，人間らし
い生活を保障する基本的人権の実現にあり，生活の歴史
的・文化的背景や生活習慣を振り返り，歴史を踏まえた
社会福祉のあり方が求められる。

注
注1）比較文化論の出発点の一つともなったマックス・
ウェーバーの『プロテスタンティズムの倫理と資本主義
の精神』において，「エートス」は「倫理的に色彩づけ
られた生活態度（Lebensführung）の格率」という説明
がなされている。生活意識およびエートスは，いずれも
倫理的な色彩をおびた生活態度を指している。
注2）この点については，西山夘三『これからのすまい
―住様式の話―』相模書房，1947など参照。
注3）宮本常一の民俗学については，柴田周二『生活の
思想と福祉社会』ナカニシヤ出版，2011； pp.64-110 
など参照。
注4）家事労働における協同については，朝倉美江『生
活福祉と生活協同組合福祉』同時代社，2002など参照。
注5）二宮尊徳と報徳社については，柴田周二『生活の
思想と福祉社会』pp.124-133，同「福祉文化の基礎と
しての自立と協同―報徳社の相互扶助とコミュニティ形
成を中心に―」『福祉文化研究』23号，2014，pp.63-
72など参照。
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　日常生活を基盤に貧困の階層的把握に大きな貢献をし
たのは，籠山京をはじめ，中鉢正美，江口英一らの社会
政策学的生活構造論である。籠山京や中鉢正美は，労働
力再生産過程としての家庭生活の構造を，自然的生命の
論理や経済の論理によって規定される一方で，それらか
ら相対的に自立したシステムをもつ「生活の慣習的構造」
に規定されていることを示すことによって，生活過程の
社会的変化に対する相対的自立性の根拠を明確にした
13）。それによって，生活構造は「日常の生活諸姿態の機
能をその背後で規制している構造的諸要因を抽出してく
る場合の媒介変数」（中鉢正美），社会構造と家庭生活と
の関係を把握する索出手段とされ，同時に，生活研究は
独立の科学として成立する根拠を得た。そして，江口英
一は，労働力再生産過程としての生活構造を同じくする
家族集団を「社会階層」としてとらえ，その違い，すな
わち労働力再生産を行う条件の違いによって序列化し，
社会階層を資本主義的経済秩序の内部に位置付けて論じ
た。その結果，①より下位の社会階層ほど，所得，生活
水準の上下と労働や職業の間に一致する傾向が強いこと
14），②労働者下層（不熟練・単純労働者）では，生業維
持のための世帯員の有業者化（多就業家族）が進行し，
被扶養者を減らして世帯員を縮小し，家族崩壊に至るこ
と15），③消費支出の画一化と社会的固定費（家賃，地代，
水道光熱費，保健医療費，交通･通信費，教育費，交際費）
の強制的性格が強まり，低消費世帯では消費生活におけ
る特定部分が一般に比べて欠落または過少（文化的支出，
教養･娯楽費）になっていることなどが示された16）。こ
うして，労働力再生産過程の条件としての生活構造を媒
介として，貧困の階層性と貧困が人間に及ぼす影響など
が示された。

まとめ

　社会福祉は，生活問題の具体的解決法にとどまらず，
社会全体が福祉を支える福祉社会が形成されることを目
指している。そこで，重要な位置を占めるのは，自立と
協同の価値意識と人間関係，それを支える小協同体がい
かに形成されるかを明確にすることであり，それが実現
されるためには人々がおかれた日常生活の状況や生活意
識を社会的，歴史的，文化的環境を含めて現実的にとら
えることが必要である。国民間のヨコの連帯が弱く，自
治的伝統が希薄といわれるわが国で，タテ社会の枠に加
えて，顔見知りの関係を優先する世間意識や，身内や身
辺の排他的幸福追求のみを追求する家族中心主義を超え
た目的志向型の組織を形成するためには，単なる知識と
しての平等や独立を論じるだけでなく，生活の実態を
踏まえた分析が必要である。NPOなどの組織形成とと
もに，制度とは別の生活規範や自発的社会福祉の一つと
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1983；p.237,籠山京『低所得層と被保護層』ミネルヴァ
書房，1970；p.153.
13）前掲書7），p.58.
14）江口英一「社会福祉と貧困」『月刊福祉』55巻1号，
1972；p.24.
15）江口英一『現代の低所得層（中）』未来社，1980；
pp.206-228.
16）江口英一「「低消費」水準生活と社会保障の方向」
小沼正『社会福祉の課題と展望』川島書店，1982；p.116.
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要　　旨
　戦後，日本の高等学校の簿記会計教育は，明治以降の伝統的な教育体系を維持しつつも，米国の簿記会計教育をお手本

としてその導入を図ったと思われる。その後，簿記会計の検定資格制度が浸透しても，その教授体系とカリキュラムをほ

とんど変えることなく進んできたと思われる。しかし，今日，日本では，生徒の簿記会計離れが大きな問題になってきて

いる。すでに1970年代以降，米国においてその問題が生じ，それを打開するための方策が会計教育の重要なテーマの一

つになっている。その方策の一つとして，NBEAより刊行されている会計スタンダードがある。そのスタンダ―ドは，社

会の急速な変化に対応するために，最新の教授方法の導入や，教授項目のさらなる現代化，会計教育のアカデミック化へ

と変更を図ることにより，簿記会計離れ問題を解消しようとしている。それゆえ，その米国スタンダードと日本の簿記会

計の学習指導要領を比較検討することにより，その全体的な相違点を明らかにすることは，日本の簿記離れ問題になんら

かの示唆を提示し，参考に供するであろうと思われる。米国のように，明日を生きる生徒の育成ということを考えると，

日本の要領の考え方は早急になおすべき時期にきているように思われる。

キーワード：簿記会計教育，簿記会計離れ，スタンダード，学習指導要領

Ⅰ　はじめに
　産業の国際化の進展ともに，最近の教育界にはアクティブ・ラーニング，インターンシップ，キャリア・エデュケーショ
ン等カタカナ用語が氾濫している。かかる状況は英米の教育管理の手法や教授方法が日本へ移入され，また導入につい
ての議論がなされていることからも理解されよう。簿記会計については，理論やフレームワークの移入はなされている
ものの，その教育（とくに高等学校教育）面については，その紹介や調査はほとんどなされていない（１）。戦後，日本
の高等学校の簿記会計教育は，明治以降の伝統的な教育体系を維持しつつも，米国の簿記会計教育をお手本としてその
導入を図ったと思われる。その後，簿記会計の検定資格制度が創出・浸透するにつれ，逆にその出題項目や内容が簿記
会計のカリキュラム編成に非常に大きな影響を与えるようになってきているが，その教授体系とカリキュラムをほとん
ど変えることなく進んできたと思われる。しかし，今日，学生の簿記会計離れが大きな問題になってきている。その理
由として，第一に社会や企業にとって簿記会計の必要性は叫ばれるものの情報機器やＡＩの進展に伴い，簿記会計を必
要とする仕事の減少，第二に簿記会計に対する暗いイメージ，第三に伝統的な手書き重視の検定制度の弊害等が考えら
れている。検定制度がない米国では第三の理由はない。しかし日本より以前に，とりわけ1970年代以降，米国においては，
第一および第二の理由により，簿記会計離れが問題となっていた。それゆえ簿記会計の履修者の減少をくい止め，増加
させる方策が会計教育の重要なテーマの一つになっており，すでに様々な方策が実施されつつある。そこで，先進国で
ある米国の会計教育を調査することは，簿記会計離れに対する方策や現在進行中である学習指導要領の改訂作業になん
らかの示唆を提示し，参考に供するであろうと思われる。本稿では主に米国の高等学校の簿記会計教育に限定しながら，
個別の教授項目ではなくホリスティックな観点から日本の学習指導要領との比較について以下述べることにする。

高等学校簿記会計
―日本と米国のスタンダードの比較―

High School Bookkeeping-Accounting Research
―The Comparison of High School Accounting Standard in Japan and US―

研究ノート

pp.75～83

*大和大学政治経済学部
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Ⅱ　米国高等学校会計スタンダード

　1995年，全米ビジネス教育スタンダードが全米のビジネス教員の要請のもとに刊行された。このスタンダードは，「必
要技能を達成するための長官委員会（SCANS; The Secretary’s Commission on Achieving Necessary Skills）」の報告書の
影響の影響をうけ，職場は必ず変化し，明日の課題は昨日のスキルを用いて述べることはできないとして，公私の利益
のために有効な経済的意思決定ができる市民になる準備をさせるという目的で作成された（２）。会計科目のスタンダー
ドは全米ビジネス教育スタンダードの一つとして掲げられている（後掲資料参照）。
　このスタンダードは，日本ではほとんど知られていない。また日本の学習指導要領のように教科書を編集する場合の
拘束力はない。しかし，McGraw社やSouth-Western社のHigh SchoolやCollegeの会計教科書を見るかぎり，ほぼスタン
ダードの内容が取り入れられ，高等学校および大学初級の会計教育に多大の影響を与えている。そこでその枠組みから
以下紹介する（３）。
　まず，具体的な学習内容の目標については，達成基準（Achievement Standard）と期待されるパフォーマンス

（Performance Expectations）に分けて考えている。
　ここで達成基準は生徒が達成すべきである，理解する内容（understanding）とコンピテンシー（competency）を示
している。生徒が知る必要があり，行うことができること（内容と目標）を意味している。期待されるパフォーマンス
は，生徒が達成基準を満たすのに必要な知識およびスキルを示すために，できるようになっているべきことを示してい
る （NBEA 1995, p.11, 2001,ⅶ）。日本では，周知のように，伝統的なに目標とその内容おそびその取扱いとなっており，
スタンダードの記述方法は異なっている。
　また学校種類別に応じてスタンダードが作成されている日本と異なり，発達段階アプローチを採用している。たとえ
ば年齢の低い学習者に関心を持たせることから始まり，それに続く水準で高度なレベルへと漸進的に導いている。この
発達アプローチは各コンテンツの分野に含まれる番号方式（レベル1・2・3・4）に反映されている。学校システムの
学年レベルは，小学校［レベル1］，中学校/ジュニア高等学校［レベル2］，高等学校［レベル3］，高等学校後学校ある
いはカレッジ［レベル4］と異なっていることに留意することは重要である。このスタンダードで用いられている発達
レベルは次のとおりである。
　　［レベル１］　小学校（Grades K-6）
　　［レベル２］　中学校（Middle School /ジュニア高等学校Junior High （Grade 6-9））
　　［レベル３］　高等学校学校（Grade 9-12）
　　［レベル４］　２年の高等学校後学校あるいはコミュニティ・カレッジないしテクニカル・カレッジ
　もし内容が高等学校レベルないしそれより上級でのみ教えられるなら，期待されるパフォーマンスはより高等な発達
レベル（たとえば3-4水準）のみ掲げられている。後掲資料からわかるように，会計科目は高等学校段階レベルから始め，
高等学校後学校あるいはコミュニティ・カレッジないしテクニカル・カレッジへと継ぎ目なく（seamless）行うことが
発達アプローチをとった理由であるとも述べている。とりわけ発達アプローチについて，1995年版の解説ビデオでこ
のことが強調されている（NBEA 1997）。またこのスタンダードにおける各レベルは，寄与した専門家と査読者チーム
の経験にもとづいている。発達レベルを特定するように期待されるパフォーマンスを割り当てている。しかし，スタン
ダードは，フレキシビリティーに利用可能であり，期待されるパフォーマンスは特定のコースに限定していない。
　さらに会計の意義の説明を見てみると，スタンダードでは，2007年（第３版）から会計情報を理解し，解釈し，利
用することができることの重要性が強調されている。2013年（第４版）からは，コミュニケーション・スキル―書く
と話す―とテクノロジーの利用が重要視されている。数年前より米国教育界では，聞く能力や書く能力を重要視し，そ
の指導方法について議論やセミナー等が行われている。その反映と思われる。

Ⅲ　会計教育の内容

　形式的に，米国では，日本のように科目名を５つ（「簿記」「財務会計Ⅰ」「財務会計Ⅱ」「原価計算」「管理会計」）に
分けることなく，一つの科目名（「会計」）として教育内容を説明している。会計業務は，会計プロセス相互に関係して
いる点を強調すれば米国の方法が望ましいと言えるが，教授および理解の容易さの観点からは分ける方がよいように思
われる。全体的な内容としての特徴は，日本では，簿記係としての取引の記録，財務諸表の作成が中心であるが，米国
ではそのような記録や作成だけでなく，教養人ないし市民としてまた将来の企業人として必要なコンピテンスを重要視
している。いいかえると米国の高等学校の簿記会計教育は，項目内容や計算の理解に主眼を置きつつも，簿記会計の社
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会に対する有用性や簿記会計を通してビジネスの現実世界に対応するコンピテンスを養成することも重視して行われて
いる。そのことを反映する例として，会計人の種類やキャリアの説明を教科書の最初に具体的な説明を行っている。ま
た税金についての記述は，日本では単に用語説明と記帳の方法（仕訳）として述べられるに過ぎないが，米国では税金
および申告書の記述が給与支払計算も含めて具体的述べられている。制度上の違いを考慮しても，日本の場合は，学習
指導要領における内容の取扱いにおける補足説明はなされておらず，具体性に欠けている。
　日本でも学習指導要領において会計倫理等は「態度を育てる」という表現で述べられているが，米国のように具体的
な説明はなされていない。そのため検定済み教科書の記述を見る限り，そのことはほとんど反映されていないように思
われる。もっぱら担当教員の技量にまかされている。実際のところ資格検定への対応はなされているが，態度の育成は，
見聞する限りほとんど行われていないように思われる。学習指導要領の趣旨が教育現場には浸透しておらず，また趣旨
を徹底するような指導事例や研究は非常に少ないように思われる。かかる原因の一つとして，検定資格を重視し，その
合否を生徒の学習評価として取り入れていることが考えられる。また30年位前からはじまった大学推薦入試の基準に
検定資格が導入されたためと推測される。推薦基準に達すべく学習指導要領の内容のうち検定の出題される部分のみを
選択して指導がなされていることが多くみられる。つまり日本の高等学校の会計教育では，単なる問題を解答する技法
の授業や研究に特化され，上述した米国の幅広い教養人・社会人の養成を目的とした会計教育とかなり異なっている。
米国スタンダードによる高等学校の会計教育は，日本と同様選択科目であるが，ビジネス社会で生きていくための一つ
のツールとして理解されている。スタンダードの設定機関による内容の検討等については，CPA協会や全米数学教育学
会等と連携して行われている。常に社会の変化をとり入れる会計教育を考えている。それゆえ，スタンダードの改訂が
日本では7-9年ごとに行われるのに比べ米国では３-４年ごとになされている。

Ⅳ　会計教員による教授法

　米国のスタンダードでは，日本の学習指導要領では触れられることはないが，教授法についても述べられている。
高等学校学校担当の会計教員は教授法として，講義形式だけでなく最近言われている社会構成主義的な指導を重要視す
べきとしている。この点は日本の会計教育でも徐々に実践している教員も見受けられるが，知識の伝授を重きに置いて
いる教授法が一般的である。
　米国高等学校学校担当の会計教員は，会計学習は将来も続くという仮定をもって授業を行うべきと述べている。教員
は中心人物（テクノロジーコーディネーター，ピアコーチ，メディアスペシャリスト，チームティーチャーのように）
として生徒を援助する。また中学校教員とパートナーになることによって，会計教員はカリキュラムのなかにテクノロ
ジーとキャリア認識を統合することが可能となる。いいかえると有能な消費者，市民，ワーカー，ビジネスリーダーに
なるのに必要なスキルを発達させることができるように生徒を導くことであり，生徒中心の環境での学習を援助するこ
とである。学習はカスタマイズされ，生徒は個人およびキャリアの利益に基づいたプロジェクトを選択する。生徒は，
個人としてあるいはチームとして活動する場合であれ，非構造的な問題を解決するために幅広い範囲にわたりテクノロ
ジーを用いる。それゆえ，教員は，生徒間の協力の必要性，生徒の自立と創造性を高める援助者となるべきと述べてい
る（NBEA, 2001,ⅶ）。一方学習者としての生徒は，キャリア開発を続けることにより，仕事にもとづくスキルを取り
入れることによりビジネス経験を得ることができるようになる（４）。

Ⅴ　おわりに

　以上，米国の高等学校会計教育スタンダ―ドを日本の学習指導要領を比較しながら述べてきた。その相違点について
要約すると次の表のようになるであろう。

米　　　国 日　　　本

重 点
・知識・理解だけでなく現実世界への応用面重視

・財務諸表の作成だけでなく利用面を重視

・知識・理解中心

・財務諸表の作成中心。帳簿記入を重視。

科 目 名
１科目（「会計」） ５科目（「簿記」「財務会計Ⅰ」「財務会計Ⅱ」「原価計算」

「管理会計」）

表　　　　　　米国・日本のスタンダードに見る相違点
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　社会の急速な変化に対応するために，米国の会計教育スタンダ―ドは，最新の教授方法（アクティブラ―ニングや反
転学習等）の導入や，指導項目のさらなる現代化を図ることにより，会計教育のアカデミック化へと少しずつ変更され
つつあるように思われる。いいかえると記帳訓練（取引を記録し財務諸表を作成する）から数的思考訓練（批判的思考
による問題解決）へと変更されようとしているのである。これに比べて日本の学習指導要領は，社会とりわけ簿記会計
の仕事内容が変化しているのに，明治期以来の伝統を重んじ記帳訓練に重点が置かれているようである。果たして明日
を生きる生徒の育成ということを考えれば，果たしてこれでよいのであろうか。早急に考えなおすべき時期にきている
ように思われる。
　また米国では，優秀な生徒をどのように会計の世界に引き込むかも高等学校レベルの会計教育の重要な課題となって
いる。人口統計学の研究が進み，米国では数年後に会計専門職は，ここ数年でBaby Boomer 世代の退職により，少子
化と相俟って，定員の充足が懸念されている。弁護士，医者等の他の専門職とのいわゆる人材獲得競争の時代に突入
すると言われている。そのような状況に対応するために会計専門職の団体や協会（特にAICPAや各州のCPA協会）は，
CPAなどの会計専門家の社会における役割・貢献度や報酬等を含む職業人としてのやりがいをアピ―ルし，キャリア教
育の一環として生徒にそれらの興味・関心を抱かせることにより，専門に対するすそ野を拡大する方策に取り組んで
いる。その具体的な方策の一つとして2012 年，AAA と AICPAは，高等学校において他のアカデミック科目と同様に，
AP（Advanced Placement） Accounting Course を高等学校に設け，大学入学後，大学の単位として認定する方策を提言
している。そのためのカリキュラムのスタンダードが作成され，いくつかの州で担当高校教員の研修とともに生徒に対
して試験的に実施されている。本稿では紙数の関係上取り上げていない。別の機会に譲りたいと考えている（５）。

注
（１）現在，アメリカの高等学校の教科書等では，「会計（Accounting）」と表現されている。Bittner（ 2002, p. 32）が「高

等学校の会計コースは，基本的に簿記コースである」と述べているように，日本の簿記と内容の程度差はあるも
ののほぼ一致していると考えてよいと思う。本稿では簿記会計という用語で述べている。なお，アメリカにおけ
る「簿記」から「会計」へ呼称の変更についての議論は島本（2015）参照。

（２）SCANSについては，SCANS（1991），島本（2015, pp.31-32）を参照されたい。
（３）なお，スタンダードの年度別変遷については,島本（2016, pp.98.101-102,114-130）を参照されたい。
（４）米国においては高等学校の会計教育は歴史的に見て，キャリア教育・職業教育の影響をぬきにして述べることは

できないが，本稿では省略している。島本（2016, p93-95）を参照されたい。　
（５）会計のAPコ―スついては，Gregg and Behn （2011），島本（2015, pp.49-50）を参照されたい。

引用文献

・島本克彦（2016）「米国中等学校会計教育の現状について―職業教育・ビジネス教育の状況を踏まえてー」柴健次研
究代表『会計リテラシーの普及と定着に関する総合的研究　第4分冊　個人研究編』科学研究費研究成果報告書（研究
課題番号25245057）pp.92-139。

米　　　国 日　　　本

工 業 簿 記 ・原価計算・管理面の項目提示 ・原価計算およびその記帳を提示

教 授 法 教員は生徒への援助者 記述なし

導 入
・キャリアを意識し，会計人の種類を最初に項目と

　して提示

・単なる会計人の仕事内容を後半で提示

高大接続問題 考慮（シームレスな接続） 　分離

税 金 の 記 述 ・個人にかかわる税金について計算等具体的な記述 ・税金の種類と処理のみ

改 訂 ・3~4年 ・7-8年

出所：筆者作成（なお，個別内容ないし項目の相違はあるが上記表では記述していない）
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資料　　　　　　　　　　　米国会計スタンダード2013年版（第４版）

Ⅰ　会計専門家
達成基準：会計担当者がビジネスや社会で果たす役割を説明する。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・会計専門家の現在および歴史的な規制環境を説明する
　・会計専門家の主な政策設定機関を知りその役割を説明する
　・時事問題が会計専門家にどのように影響を与えているかを説明する
　・会計の倫理綱領の必要性と会計担当者に必要な倫理責任を説明する
　・ビジネスと個人の意思決定過程において資源を配分するために，会計情報がどのように用いられているのかを
　　説明する。
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達成基準：会計専門家におけるキャリア機会を示す。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・生徒，専門の会計組織および団体の役割・サービス・使命を述べ説明する。
　・会計専門家の名称と資格認定を述べ説明する。
　・会計専門家におけるさまざまなキャリア，専門家の名称と資格認定の教育上の必要条件を説明する。
　・会計専門家として成功するのに必要なスキルとコンピテンシーを説明する。
　・会計の知識を必要とする会計専門家とキャリアのなかでの専門家の領域を述べる。
達成基準：会計専門家および/または会計に関連するキャリアにおいて成功するのに必要なスキルとコンピテンシ
　　　　　ーを説明する。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・スピーチをし，プレゼンテーションする。
　・調査とその結果を文書でコミュニケーションを図る。
　・ビジネス現場における倫理的意思決定スキルと行為を述べる。
　・分析的・批判的意思決定スキルを適用する。
　・情報テクノロジーを生産的に用いる
　・リーダーシップスキルを提示する。
　・チームのなかで働く能力を行動で示す。
Ⅱ  財務報告
達成基準：有効なビジネスの意思決定を行うために年次報告書と財務諸表を用いる。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・財務報告を入手するための情報源を識別する。
　・財務情報の利用と利用者について述べる。
　・年次報告書における項目とその目的を識別する。
　・経営者と監査人の役割を説明する。
　・年次報告書を作成し公表する。
　・監査意見のタイプを識別し説明する。
　・会計の役割と財務報告に関する規制機関を説明する。
　・各財務諸表に提供された情報と各諸表が互いにどのように関係しているかを説明する。
　 ・貸借対照表における資産，負債，持分間の関係を説明する。
　・資産，負債，持分における分類を識別し説明する。
　・損益計算書の異なった様式を識別する。
　・損益計算書における分類を識別し相互（収益，費用，利益，損失）の関係を説明する。
　・持分計算書を用い所有構造の変動を述べる。
　・会計の概念的フレームワークや一般に認められた会計原則を，財務諸表を作成するためのガイドや構造として，
　　どのように，なぜ適用するのかを説明する。
　・異なった会社所有の形態と各形態の長所と短所を説明する。
　・異なった会社所有形態において財務諸表がどのように報告されるかを説明する。　
　・異なった種類のビジネス活動を識別する。
　・異なった種類のビジネス活動が財務諸表にどのように反映されるかを説明する。
　レベル3*-4　期待されるパフォーマンス
　・キャッシュ・フロー計算書（営業，投資，財務）に報告されたビジネス活動を識別し，説明する。
　レベル4　期待されるパフォーマンス
　・包括利益を定義し，営業活動との関係を述べる。
　・開示要件が財務報告にどのように影響するかを説明する。
Ⅲ　財務分析
　達成基準：会社の財政状態と経営成績を評価し，有効なビジネス意思決定を行うために財務諸表と情報を分析し
　　　　　　解釈する。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
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　・財務諸表の分析から得られる情報について議論する。
　・主な分析の領域（趨勢，収益性，流動性，資本構造）を認識し，各分析から得られる情報を説明する。
　・損益計算書と貸借対照表の水平的および垂直的分析を行う。
　・財務比率（総利益率，営業利益，純利益，総資産利益率，売上回転率）を計算し解釈することによって収益性
　　を評価する。
　・財務比率（運転資本，流動比率，当座比率，現金比率，棚卸資産回転率，受取勘定回転率）を計算し分析する
　　ことによって流動性と支払能力を評価する。
　・借入と持分のファイナンスを比較対照する。そして財務諸表の影響を説明する。
　・財務比率（借入比率，長期債務比率，負債持分比率，利息カバレッジ比率）を計算し分析することによって資
　　本構造を評価する。
　・産業の平均を調べ，財政状態，営業成績，収益性，流動性および資本構造を評価してそれらを説明する。
　・情報テクノロジーを財務分析を行うために用いる。
　・財務諸表と財務比率を利用するための通常の方法を識別し説明する。
　・財務諸表と財務比率の操作から生じる倫理的および法的合意を述べる。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・ビジネス活動（営業，投資，財務）を分析するためにキャッシュ・フロー計算書を用いる。
　・収益性と流動性を評価するために営業活動からのキャッシュ・フローを分析する。
Ⅳ　会計原則
　達成基準：一般に認められた会計原則（GAAP）を特定し述べる。GAAPの適用が財務取引の記録と財務諸表の
　　　　　　作成にどのように影響を与えるかを説明する。
　Ａ　財務報告のための概念的フレームワーク
　・会計の概念フレームワークと一般に認められた原則及び仮定について述べ説明する。
　・US GAAPとIFRS のコンバージエンス・プロジェクトを議論し，FASB，SEC，IASBの役割について説明する。
　・US GAAPとIFRSの間の主な相違点を説明する。
　・資産，負債，持分，収益，費用，利得，損失を定義する。
　・会計の発生基準と現金基準とを区別し，それぞれが財務諸表に与える影響を議論する。
　Ｂ　資産
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・貸借対照表に報告されるべき受取勘定の価値を決定するために用いられる会計手法を説明し，損益計算書に対
　　する影響を述べる。
　・貸倒引当金，償却，回収をふくむ受取勘定の取引を記録する。
　・継続記録法と棚卸計算法との間の相違を説明する。
　・商事および製造会社の棚卸資産の原価を決定し，適切な評価方法を適用する。
　・棚卸資産のコストフロー仮定を識別説明し，貸借対照表と損益計算書に対する影響を説明する。
　・資本的支出と収益的支出とを区別するための基準を説明する。
　・土地，設備，備品，天然資源，無形固定資産の原価を決定する。
　・原価配分の目的を説明する。
　・減価償却，減耗償却，償却を識別し，計算し，記録する。そして財務諸表の影響を説明する。
　・資産が販売され，処分され，陳腐化したとき財務諸表への影響を測定する。
　レベル4　期待されるパフォーマンス
　・投資を説明するために用いられる手法や基準について述べる。そして財務諸表に対する影響を述べる。
Ｃ　負債
　レベル3　期待されるパフォーマンス
　・支払勘定とその他の短期債務の取引を記録する。
　・長期債務証券の当初の評価と財務諸表の影響を測定する。
　・長期債務証券の取引を記録する。
　レベル3*-4　期待されるパフォーマンス
　・借入資金の原価を計算し，財務諸表への影響を決定する。
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　レベル4　期待されるパフォーマンス
　・繰延税金負債と退職給付のようなその他の長期債務として分類された負債を識別する。
　Ｄ　持分
　レベル3　期待されるパフォーマンス
　・営業成績，資本拠出，利益の分配が，さまざまな種類の所有構造の持分にどのような影響を及ぼすかを説明する。
　・異なった種類の株式を特定し述べる。そして異なった種類の株式得られる権利について説明する。
　・持分に関連する取引を記録する。
　レベル3*-4　期待されるパフォーマンス
　・買収と会社所有株式の売却が財務諸表にどのように影響を及ぼすかを説明する。
　・株式分割と株式配当とを区別し，それぞれが持分にどのように影響するかを説明する。
　レベル4  期待されるパフォーマンス
　・その他の包括利益が持分にどのように影響を及ぼすかを説明する。
　Ｅ　収益
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・収益認識を決定するために用いられる基準について述べる。
　・収益関連取引を記録する。
　Ｆ　費用
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・費用認識を決定するために用いられる基準について述べる。
　・長期関連取引を記録する。
　Ｇ　利得と損失
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・収益と利得とを区別する。
　・費用と損失とを区別する。
　・利得と損失から生じる取引を記録する。
Ⅴ　会計プロセス
　達成基準：財務諸表を作成するために会計サイクルにおける各段階を修了する。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・会計システムの目的を説明する。
　・仕訳帳と元帳の目的と，それらの関係を説明する。
　・会計プロセスにおけるテクノロジーの影響を述べる。
　・異なった種類の会計システムの長所，短所を特定し説明する。
　・会計と簿記とを区別する。
　・企業取引が会計等式にどのように影響を及ぼすかを述べ分析する。
　・企業取引を記録するために複式の会計システムを採用し試算表を作成する。
　・修正仕訳の必要性を説明し修正仕訳を記録する。
　・異なったタイプのビジネス活動と所有構造の財務諸表を作成する。
　・決算プロセス，財務諸表，整理後試算表の間の関係について述べる。
Ⅵ　データの解釈と利用
　達成基準：組織のパフォーマンスを評価するために計画とコントロールの原則を用いる，そして有効なビジネス
　　　　　　意思決定を行うために層別解析と現在価値概念を適用する。
　Ａ　計画とコントロール
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・資産を保全するために用いられる内部統制手続を特定し適用する，そして会計情報システムのインテグリティ

を高める。
　・会計システムに適正な情報テクノロジーをどのように適用するかを説明する。
　・活動基準原価計算の方法となぜそれが用いられるのかを説明する。
　レベル3*-4　期待されるパフォーマンス
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　・固定費，変動費，準変動費の原価態様を説明し比較する。
　・営業計画にCVPと貢献利益分析を適用する。
　・予定を立てるために予算を作成する。
　レベル4　期待されるパフォーマンス
　・収益性を分析するために直接および全部原価概念を適用する。
　・パフォーマンスを評価するために総合，変動予算を作成し利用する。
　・標準原価計算と差異分析を適用することにより会社のパフォーマンスを評価する。
　・原価，利益と投資センターを評価するために責任会計概念を適用する。
　・製造会社に対して活動基準原価計算のための計画を展望する。
　Ｂ　意思決定
　レベル3*-4　期待されるパフォーマンス
　・会計情報が経営の意思決定をどのように容易にするかを説明する。
　レベル3*-4　期待されるパフォーマンス
　・次の種類の意思決定を行うために差額分析を適用する。すなわち製品を製造するかあるいは購入するか，資産
　　をリースするか購入するか，一つの部門を廃止するか，特別の注文に割引価格を適用するか，設備を取替える
　　か修繕するか。
　レベル4　期待されるパフォーマンス
　・資本（設備）投資機会を評価するために現在価値を提供する。
Ⅶ　コンプライアンス
　Ａ　パーソナルファイナンス
　達成基準：税法や規制を適合するように個人所得税手続や要件を説明する。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・米国における税法の歴史と目的と税法が生じたプロセスを述べる。
　・課税所得の構成を説明し所得税を計算する。
　・個人所得税の税金申告書を作成する。
　・課税所得を最小化するために戦略を立て，議論し適用する。
　・節税と脱税とを区別する。
　Ｂ　財務報告
　達成目標：一般に認められた会計原則と所得税法とを区別する。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・財務報告のための所得と課税所得がなぜ異なって計算されるかを説明する。
　レベル3*-4　期待されるパフォーマンス　
　・純利益と課税所得における永久差異と一時差異を特定し説明する。
　レベル4　期待されるパフォーマンス
　・純利益と課税所得における永久差異と一時差異を計算する。
　Ｃ　支払
　達成目標：給与支払に適切な会計実践を適用する。
　レベル3-4　期待されるパフォーマンス
　・手取り額を計算する。
　・雇用者の給与支払の計算をする。
　・給与支払報告書を作成する。

出所　National Business Education Association（2013）筆者訳
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